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ＦＩＬＥ．０　オプティカルファイバー







　私は光に乗ってやってきた。

　楽園を信じてやってきた。

　確かにそこは甘かん美びな果実の実る場所。

　甘あまい甘い香かおりの漂ただよう静せい謐ひつな園。

　たわわに生るは喉のどを潤うるおす紅き美果と、

　心を満たす橙だいだいの百果。

　それらを掌てのひらの上で優しく大切に抱いだく。

　たとえこの実が幻まぼろしの果実でも、

　どうか今だけは覚めないで――――。







ＦＩＬＥ．１　侵しん略りやく開始？







「そろそろ海でも征せい服ふくしてみようかと思う」




　薄うす雲ぐもが広がり晩秋の寒空がうかがえる部室の窓辺で、突とつ如じよそんな声が上がった。それは「ちょっと販はん売ばい機きでジュースでも買ってこようかな？」くらいな気軽な口調だった。

　軽々と、そして唐とう突とつに、そんな発言をするのは彼かの女じよをおいて他にいない。

　そう、我が悪党稼業部の部長にして最強最悪七大悪あく魔まの一人、『傲ごう慢まんのルゥ』ことルゥ、その人だ。

　彼女は窓際の棚たな上うえに置かれたテレビを先程からただぼーっと見ていた。それも棚の前で瞬まばたきもせず立たち尽つくした状態。テレビは彼女自身がどこからか拾ってきて勝手に設置した十五インチ（液えき晶しよう・地デジ非対応）だったが、何が彼女をそこまで引きつけるのかは分からなかった。

「はい？」

　机を四つくっつけて、そこに長机を足したいつもと変わらぬ席配置。その一角で今日出された数学の宿題を解いていた良りよう児じは、それとなく聞き返しながらも、「このパターン前にもあったな……」と感じ始めていた。

「見ろこれを」

　彼女の緑灰の瞳ひとみが指し示したのはテレビ画面。そこにはどこかの南国リゾートの風景が映し出されていて、ギラギラと輝かがやく太陽の日差しのもと、白い砂すな浜はまがたくさんの海水浴客で賑にぎわっている姿があった。

「これがどうかしました？」

　本当になんだか分からなかったのでそう尋たずねただけだったのだが――――

　それがどうやら癇かんに障ったらしい。

　彼女は長い赤髪がみを翻ひるがえすと無造作に良児の胸ぐらを掴つかみ上あげる。

「分からんのかっ」

「それだけで分かるのはどういう人間ですか！」

　鼻先間近に迫せまる白くて肌き理めの細かい頬ほおは盛大に膨ふくらんでいた。その体はとても華きや奢しやで、細くくびれた腰こしには良児がプレゼントした『酒うさまん』のぬいぐるみストラップが揺ゆれていた。その姿は制服が似合う、ちっこかわいい普ふ通つうの女子中学生だが、その可愛らしさの中には小こ悪あく魔まが潜ひそんでいる。

　彼女は良児を手放すとすかさずテレビの横に並び立った。そしてその画面を手の甲こうでぺしぺしと叩たたく。

「これだ、これっ！　こんだけの人間が集まるのだぞ？　ここで悪さをしなくて何が悪魔だと言える？　ここは行かないといけないだろ、悪魔的てきに」

「悪魔的って……」

「皆みな、リゾート気分に酔よい、浮うかれきっている。こんな隙すきはまたとないぞ。それに、重要なのはこの部分だ、これだ、これ」

　彼女が画面上で打ち寄せるエメラルドグリーンの波をこれでもかと指で、

　ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐり……

　強く押おし示すと、液晶が拉ひしやげて七色の色しき彩さいを放った。

「壊こわれますって！」

「ルゥ様は気負い過ぎていた。いきなり世界征服を狙ねらうのは時じ期き尚しよう早そうであった。まずはこの世界の七割を占しめるといわれる海。ここから征服して行こうと思い立ったのだ。しかもそこには人類よりも下等な生物しか住んでおらんというではないか。それはもう勝ったも同然！　一気に悪魔の勢せい力りよく圏けんを半分以上に広げることができる！」
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　いつものように人の話を聞かず熱弁を振ふるい始めた直後だった。

　ズダンッという跳とび箱ばこを跳ぶような音がしたかと思うと彼女の体は宙を舞まっていた。綺き麗れいな前宙。その素晴らしい跳ちよう躍やく力りよくで上うわ履ばきのまま机の上に降り立つ。

「ああああああっ!?　僕ぼくのノート！」

　数式は足あし跡あとを付けられたまま捻ねじれ、引き千切れる。最早、絶好調である彼女の身は止められない。

「なので、ここへ行く！」

「なのでって……どうしてそうなるんです？　そもそもどうやって行く気ですか？」

「地球は丸い、なんとかなる！」

「そういう問題じゃ……仮に行くとしても僕達学生ですよ？　学校どうすんですか？」

「明日から連休であろう」

　そう言えば……明日からは土日祝日と続く三連休だった。

「いや、だからって……」

「ごちゃごちゃとうるさい奴やつだなあ。海と言えば？」

「へ？」

「ほれ、早く言ってみろ」

　高い所から脳天を叩かれる。唐突にそんなことを言われてもすぐには出てこない。

「海と言えば……う、海の家？」

「海の家と言えば？」

「え……なんか、素そ朴ぼくな味の食べ物？」

「素朴な食べ物と言えば？」

「えっと……海の家ですから……ルゥ様の好きなソース焼きそばとか？」

　ルゥははたりと机から飛び降り、定位置である長机の席に着いて静かに頷うなずいた。

「え、なに？　オチちは？　なにもないんですかっ!?」

「ふっ……」

　挙げ句、遠く窓の外を眺ながめて鼻で笑う始末。

「ちょっと！」

　適当に誤ご魔ま化かされようとしていたその時、部室の戸が開かれ鈴すずの音のような声が室内にこだました。

「ＨＲホームルーム長引いてしまって遅おくれちゃいましたぁ」

　申し訳なさそうに入ってきたのはふんわりヘアーのおっとりとした少女。

　鈴りん世ぜだった。

　いかにも気の優しそうな彼女はこれでも半分は『暴食のベルゼ』と呼ばれる悪魔を宿している身である。とはいってもルゥと同じようにその片へん鱗りんは全くといっていいほど感じられない。あるとすれば、食べ物が絡からむと少々性格が変わるということくらい。今も話しながら袋ふくろごと抱かかえたポテチをぼりぼりと美味しそうに食べている。

　そして何も言わず彼女に続いて入ってきたもう一人。前まえ髪がみをヘアピンで留めた銀ぎん髪ぱつの少女。

　カナタだ。

　無機質、無表情の彼女は、ルゥや鈴世の宿敵である天使側からの刺し客かく、終結者ターミネータである。色々あって今では行動を共にすることになってしまった。

　彼女らが所定の席に着こうとする前にルゥはパンパンと掌てのひらを打ち鳴らし、ゆっくりとその場に立ち上がった。

「ちょうど部員全員がそろった所で重要な発表をする」

　鈴世はきょとんとした顔で。

　カナタは平静に満ちた顔で。

　良児は不安極まりない顔で。

　彼女の言葉を待つ。

「明日から、我が悪党稼業部は二泊はく三日の南海侵略へ出発する！」

　言い出したら止まらない彼女の性格は良児もよく理解している。だが……この二人の反応はなんなのか？

　鈴世は何の疑問も持たず笑顔で「はいっ」と返事をし、カナタも無表情のまま「了りよう解かい」と言って簡単に承しよう諾だくしてしまう始末。多数決である以上、はなから良児には選せん択たく権けんなどなかった。

「はいはい！　ルゥ部長、おやつは何百円までですかっ！」

「中学生の平均は五百円だが、何百円でも構わんぞ。それこそ悪魔らしく堂々と社会規き範はんから外れるが良い！」

「わぁい♪」

　嬉き々きとしている鈴世の横で良児は一つの疑問にぶち当たっていた。

「それってあれですよね、部として行くってことは合宿扱あつかいですよね？」

「無論そうだが」

　だからなんだという態度でルゥは惚とぼけた顔をする。

「ってことは校則で合宿の申しん請せい及および顧こ問もんなどの同どう伴はんが必要になってきますよ」

「そんなものはいらん。そもそも我が部は正式な部としても登録していないのだからな。うむ、こんな所で創部時の機転が役立ったな」

「機転て……誰だれも認めてくれそうにないからそうなっただけじゃ……」

「あぁん？」

「と……とにかく、部が正式なものであろうがなかろうが、生徒達だけで行った合宿先で何かトラブルが起きた場合、後で問題になるってことです。特に城じようヶが島しま先生にこのことが知れたら……」

「ひぃっ!?」

　担任教師の名を耳にした途と端たん、ルゥは恐きよう怖ふに顔を引きつらせ反り返った体と共に椅い子すごと背後に倒たおれた。彼女がそんなにも恐おそれる城ヶ島千ち有あ里りという女教師。快活で気持ちの良い、竹を割ったような性格というのはこのような人のことを言うのだというお手本みたいな人間だが、どうにもルゥにとっては逆らうことが出来ないオーラを放っているようで、さすがの傲慢さも彼女の前では萎い縮しゆくしてしまうのだ。

「そ、そそそ……それは、困るな、非常に」

　机に手をかけ這はい上がってくるルゥ。と、向かい側の席に着いていた鈴世がポテチの油で唇くちびるを光らせながら口を開いた。

「じゃあ、どなたか別の先生に同伴を頼たのんだらいかがですかぁ？」

「うーん……」

　良児とルゥは頭を抱えた。言ってはみたものの鈴世は悩なやむ二人を見てそれがそもそも無理な話だということに気付いた。

「むぅ……」

　全員腕うで組ぐみしながら頭を抱える。しばしの静せい寂じやくが部室の中を漂う。

　そういえばなんでもう合宿することになってるんだろうか？　しかもまた知らぬ間に目の前の数学ノートの空きページに色々と今回のことを書き留めてしまっている自分がいる。

　眼前ではそろそろ思考に飽あきてきたルゥが鈴世の抱えているポテチの袋にそぉーっと手を伸のばそうとしている。案の定、毛を逆立てた猫ねこのように威い嚇かくされ涙なみ目だめになる結末。ぼちぼち主題がどこかへ行きかけた時分だった。鈴世の隣となりの席で先程から生徒手帳を熱心に読んでいたカナタが突如口を開いたのだ。

「同どう伴はん者しや代理を立てる事により任務の遂すい行こうが可能」

　そう言って彼女が見せてくれたのは合宿規定の部分だった。そこには『校内、校外にて部活動及およびそれに関する練習、合宿行こう為いを行う際は顧問教師、又またはそれに準ずる者の一名以上の同伴が必要』と記き載さいされていた。

「これを……？」

　良児が尋ねてもカナタはそれ以上何も語らない。しかし、意図するものは捉とらえることができた。

「準ずる者、ですか……」

　意味が分かってなさそうなルゥはさておき、良児とカナタの目はある一方に向いていた。

「わ、わたしですか!?」

　視線に気付いた鈴世は顔前で両手を振って慌あわてた。

　それは妥だ当とうな選せん択たくだった。どう見てもこの中で一番大人っぽく見えるのは彼女しかいないのだから。

「鈴世が同伴者になるのか??」

「え、わわ、わたしは……」

「うむ、そうだな、それがいいな！　そんな気がしてきたぞ」

　などとルゥが場に合わせるように適当なことを言い出したので、それはそれで本決まりと言っていいだろう。

　今後に不安を抱きながらもとりあえずの一段落を得て、良児は身を背もたれに預け一息吐ついた。すると、落おち着つき払はらっていた良児の目めの端はしで何かが蠢うごめいたのを感じた。それは僅わずかに隙すき間まの開いた部室の入り口。そこから中の様子をうかがっている人物の姿を捉えたのだ。

「あれは……」

　長い黒くろ髪かみが廊ろう下かに影かげを作る。

　神かみ名なひかり。

　良児に対してなにかと迫ってくる、ちょっと苦手な少女だ。ルゥを目の敵にしているようで今日もこのまま部室に流れ込んできて、いつものように彼女と一戦交えるのかと思っていたのだが……。

　ひかりは良児と目が合うと黒い瞳をぱちくりとさせただけで、そそくさと逃にげて帰ってしまった。

「はて……？」

　良児は違い和わ感かんを覚えながらも、その時はただの気まぐれだと思っていた。





◇






　次の日の朝は早かった。始発の電車が走り始めた頃ころ、良児はルゥと一いつ緒しよに赤あか葉ば駅にある熊くまの銅像前に来ていた。それはよく土産物で見かける鮭さけをくわえた木き彫ぼりの熊像とまったく同じデザインだったが、なぜそんなものがここにあるのかはずっとここに住んでいる良児にとっても謎なぞだった。

　それはさておき、なぜここに二人でこうしているかというと、先日突如ルゥが宣言した南国侵略作戦又の名を悪党稼業部悪事強化合宿に向かう為ためである。他のメンバーである鈴世とカナタもここで待ち合わせをしている。

　ちなみにこれからどこに向かうのかは全然知らされていない。聞いてはみたものの「ルゥ様に任せろ。行けば分かる」の一点張りで埒らちがあかなかった。諦あきらめてこうしておとなしくついてきたのだが……。

「にしても遅おそい！」

　ルゥは隣で地面を踏ふみ鳴ならし苛いら立だちを露あらわにしていた。珍めずらしく早起きしたのが幸か不幸か三十分も前からこうして待っているのだ。自業自得といえばそうなのだが……。そろそろルゥの忍にん耐たいも限界に近付いてきた頃だった。

「おまたせしましたぁ」

　頓とみに背後から声がかかった。この声は鈴世。そう思って振り返かえると、そこには――

「「おぉぉー」」

　二人して思わずそんな声を漏もらしてしまっていた。そうなったのも彼女の姿が良児達の予想を上回るものだったからだ。

「ど、どうですか……？」

　鈴世は恥はずかしそうに上うわ目め遣づかいになった。

　彼女の姿はとても大人びていた。髪かみの毛けは軽くまとめてサイドアップにし、細身の伊だ達て眼鏡からは知的さが漂い、唇に塗ぬられたグロスからは色っぽさが醸かもし出だされていた。よく見るとほのかに化け粧しようもしているようだ。着ている服に至ってはふんわりとしたシフォンワンピースが彼女らしさを引き出していた。これならば保護者と言っても問題のないレベルである。さすがに中学生の子を持つ母親には見えないが、高校生のお姉さんくらいには見える。

　感かん慨がいに耽ふけっていると、秒針すらも待ち時間ぴったりに合わせてカナタがやってきた。そこまでは良かったのだが……

　その姿は良児を唖あ然ぜんとさせた。

「カ、カナタさん……それで行くんですか？」

「何か問題が？」

　現れた彼女の格好は、終結者ターミネータの証である、あの純白の天使服バトルスーツだったのだ。まるでコスプレ衣装のようなそれは普通に歩いているだけでも目立つ。しかも今回は学校に内ない緒しよの合宿。あまり人目に付きたくないというのもあった。

「さ、さすがに目立ちすぎるかなあと……」

　言うと彼女は訴うつたえるようにルゥのことを指差した。

「整合性を考こう慮りよしただけ」

　そういえば、良児の隣にいるルゥはいつもの黒いゴシックドレスでいる。これはいわば彼女にとって悪魔を表す制服のようなものだ。目立つ目立たないで言ったらこれも思いっ切り目立っている。とすれば天使服だけを否定するのもおかしな話。けれど……

「対たい抗こうするというのであればルゥ様はいっこうに構わんぞ。ふふん」

　ルゥに言われるとカナタはゴシックドレスに視線を流し、一間置いて良児に目を向けた。

「任務遂行可能な女子中学生が装着する一いつ般ぱん的てきな衣服を指示して下さい」

「え……いっ、一般的……と言われましても……」

　戸と惑まどった。そもそも自身の服ですら疎うといのに、女の子の服のことなんてまったく分からない。ルゥに聞こうと思ってもあんな性格だからまともに答えてくれそうにないし、鈴世に助けを求めてもいいのだが……。困り果てていたそんな時だった。

　たまたま近くにあったデパートのショーウインドウに目が行ったのだ。そこにはいくつかのマネキンが並んでいて、その中の一つが着ているタイトなシャツとフリル付きのスカートが一体化したワンピースに目が行った。

　カナタのような線の細い子にはこういった感じの服が似合いそうだ。そう思った矢先だった。その何気ない視線を察知されていたのか、いつの間にか彼かの女じよもまた同じマネキンに視線を寄せていたのだ。

「あっ、いや、これはその……ち、違ちがうんですよ？　たまたまそこに……」

　言い訳をするよりもカナタの手が動く方が早かった。

「了解」

　なぜか納得の返答を告げた彼女は手の中に抹消杖デリートワンドを現出させる。

《構成変へん換かん開始。データの分ぶん離り、再構築を実行します》

　その声と共に天使服が赤い思念データの粒つぶとして分解を始め、瞬またたく間まに再構築を開始する。一いつ瞬しゆんで白装束はそこにあるマネキンが着ているものと寸分違わぬ衣服へと変化を遂とげていた。

「これで？」

　と尋ねてくるので、それはもう、もちろんまったく非の打ち所がないので良児は言葉なく何度も首を縦に振った。似合うとは思ったが似合いすぎだった。そんな彼女の姿に心ここに在らずといった感じでいると、突とつ然ぜん視界にルゥが分け入ってくる。

「ぬぬっ、ならばルゥ様も着き替がえるか」

「え、別にそのままでも……」

「あん？」

　睨にらまれたので口くち籠ごもる。

「やはり良児は可愛らしいのが好みであろう？」

「なっ、なんで僕に聞くんですか!?」

「まあ見ておれ」

　答えも聞かぬ内に彼女は多具短剣タグダガーを振るった。

　粒りゆう子しが舞い散ちる。

　その中から現れたその姿は……

「なっ!!」

　良児はあまりのその姿に絶句した。それは背中がざっくりと開いたハイレグ水着のような形で、足は網あみタイツで覆おおわれている。手首にはシャツの袖そで縁ふちだけ切り取られたような物が巻かれていて、頭の上にはこの衣装の名を高らかに宣言するようなウサギ耳が生えていた。

　いわゆるバニーガールである。

「どうだ？」

　ルゥは誇こ示じするようにお尻しりに付いたふわふわの毛玉尻尾しつぽをこちらに向かって振って見せる。確かに可愛い。可愛いのだが……。

「どうだ？　じゃないですよ！　余計目立つじゃないですか！」

　これでは鈴世に変装させたのが無意味なくらい目立ってしまっている。

「駄だ目めなのか？　好みじゃなかったか？」

「いや、好みです……って、そうじゃなくて！　普ふ通つうの格好して下さいよ、フツーの！」

「うーん、フツーか……」

「もっとこう、中学生らしくって、秋冬っぽいやつで……」

「意外と注文の多い奴だな、ならば……」

　ルゥは再び多具短剣タグダガーを振り上あげた。

　またとんでもない衣装が出てきたらどうしようかと不安が募つのる。だが、思念データ粒子が霧む散さんした後に現れた彼女の姿は、とても新しん鮮せんだった。

　それは黒を主体としたＡラインワンピース。袖そでとスカートの縁へりには出しゃばりすぎない程度にフリルが付いている。腰こしの位置が高く、フォーマルな感じのそれは旅に向かうというにはどうだろうかと思えたが、普ふ段だんのゴシックドレスよりは全然動きやすそうに見えた。

　なによりも、彼女にとても似合っていた。それが一番重要だった。中学生っぽいかと聞かれると全くのＮＯだが、ルゥには普通の服よりもこれくらい品があった方が彼女に相応しい。

「満足か？」

「ま、満足です」

「うむ」

　良児の顔を確認すると、彼女はふふんと微かすかに笑った。

　そんなこんなで全員が揃そろい、身支度も整うと、

「では、推して参る！」

　ルゥの場にそぐわぬ掛かけ声ごえのもと、良児達は不安でいっぱいのうちに旅立った。





◇






　電車をいくつか乗のり換かえ、数時間。バスに揺ゆられて小一時間。

　そうしてやってきたのは――

「ぶるるっ!?」

　体が、口が、意図せず震ふるえる。

　良児達四人だけを降ろして走り去ってゆくバス。その車体が消えた向こう側には確かに水平線が見み渡わたせる大きな海原があった。だがしかし、そこは椰や子しの木すらなく、南国とはほど遠い寒風吹ふき荒すさぶ砂すな浜はま。足あし跡あとさえ皆かい無むのフラットで寒々しい砂地に、淀よどんだ波が打ち寄せる。鼻び腔こうを通とおり抜ぬける空気は潮の香かおりを運んでくるが、それはとても冷たく、鼻先をツンと痺しびれさせる。
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「嫌いやな予感はしてましたけど……どこですかここは？」

「うううっ、うえっとぉ、北ほく々ほく海岸海水浴場前とありますねぇ」

　鈴世は寒さに震えながらバス停にある表示を読んでくれた。

　こんな寒さの中でも全く動じていないカナタがそこを指差すので、良児は表記を再確認した。

　確かにそう書いてある。

　良児はその地名に聞き覚えがあった。北々海岸といえば日本海側に面した東北の観光地だ。自分達が住んでいる東京ですら肌はだ寒ざむくなってきているのだから、東北のここは既すでに初冬に近いくらいの季節だろう。

「あれ？　おっかしいな」

　ルゥは肌はだを切り裂さくような海風を受けながら首を傾かしげている。

「おかしいにもほどがありますよ？　ルゥ様」

「いや、確かにルゥ様はちゃんと調べたのだ。この地にあのテレビに映っていたのと同じ場所があるはず」

「んなわけないでしょ！　それよりどこか入りましょ、このままじゃ凍こごえちゃいますよ」

「なにをたわけた事を言っておるか！　せっかく来たのだから侵しん略りやくを開始せねばなるまい。どうせどこの海でも一つに繋つながっておるのだ、この際ここでもよい」

「あーあ、ぶっちゃけちゃった……って、どこへ!?」

　ルゥは勢いよく走り出していた。傍そばにある階段を下り、砂浜へと駆かけ出す。そのまま波打ち際へと一直線。

「ルゥ様！　風か邪ぜひきますよ！」

「いいからお前達も来い！」

　既に彼女は足首まで海水に浸つかり辺りを楽しそうに飛とび跳はねている。ワンピースも靴くつも海水にまみれて台無しだ。

「寒くないんですか……？」

　呆あきれつつも良児は鈴世とカナタを伴って砂浜へと下りる。

　低い位置に下りると大きな海がさらに大きく感じられた。空は厚い雲で覆われていて、海面は冬独特の灰色を湛たたえていたが波はむしろ穏おだやかだった。もちろん砂浜には人っ子一人いない。

「良児っ」

　呼ばれた方を見ると、岩場に入り込んだルゥが嬉うれしそうに何かを両手に掲かかげている。

「なんです？」

「見よ」

　目を凝こらしながら近付いて行くとその手の中のものがはっきりとしだす。右手にはオレンジ色をした星形、左手には長くて不定形なぬるっとしたものがあり、そこから紫むらさき色いろの汁しるが滴したたっていた。

「うわっ、イトマキヒトデじゃないですか。そっちはまさかウミウシ？」

「ふふふ、このような下等な生物しかおらぬのならば海上制圧は容易であると判断できるな、ぐふ」

「いやあ……その下等生物と同列で対抗しようとしているルゥ様も……」

「では、始めるぞ」

「え？」

　ルゥは腕うでを大きく横に広げた。ウミウシから紫色の体液が「ぶびゅっ」と音を立てて飛び出す。

「者共、ここら一帯に潜ひそむレジスタンスを炙あぶり出し、捕ほ虜りよとせよ！」

「レ、レジスタンス!?　それはもしやこのヒトデやウミウシのことで？」

「当たり前ではないか、つまらぬ質問をするな」

　彼女は鼻を鳴らす。

「ルゥ様はこれから別作戦の準備に取りかかる。よって後の事は我が下僕しもべに任せるぞ」

「任せるって……」

「これは重要な任務だぞ。ほれ、こいつらも景気付けに持って行け」

　呆れている良児の手にヒトデとウミウシが手て渡わたされる。ちょっと気持ち悪い。

「後に交こう渉しようの材料としても使うのだから丁重に扱あつかえよ」

「は、はあ……」

　そんなこんなで大事な人質を預かった良児はズボンの裾すそをまくり上げてこの寒空の下、海かい棲せい生物探しの為、海に入ることになってしまった。

　しかし、さすがに海水は冷たかった。

　氷を入れた冷水の中に足を突っ込んだような感覚だ。こんなのでは十秒も足を浸つけてはいられない。こんな冷たさで生物なんているのかと思ったが、よくよく探してみると結構いる。引き潮で岩場に溜たまった水辺の奥おくを覗のぞくとこれでもかと色々な生き物がいた。

「……」

　良児は自分の手の中にあるものと、そことを見比べたのち……

　ヒトデとウミウシをそっと海辺へと返してやる。

　手が空いたので周りを見渡すと、そんな場所であるというのに鈴世はものともせず岩場に足を踏み入いれ、せっかくのスカートの裾を濡ぬらしていた。何をやっているのかと思えば嬉しそうに「食べられそうなの、おるやろか？」とベルゼの口調で喉のどを鳴らしていた。

　カナタに至っては波が打ち付ける岩場の先に立ち、銀ぎん髪ぱつとあのフリルシャツワンピを潮風になびかせ、どこか遠い所をじっと見つめていた。

　良児自身も冷たい潮風が吹き抜ける砂浜に立たち尽つくしたまま時間だけが過ぎてゆく。ただ茫ぼう漠ばくと海を見つめていると突然後頭部に衝しよう撃げきが走った。

「あてっ」

　振ふり返ればハリセンを持ったルゥがむくれた顔で立っていた。

「なにをぼーっとしておるか！」

「ぼーっとと言いましても特にやる事がないので……」

「ルゥ様が命じた任務があるであろう？　それにルゥ様が渡わたした捕虜共はどうした」

「ああ、あれなら海に返しましたよ」

「なぬっ!?　なんてことをするのだ、ルゥ様がせっかく捕つかまえたのに」

「だって、かわいそうでしょ？　あのまま持ってても干からびちゃいますよ？」

「むむっ……それはかわいそうだな」

　彼女の顔は本気で心配した表情になる。そんなところがまた愛らしくもあるのだが……。

「では、それはひとまずおいといて、次の作戦に移るとしよう」

「次の……って、まだあるんですか？」

「うむ、これがその作戦で使用する重要な戦略兵器である」

「こ、これが……??」

　彼女が得意気にどこからか取り出したのはホームベース大の三角形の形をした物だった。それは発はつ砲ぽうスチロールで出来ており、表面が青灰に塗られていた。そこからは二本のベルトも伸のびている。なんだかよく分からないそれは塗り方かたにムラがあり、ベルトの作りもいい加減である。

「ふっふっふっ、ルゥ様が昨日二時間もかけて作った精せい巧こうなる装備品であるぞ」

「装備って……これを？」

　なんとなく想像ができてしまった。そして嫌な予感が過る。

「早速、着けてみるがよい」

（やっぱりきたーっ！）

　良児はそれを受け取ると、渋しぶ々しぶ腰こしの辺りにベルトを這はわせる。ぴっちりと締しめ上げると大きな背びれが背中の中心に立ち上がった。

「おおっ、想像通りの出来だ！　これで人間共を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれることができるぞ」

「えっとお……これは、あれですよね？　あの」

「鮫さめに決まっておろう！　それも人食いだっ！」

「人食いですか……」

「題して『海水浴に来たら人食い鮫に出会ってトラウマになっちゃったよ』作戦だ」

「はあ……で、これでどうしようっていうんです？　この寒い中、海の中に入るのは嫌ですよ」

「海にはまだ入らん」

（ということは、いつかは入らされるんだ）

「まずは本当にトラウマになっちゃうくらいの恐おそろしい鮫を演じる演技力を身に付けてからだ。それこそ家に帰ってからでも夢の中に出てきて人間共を追い回し、二度と海なんか行きたくない！　海の『う』の字も見たくない！　スーパーの食塩を売っているコーナーを通り過ぎるだけで卒そつ倒とうしてしまうくらいの恐怖を植え付けるのだ。あぁ～恐ろしい！　想像しただけで震えが止まらんな」

「いったいどんだけ怖こわいんですか……」

「そして誰だれもいなくなった海岸をルゥ様がゆっくりと頂くという、そういう寸法だ。ということだから、まずは砂浜で演技特訓だ！」

　特訓などしたところで海水浴客など来るはずもなく。だからといって断る隙すきなどありはしない。良児は仕方なく恐ろしい鮫っぽく両手を大きく広げ、ルゥに向かって襲おそいかかるふりをしてみせる。

「がぁおぉぉっー」

「アホか！　そんな鮫がおるか！」

「あてっ」

　ハリセンで二度叩たたかれた。

「もっとなりきるのだ！　深ぁーく、深ぁーく潜もぐり、静かに身を潜めるのだ」

「深く……」

　良児は砂浜に団子のように屈かがんで背ビレを天に向かって立てる。

「そう、そうだ！　そこから太陽の光が燦きらめく海面をそっと見る。そこに漂ただよういくつもの人間共の影かげ、その一つに目標を定め、ゆっくりと浮ふ上じようする。だがその姿は深い紺こんを湛える海水に擬ぎ態たいしながらも、腰をおどろおどろしく振り、海の王者としての貫かん禄ろくを粛しゆく々しゆくと放つ」

「え……こ、こうですか……」

　身を屈めたまま腰をクネクネと振る。

「いいっ！　いいぞ、その調子だ！　そのまま海面へと出るのだが、ここですぐに目標に食らい付いてはいけない。目標の数メートル後方に音を立てず浮上し、そこで背ビレだけを海面に立たせる。最初は数センチ。近付く度に少しずつ露あらわになってゆく。目標の背中まで一メートル。でも相手はまだ気付かない。こちらも気付かせては駄目。寸前で気付き、振り向むいた眼前に大きく開かれた朱しゆ色いろの口と幾いく重えにも重なった牙きばが飛び込んできた時の恐怖は計り知れないからだ。さあ、あと五十センチ、三十センチ、二十センチ……

今だっ！！！」

「がぁぁぁぁっー！」

　良児は鮫になりきって勢いよく起き上がった。目の前には当然ルゥがいるはずだったのだが……そこには彼女の姿はなく、代わりに茶色のモコモコとした愛らしい……？

「犬!?」

　それは成犬のゴールデンレトリバー。彼かれ（彼女？）　は、ハァハァと舌を出して、嬉しそうに尻尾を振りながら良児の体に飛び付いてきた。

「バウッ♪」

「おわっ」

　同時にバリバリっと乾かわいた音が背中でする。レトリバーの前足が発砲スチロールの背ビレをへし折ったのだ。

「ぎゃーっ！　ルゥ様が昨日四時間かけて作った力作がぁーっ！」

「時間増えてんじゃないですか！　って、うわやめ……うはは」

　レトリバーは良児のことが相当気に入ったらしく顔をしつこく舐なめ回まわしてくる。多分海岸沿いを散歩中だったのだろう。犬はちゃんとリードで繋がれており、その先には飼い主と思しき人がこちらを奇きっ怪かいなものを見る目で見ていた。

　それもそうである。目の前に背ビレを付けた中学生が地面に丸まって腰を振っていたのだから……。

「あっ……すっ、すいません、驚おどろかしちゃって。ワンちゃんかわいいですね、あはは……」

　と適当に誤ご魔ま化かしてみるも、飼い主と犬は何も言わずそそくさと立ち去って行った。

「おのれ、ネコ目イヌ科イヌ属イヌめ～！」

「いや、普通に犬でいいでしょ」

　ルゥは砂浜を踏ふみ鳴ならして激げつ昂こうしていた。しかしながら、今日のルゥの気持ちの切きり替かえは早かった。

「まあいい、こんな事もあろうかと次策はすでに施ほどこし済みなのだからな。くっくっくっ」

　得意の悪あく魔ま的てきな笑みを覗かせると、彼女は海岸に向かって大きく手を掲げた。

「おーい！　皆みなの者、集合～」

　声を張り上げ、岩場で食材（？）探しの鈴世と、未だ潮風を浴びて不動の佇たたずまいであるカナタを呼びつける。全員がこの場に揃うと彼女は再びにんまりと微び笑しようし、

「こっちだ」

　と言って、海岸から離はなれた側の砂浜へと先導する。後から良児、そして鈴世とカナタが続いた。

「何をするんです？」

　先を行くルゥに背中から尋たずねる。すると彼女はさも嬉しそうに答える。

「何をする？　ふふっ、愚ぐ問もんだな。すでに事は成されているのだよ。たとえここに現れる人間共に恐怖を植え付けられぬとも、奴やつ等はこの場所にすら近付けないのだからな」

　近付けない？　どういうことだろう？　今度は何をしようというのか？

　気がかりではあるが、素直に彼女の後を追っていたその時、良児の身に事は起きた。

「なんにせよ、それが終わったらそろそろ引き上げましょ。だいぶ冷えちゃいましたかっりゃどわっｇｙえｒｃぶっｘ☆[image: ]ｔ!?」

　何がどうなったのか分からなかった。

　突とつ如じよとして目の前が真っ暗になり、頭の上からは砂が大量に覆い被かぶさる。尻しり餅もちを突ついた腰下からは、じんわりと湿しめり気けが伝わってくる。

「な、ななっ、なんなんですかこれは……」

　まさかとは思ったが……しばらくの混乱の後、理解した。これは、

　……落とし穴だった。

　それは良児の身長よりも深い穴。そういえば別作戦の準備とか言ってルゥ一人でゴソゴソとやっていたのはこれを掘ほっていたのか。そう今になって思い当たった。

「それにしてもこんな深さを……よく掘りましたね」

　独り言のように呟つぶやきながら良児は砂地に手をかけ、体を地上へと引き上げる。すると向こうから呆れた表情を浮うかべたルゥが歩み寄ってきているのが視界に入った。

「またやりおったのか……下僕自ら引っかかっては意味がないと常つね日ひ頃ごろから言っておろう？」

「だったら事前に言っておいてくださいよ」

「ルゥ様の下僕なら気配で察知できるだろ」

「無茶言わないで下さいよ、それに気配ってなんですか気配って。落とし穴に気配なんてないですから」

「むむっ、とにかくこの穴はだにゃわぁへぶぉっｇｙでば￥ｂっ!?」

「にゃわぁ……って、ルゥ様？」

　穴から出ようとしていた良児の目の前でルゥの姿が忽こつ然ぜんと消えたのだ。やっとの思いで穴を這い出でると、目の前にはもう一つ穴が開いていて、案の定中には砂まみれの彼女が膨ふくれっ面つらではまっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……にゃろう」

　そう言いながら彼女は良児に向かって静かに手を伸ばす。引き上げろということなのだろう。

「にゃろう……って、自分で掘ったんでしょ？」

「ぺっぺっ」

　ルゥはそれには答えず口に入った砂粒つぶを吐はき出だすと、犬のように体を振るわせて全身に付いた砂を飛ばす。

「それにしてもいくつ掘ったんです？」

　分かっただけでも二つ。この様子ではまだまだ他にもありそうだ。これだけのものを僅わずか一時間程度で作るのも結構大変だったと思う。

「ふっふー、このトラップはここら一帯に満まん遍べんなく配置済み。これで喜び勇んで海へと繰くり出した人間共を一いつ瞬しゆんにして奈な落らくの底へと突き落おとし、その頬ほおを涙なみだで濡らしてやるのだ。楽しい気分を瞬しゆん時じに削そがれ、奪うばい去られた時の気持ちはさぞかし心に大きな傷を残すであろう」

「いやだから、こんな時期に海水浴客なんて来ませんて」

「これでこの浜はま辺べはルゥ様がいただいたも同然」

「あのー、人の話聞いてます？」

　悦えつに入ってしまった彼かの女じよの耳はいつもと同様、貝のように閉じてしまう。

　それにしても閑かん散さん期きとはいえ地元の子供が遊んだり、先程のように散歩をする人が砂浜にはいるだろう。そんな人達がこの穴にはまってしまっては少々危険かもしれない、と良児は考えた。

「普通に危ないですから、とりあえず埋うめときましょ」

「今、遂すい行こう中」

「え？」

　声のした背後に振り向くと、カナタが良児達の周囲一帯を円状に囲うように砂地に何か筒つつ状じようの物を埋めていた。なんとなく不安が過る。

「何してるんです……？」

「爆ばく破は準備」

「ばっ……爆破って、なんですかそれ!?」

「岩がん盤ばん掘くつ削さく用の発破筒とう。複数の穴の埋め立て方法として最良且かつ効率的」

「ちょ、ちょちょちょっ！」

　どこからそんな物を？　とも思ったが今はそんな事は問題じゃない。数にしたら三十本近くある。いくらなんでもそれに点火されたら落とし穴は確かに埋まるだろうが……。

「こらっ民たみ蔵ぞう！　ルゥ様がせっかく掘ったのだぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、火薬量は最小限に留めてある」

「最小でも止めて下さい！　後でちゃんと埋めますから、ねっ、ね？」

　彼女は悪事のこととなると、たまにネジが外れるから危険だ。

　慌あわてる良児達をよそに発破筒のセッティングは完かん了りようしていた。彼女が手にしたライターにはすでに炎ほのおが灯っている。

「わわわわっ!!」

「やめやめっ!!」

　良児達は必死になって叫さけぶが、導火線へと寄せる手は止まらない。鈴世は近場で両耳を押おさえてうずくまっているだけで期待できない。まるで花火に対しての反応である。

　チリチリッ

　そんな中、無情にも導火線の先で小さな火花が散った。

「「ぎゃぁぁぁっー!!」」

　良児とルゥは悲鳴を上げて抱だき合あう。

　が、しかし……

　一いつ旦たん点いた火もすぐに一筋の白い煙けむりを立ち上らせて消える。どうやら湿し気けっていたようだ。

　ありがとう湿しつ気け。

　再び変な気を起こさせないように、必死になって穴を埋める約束を取り付けるとカナタは良児の顔を一時見つめ、仕し掛かけた筒を無言で回収し始めた。

（なんでこの人はやたらと爆破したがるのだろうか……）

　とりあえずはホッと胸を撫なで下おろすことができた所で途と端たんに寒気が襲ってきた。落とし穴の中が湿っていたのと、長時間寒風に晒さらされたのとで芯しんから体が冷え始めている。このままでは本当に風邪をひきそうだ。そう感じていたその時、

「はい、これ」

　声のした方向から缶かんコーヒーが降ってきた。良児は思わずそれを受け止める。

　暖かい。

「あ、ありがとう……」

　その温もりに思わず礼を言ってしまったが、

　この声は――

「ぬぅあぁぁぁっ！」

　驚きの声を上げたのは良児ではなくルゥだった。

「なんでお前がここにおる！」

　ルゥが指先を突き付つけた先、砂浜に下りる為ためのコンクリートで出来た階段に彼女は立っていた。それは長い黒くろ髪かみをなびかせ、スタイルの良い体に重ね着をしたロングチュニックで包んだ少女。

「神名さん!?」

　良児は声を上げた。

「あらまあ、ほんと偶ぐう然ぜんね、花はな井いくん。これは神様の巡めぐり合わせかしら？」

「なにを白々しい」

　ルゥの言う通りである。駅前で全員集合した時から背後に彼女の気配を感じていたのだから。電車に乗った時も隣となりの車両に、バスは……タクシーでも拾って追いかけてきたのだろう。まあ正せい攻こう法ほうでついてくると言っても、ルゥに排はい除じよされるのは間ま違ちがいないだろうし、昨日の時点で部でどこかへ出かけると知った彼女はずっと張っていたのだろう。本当に暇ひまな人だ。

「あら、私はただ北々名物ウニイカ煎せん餅べいを買いに来ただけよ？　それよりとっととこの私を入部させなさいよ」

「ぬぬっ、本性を現したな！　それよりルゥ様達にはコーヒーはないのか？」

「そっちですか！」

「あるわけないでしょ、これは私から花井くんへの　き　も　ち　♡　なんだからっ」

「おえっ、気持ち悪っ」

「ちょっとお！」

　二人がやり合っている後ろで鈴世は、

「あぁん、うちも飲みたかったわぁ」

　と本気で悔くやしがっていた。

「せっかくここまで来たのよ、すごすごと退散してたまるもんですか」

「え、なんて？」

　独り言のように呟いたひかりの言葉をルゥは拾い上げた。問い返された彼女は、もじもじしながら砂すな浜はまへと続く階段の最後の一段を下りる。

「と、とにかく行動を共にさせてもらうっひにゃあっ＃％っｔえっ＊!?」

「あ……」

「落ちましたね……」

　なんというか……面白いように、見事にひかりは落とし穴にはまっていた。

「なんなのよこれー！　もうー」

「ぬっはっはっはっ、早速間ま抜ぬけな人間が罠わなにかかりおった」

　哄こう笑しようするルゥの横で良児は穴の中に手を差さし伸べ、ひかりの腕をしっかりと掴つかみ引き上げる。軽い彼女の体はすんなりと地上に戻もどってくる。

「だ、大丈夫ですか、ってうあっ」

「ああん、ありがとー。さすが花井くん私の為に体を張って受け止めてくれたのね、ゴロゴロ」

　彼女は引き上げられた勢いのまま良児の腕うでの中に飛び込んできて、そのままそこに顔を埋めながらすりすりと頬を当ててくる。

「くぅおら！　メス蝿はえのようにいつまでもたかるな！」

「どぅわれがハエですって！」

　ムキーッとひかりがその声の主に怒いかりを向けると、その顔目め掛がけて白球が飛んでくる。

「わわっ!?　あぶないじゃない！」

　ひかりはそれを寸前でかわす。そこでようやく彼女の体は良児から離れた。飛んでった白球は背後の壁かべに当たり、跳はね返かえって良児の足下に転がった。

　良児はおもむろにソフトボール大のそれを拾い上げる。表面は白く、触さわった感じは貝かい殻がらのようにとても硬かたい。

　なんだろう？

　光にかざしながら色々な角度から探ってみるが分からない。節目も、合わせ目も見つからない。そもそもこれが自然物なのか人工物なのかも分からなかった。そうしている内にルゥといがみ合いを続けていたひかりが、こちらの様子に気付いて近寄ってくる。

「花井くん、それなぁに？」

「いや、僕ぼくにもさっぱり……」

　不思議そうに球体に顔を近付けてきた彼女の顔が白磁の表面に映り込む。しばらくそれを眺ながめ、目を瞬またたかせた後、彼女はピンときたという顔をして拳こぶしを叩いた。

「こ、これは真しん珠じゆだわ！」

「え!?」

　言われてみれば表面に真珠のような虹にじ色いろの輝かがやきがうかがえる。

「でも、こんな大きい真珠なんて聞いたことないですよ？」

「間違いないわよ、ちょっと貸してみて」

　球体がひかりの手に渡る。彼女は一通り見回してみて再度納得する。

「やっぱりそうよ、これは真珠！　それも超ちよう特とく大だいの！　これだけの大きさがあれば相当価値があるわよ。あれも、これも、なんでも買えちゃうかも！」

「なななななっ、なんでもってケーキとかチョコとかも含まれるんやろか？」

　横で聞いていた鈴世が眼鏡をずり下げて興きよう味み津しん々しんに分け入ってくる。

「あたりまえよ、ケーキやチョコだけじゃなくて世界のありとあらゆるデザートやお菓か子しが全部買えるわよ」

「ほ、ほんまか!?」

「ええ、しかもどれもこれもダース単位で買えるわよ」

「ダ……ダッダダ、ダースっ!?」

　じゅるっと鈴世の口元にキラリと光るものがうかがえた。

　見なかったことにしよう……。

「にしても、ルゥ様、これをどこで？」

「ん？　そこに落ちていたぞ」

　彼女は自分の足下辺りを指差した。そこはただの砂地で何もありはしない。

　そこへ良児の肘ひじを突く者がいる。

　カナタだった。

「どうしたんです？」

「あっち」

「……ん？」

　彼女が指し示す方向。そこには海へと流れ込む小さな川の流れがあった。それがどうしたのだろう？　と思ったのだが、よく目を凝こらしてみるとその川の畔あぜでキラキラと輝くものがある。それも一つではない、いくつかの輝きがあるのである。

「まさか……」

「どうしたの？」

　良児は誘さそわれるように川に向かって歩みを進める。と、それにひかり達も続いた。

　川の傍そばに立つとそれが明らかになる。間違いなく今ひかりが手にしているものと同じものが足下の浅あさ瀬せに転がっていた。それだけでなく、その川を上流に向かって視線を辿たどらせると川の畔一帯に無数に輝きが広がっていたのである。

　どれも均一の大きさ。同じ輝きと色。

　その輝きが目に入った瞬しゆん間かん、すぐにひかりの中で思いが弾はじけ、それは当然鈴世にも伝わった。

　彼女らは駆かけ出していた。

「ひゃっほう！　ブランドのお洋服、クローゼットいっぱいーっ!!」

「林りん々りん堂の芋いも羊よう羹かん、シェ・ミシェラのフィナンシェ、龍りゆう聘へい楼ろうの胡ご麻ま団子、箱いっぱーいっ!!」

　手に抱かかえた真珠（？）の輝きと同じように、確約された未来へ向けて顔を輝かせる二人。

　だが――

　そんな彼女らを阻はばむ者がいる。突如横から飛び出してきたサッカーボール大の毛玉が複数。

「ちゅっちゅらびっぷ」

　表現の難しいなんともいえないこの鳴き声。そんな鳴き声と共にベージュ色の彼らは表を向いて立ちはだかる。短い手足、円らな瞳ひとみ、むにっとした口元とそこから生えた長い髭ひげ。なんとなく齧げつ歯し類るいの仲間だと分かる容姿。良児は前にも彼らを見たことがある。それはルゥの使い魔ま、『殺さつ鬼き丸まる』だ。

「な、なぁに!?」

　ひかりが驚いている内に彼らは浅瀬に転がっていた真しん珠じゆ擬もどきをそれぞれに根こそぎ拾い上げ、近場にあった排はい水すい溝こうの横穴の中に次々と消えて行く。

「ああっ、シュークリーム一年分がぁ」

　鈴世はがっくりと膝ひざをついた。

「ちょっと、なにすんのっ！　それはあたしのっ！」

　その横でひかりは諦あきらめず追いかけようとした。しかし真珠擬きを抱えた殺鬼丸は蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなる。そして彼女が抱えていた最後の一個さえも横から伸のびてきた手に掻っさらわれてしまった。

「あっ……!?」

　その手、それはルゥだった。

「なんのつもり!?」

　ルゥは答えもせず意地悪そうに笑う。代わりにそれを持ったまま大きく振ふりかぶる。最後の一個をオーバースローで排水溝の中へと投げ込んでしまったのだ。

「ああああっ！」

　ひかりは急いで駆け寄よって穴の中を覗のぞくが、そこには闇やみが広がっているだけだった。流れに逆らってまで消えていったのだから相当な力だったのだろう。

「しんじらんないっ！」

　ひかりはルゥに詰つめ寄る。

「お前が喜んでいるところを見るとなぜだか妙みようにむかつくのだから仕方があるまい」

「はあ!?　馬ば鹿かじゃないの？　あれだけあれば、あなたにだって分け前をあげても構わないのよ」

「いつからお前のものになったのだ？」

「むっ……」

　押し黙だまってしまったひかりの傍で鈴世は涙ぐんでいた。

「ううっ……ひっく、アイスクリーム三年分……うう」

　彼女にとっては真珠の価値など……そんな感じである。

「これでよかったと思いますよ、僕は」

　良児は貰もらった缶コーヒーを上着のポケットに忍しのばせながら言う。

「そういったものは争いの火種ですからね。消えて無くなったほうが喧けん嘩かしなくて……って」

「ぐぬぬぬぬぬ」

「ふぐぐぐぐぐ」

　言ってる傍から彼女らは互たがいの頬を引っ張り合って争い始めていた。

「どうして二人共いつもそう……」

　ちょっと前から二人は顔を合わせればこういった感じで、良児もほとほと疲つかれ果はてていた。仲良くさせようと色々策を講じて試みてもみたのだが、相も変わらずといったところである。本当のところ彼女らにとって真珠とかそういったものは全く関係なくて、互いに互いの行動そのものが気に食わないといった感じに見える。

「花井くん、もうこんなちんくしゃ放っといて行きましょ。こんな所で濡ぬれたままだと体に障るわ」

　ひかりは良児の腕に自らの腕を絡からめてくる。柔やわらかいものが肘に触ふれた。

「こら離れろ、そして待つのだ！　良児はまだ我が下げ僕ぼくとしての仕事が残っておる！　それにちんくしゃとはなんだ、ちんくしゃとは!!」

「あら知らないの？　ちんくしゃってね、狆ちんっていう犬がくしゃみをした時みたいに酷ひどい顔って意味よ」

「ぬぁにをっ!?」

「あれ？　そのちっぽけなおつむで理解できたかしら？　なんなら狆から説明してあげましょうか？」

「ぬぬぬぬぬっ、馬鹿にしおってからに！　とにかく良児は渡わたさん！」

　ルゥは良児の空いている方の腕に掴まってくる。そこからはもう引っ張り合いの意地の張り合いだ。

「ふんぬっ」

「ぬぬぬぅ」

「あだだだだだだったぁっ!!」

　良児は両側から物もの凄すごい力で引っ張られる。まるで加減というものを知らない。普ふ通つうは痛がっていれば情に流されて手を離すものだが、彼女らには全くといっていいほど見えていないようだ。

「う、うでもげますって！」

　本当にそうなるんじゃないかと思われた限界の時だった。スッと現れたカナタが得意の関節技で二人の手首を捻ひねり上げる。嘘うそのように簡単に手が離れた。

「邪じや魔まする気？」

「なにをする！」

　ムッとした表情をカナタに向ける二人。しかしカナタの意識は彼女らに向いてはいなかった。彼女の瞳に赤く輝く文字列が流れる。

「特異な波動を感知、以前記録したものと波動体系が合がつ致ち」

　彼女は無表情でそう言ったが、それが緊きん急きゆうを要する状じよう況きようだと伝わる。

「なんの波動です？」

　ルゥと鈴世は当たり前のように周囲の気配を探り始めるが、ひかりは何が起きたのか分からず呆ぼう然ぜんとしている。

「近いです」

　カナタは良児の質問に答える前に動いていた。川沿いに海岸へと戻り、砂浜へと出る。良児達もそれに続いた。

　砂浜に出るとすぐに分かった。良児達が最初にいた岩場から波打ち際に沿って遙はるか先、灰色の空に照らされた色味のない砂浜にぽつんと鮮あざやかな黄色が花はな咲さいていた。

「あれは……」

「ビーチ……パラソル？」

　良児の後にひかりがそう付け加える。

「波動は確かにあそこから」

　カナタがそう告げる。ルゥと鈴世はすでに意思を固めており、そこに向かってゆっくりと足を進める。近付くにつれ、良児の中にも不安がうごめき始める。

　あからさまに違い和わ感かんありありで、不ふ審しんすぎるヒマワリを模したビーチパラソル。季節感などどこかへ飛んで行ってしまっている。派手なそれの背後に取り付くと「いくぞ」という無言の合図をルゥが送ってくる。

　全員が頷うなずきを返すと彼女はパラソルの端はしを持ち上げ、それを薙なぎ払はらった。

「う!?」

　皆が皆、そのパラソルの下から現れた者に視線も意識も奪われ固まってしまった。

　そこにはビーチチェアに横たわる美しい肢し体たいがあったからだ。ヒマワリをモチーフにしたセパレート水着。大きな花びらが胸元を覆おおい、形の良いヘソの下は白くて柔らかそうな太ふと股ももを同素材のパレオが包んでいた。灰色の髪かみを掻かき上あげたその人物は、していたサングラスを額に上げ、ピンク色の唇くちびるを開いた。

「アロハぁ」

　場に似合わぬとぼけた台詞が上がる。

「あ、あ、あろはーって……おまっ」

　ルゥは突つき付けた指先を震ふるわせる。良児と鈴世は声を揃そろえた。

「「イレイス!?」」

　驚きよう愕がくし、次の瞬間には咄とつ嗟さに身構えていた。そんな二人の背後から場の雰ふん囲い気きに取り残されていたひかりが不満げな表情で尋ねてくる。

「なに、なに？　誰だれ？　綺き麗れいな人ね」

「ん？　お前のような面食いはすぐに引っかかると思ったが意外だな」

　ルゥがほくそ笑みながら言う。

「なに言ってんの、いくらなんでもあたしにはそっちの気はないわよ？」

　ひかりが憤ふん慨がいするとルゥは益々楽しそうにする。そしてわくわくしながらその楽しみを告げる。

「こいつはこれでも男だぞ」

「えっ、ま、まじで!?」

　ひかりはそのまま後ろへスッ転んだ。

「あ、ありえない……あたしよりかわいいこの子が男だなんて……」

　彼女は気が動転し、そのままの状態で現実を受け止められないでいる。

　イレイス。

　彼かれは良児も知っての通り男である。凶きよう悪あくなまでの美び貌ぼうを持ち合わせた彼は、自らを撲滅者エクスターミネータと名乗り、ルゥを始めとする悪あく魔まの力を手に入れようと企たくらんでいる元天使だ。ついこの間、鈴世の力を奪い取とろうとしていたところを撃げき退たい（？）したはずなのだが……。

「あの……ここで何をやってるんですか？」

　良児は恐おそる恐る尋たずねた。

「ああ良児君か、ご無ぶ沙さ汰ただね」

「え、いや……そんな経ってないとは思いますが……」

「なあに、バカンスだよ、バ　カ　ン　ス」

「は？」

　バカンス……というにはあまりに寒々しく殺風景な場所である。それに彼はこの前まで本気で向かい合っていた敵でもある。そんな敵を目の前にして、こうも呑のん気きでいるのもどうかと思う。それが彼らしいといえばそうなのだが……。

「青い海、青い空、白い雲。照りつける日差しさえも愛おしさを感じる。外の世界って素晴らしいね」

「はあ……」

「良児君もここへ来て一いつ緒しよに世界を感じてみないかい？」

　イレイスは自分の膝を叩たたいてそう言った。







[image: ]







　そんな態度の彼にルゥの苛いら立だちが募つのる。

「こらっ、イレイス！　お前はとっとと天界へ帰れ！」

「相変わらず君はさらっと酷いこと言うね。天界に僕の居場所なんてもうないんだよ」

「それじゃ、もう一度封ふう印いんされておけ！」

「何言ってんの？　それが嫌いやだから抜ぬけ出だしてきたのに」

　イレイスは呆あきれたようにテーブルに置いてあったトロピカルジュースを口にする。ストローから口を離はなした彼は「はぁ……」と溜ため息いきを吐ついた。

「じゃ、やるのか!?」

　ルゥはその手の中に多具短剣タグダガーを取り出し戦せん闘とう態勢を作る。鈴世の右みぎ腕うでには破砕クラツシユガ手甲ントレツト、カナタの手には改竄弓クラツクボウがそれぞれに浮うかび上がる。良児も形だけは身構えてみた。

「僕はそんな気さらさらないよ」

「なにっ？」

　向けた意思が肩かた透すかしを食らい、ルゥは気の抜けたような顔をした。

「ほら、僕ってまだ封印解けたばっかりで本調子じゃないでしょ？　慣らしが必要なわけよ。それにここ」

　イレイスは露あらわになっている自身の腹の辺りを指し示す。

「この前ルゥ達にここん所をやられちゃったじゃない？　その傷の療りよう養よう。ほらこの辺って温泉も出るらしいし」

　温泉って……思念データ体でも効用はあるのかと良児はふと思ってしまう。

「では、なおさら今が叩き時というわけだな。ぐふふふ」

　ルゥは薄うす笑わらいを浮かべ、指を鳴らす。おいしい獲え物ものを見つけたという感じだ。だがそんな時、ルゥの前に何かが分け入ってきた。さっきまでヘタれていたひかりである。

　彼女はチェアに寝ねているイレイスを興味深く観察しながら、その周囲をちょろちょろと忙いそがしく動き回る。

「ねね、いつもお肌はだのケアはどうしてるの？　ファンデーションは何使ってるの？　ね、これ地毛??　アイライン綺麗ねー」

「うぉい！」

　と呼び止めるルゥの声も聞こえていないのか、ひかりはイレイスの体をベタベタと触りまくっている。これにはさすがのイレイスも表情を曇くもらせた。

「な、なんだ君は？」

「うわーまつ毛ながーい」

「ちょっと、神名さん」

　まずい空気が流れ始めたので良児は慌ててひかりを止めに入る。

「ねえねえ、彼、花井くんのお友達なんでしょ？　花井くんからもお願いしてもらえるかしら？　お化け粧しようの仕方とか教わりたいの」

「え……友達というかなんというか……」

「りょ、良児君、こっ、ここは大親友の君にお願いがある。生理的に受け付けないこの女を排除してくれたまえっ」

「いつから親友になったんですか、僕達!?」

　いつも何が起きても涼すずしい顔で受け流してきたイレイスだったが、なぜかこの時ばかりは心の底から嫌そうな顔をしていた。本当にひかりのことが苦手なのだろう。

「おい馬鹿女、さっさとどけ！　ルゥ様はそいつと殺やり合わなくてはならんのだ！」

「あっ、触るな！　無礼だろ！　ちょっと、あっ……やめっ……」

「……」

　一度は強く言ってみたものの、情けない風体を晒さらすイレイスを目の前に、ルゥの戦意は瞬またたく間まに落ちていった。現に彼はビーチチェアから滑すべり落おちて、その足にしがみつきながら泣きそうな顔をしているのだから、その気も失せるのは当たり前だろう。

　ルゥは「ふぅ」と息を吐いて多具短剣タグダガーをしまった。

「へぷち」

　緊きん張ちよう感がゆるんだところに可愛らしいくしゃみをするルゥ。気が抜けたところで寒さが襲おそってきたのだろう。無理もない、海に入ったり、湿しめった落とし穴に落ちたりですっかり濡れてしまっていたのだから。

「「へぷち」」

　呼応するように同じようなくしゃみが出る。鈴世とカナタだ。そういえば上着のポケットに入っていた缶かんコーヒーもすっかり冷たくなっていた。

「だいぶ冷えちゃいましたね」

「うむ、ここは温かい風ふ呂ろでも入りたいところだ」

「そういえば、北々海岸て温泉地としても有名ですよね」

「なにっ、それは本当か!?」

「てか、さっきイレイスも言ってたでしょ？　ほんと人の話聞いてないんですから……って、あれ？」

「行くぞ」

　どんだけ人の話を聞いていないのか、ルゥはすでに歩き始めていた。砂浜から上がろうとしている彼かの女じよに鈴世とカナタが続く。

「良児、置いてくぞ」

「ちょっと待って下さいよー」

　慌あわてて彼女らの後を追う。だが良児には気がかりなことがあった。

「ルゥ様、あの二人はどうするんです？」

　道路へと続く階段の途と中ちゆうで全員が砂浜に向かって振り返る。そこでは未だひかりとイレイスが戯たわむれていた。

「あいつらはあのままでいいだろ。面めん倒どう臭くさいのが二人一緒にいなくなって清々するわ」

「は、はあ……」

　良児は少しばかり二人に同情してその場を後にした。





◇






（一時間後　ひかり　と　イレイス）

「ねね、いいでしょー、教えてよぉー。しっかりメイク覚えて花井くんに見み惚ほれてもらっちゃうんだからっ」

「う、うるさいっ、僕には関係ないことだ」

「関係　あ　り　あ　り　ですぅー。それだけの美貌を独ひとり占じめなんてずるいわよ」

「しつこいっ、いいから離れろ！　それにこれは素顔だ」

「えっ、まじで!?」

「本当だ、だからほらっ、もうどっか行け」

「いいや、そんな訳はないわ。嘘をついてもあたしには分かる！」

「嘘じゃない!!」

「ケチっ」

「ケチでもなんでもいい！　ああっ、ほら、じんましん出てきたー」

「失礼ね、あたしのせいなの!?」

「当たり前だ！」

「ひぃーどぉーいー！　　　　　　……ってあれ？」

「ん？　どうした？」

「み、みんなは？」

「「……あれ？」」


（寒空の北々海岸海水浴場にて）









ＦＩＬＥ．２　温泉のヌシ様







　良児達一行は、とある鄙ひなびた民宿の前にきていた。極普通の民家を改築して宿にしたようなそこは、壁かべに幾いくつか亀き裂れつが入っていたり、瓦かわらが割れていたりと、お世辞にも綺麗とはいえない場所だった。それでもルゥがここが良いと言ったのは、侵しん略りやくすべきあの海岸を見下ろせるからという理由だった。

　宿の経営者である人の良さそうな老夫婦に案内されて階段を上がる。二階部分が客室になっているのだ。そこまでの宿取りはスムーズに進んだ。どうやら鈴世の変装もうまくいっているらしい。

　部屋は四部屋ほどあったが、どれも空室だった。オフシーズンということもあるが、オンであってもそれほど混むような雰囲気はなかった。しかしながら、上ってきた階段や廊ろう下かも隅すみ々ずみまで掃そう除じが行き届いていて、見た目のおんぼろさ加減とは裏腹に内部は意外に清潔だった。

「椿つばきの間になります」

　と言われ、さすがに男女一緒はまずいだろうと思い別室をお願いしたのだが、老夫婦は「二間あるので大だい丈じよう夫ぶですよ」と言って聞き入れてくれなかった。商売っ気があるのやら無いのやら……。で、仕方なくその部屋に入ったのだが――。

　入ってすぐの一部屋目は普通だった。座ざ卓たくの置かれたオーソドックスな和室だ。その奥おくに襖ふすまがあり、そこが二部屋目になっているのだろう。とりあえず確認の為ため、その襖を開ける。

　普通ならそこにも畳たたみの部屋が広がっていて、その先の窓辺には海を見下ろせるような小間があったりするのが大たい抵てい見かける宿の間取りだろう。

　が、しかし、そこに小間はおろか、窓すらなく、畳の目もうかがえぬ場所だったのだ。昼間だというのに薄うす暗ぐらく、部屋全体の様子も朧おぼろげだ。

「電気、電気」

　荷物をそこら辺へ適当に置きだした皆みなに先立って、良児は口に出しながらスイッチを探す。足下に何かが色々と転がっているようで歩いた拍ひよう子しに踏ふんづけたり、蹴け飛とばしたり……。この時点で不安を感じ始める。ようやく額に電気の紐ひもがぶつかって、それを掴つかんで引っ張った。

　瞬き、点灯。

　照らされ、明らかになる室内。

「なっ、なんだこれは!?」

　良児が思ったことを先にルゥが口に出して叫さけんでいた。まさに、「なんだこれ」である。

　足も踏み場ばもないほどに積み上げられたゴミ……いや、よく見るとゲームソフトのパッケージだ。コンシューマーやＰＣなど特に区別なく乱雑に置かれている。しかもその数は尋じん常じようではない。タワー化したソフトはざっと見ただけでも数千本はあるだろう。一いつ瞬しゆん、ゴミの山に見えてもおかしくない。それらの合間を無数の配線が行き交っていて、窓辺を塞ふさぐように置かれた巨きよ大だいなモニターへと繋つながれていた。そのすぐ横に置かれたラックにはサブモニターらしきものが数台とＰＣも何台か載のっていて、その全てがアクセスランプを瞬かせていた。明かりを取り込む場所がそこだけなのだから、そりゃあ部屋も暗いわけである。

「おおっ、これは！　『必殺門もん戸ど之の助すけシリーズ　今度はゲームで大暴れ！　痛ツウ』ではないか！」

　ルゥは片かた隅すみに積まれていたパッケージの一つを取り上げて歓かん喜きしていた。

「勝手にいじっちゃ駄だ目めですよ！」

「なにっ、これはクソゲーオブザイヤーにも無視されたくらいの稀き少しようなクソゲーでなかなかお目にかかれないものなのだぞ！　それがこんな所で」

「いいから戻もどしといて下さい。どうやら僕ぼく達は間ま違ちがった部屋に案内されてしまったようですから」

　しかしルゥの歓喜は止まらない。周囲にタワーの如ごとく積み上げられたゲームソフトを突き崩くずし始めたのだ。

「おおおおっ!?　見ろ良児これを！　必殺門もん戸ど之の助すけシリーズ、ＲＯＭカートリッジ版だ！　飲料メーカーとのタイアップ商品で抽ちゆう選せんでしか手に入れられなかった代物。世界に数本の激レアもの！　じゅるっ」

　彼女がよだれを垂らしながら掲かかげたのは金色に輝かがやくＲＯＭカセットだった。今ではもうお目にかかることのない化石のようなゲーム機のソフトだ。

「なんでそんな詳くわしいんですか……」

「ゲームソフト年ねん鑑かんでチェックしているからな」

「どんな悪魔ですか、あなたは……」

「それよりまだまだここにはレアものが眠ねむってそうだぞ」

「ああっ、もうそれ以上いじらないで下さい！　人様のものですよ！　僕、下に行って聞いてきますから、お願いだからおとなしくしてて下さい」

「そうは言っても宝の山を前にお預けなどできる者がいるだろうか？　否、そんな者は存在せん。というわけで……ダイヴッ！」

「ああああっ」

　ルゥは忠告を無視してゲームの海に飛び込んだ。バラバラと崩れ落ちるパッケージの中で息いき継つぎをするように時たま顔を覗かせる。

「この辺にお宝がありそうな予感がするぞ。にしし」

　期待に胸膨ふくらませながらルゥは崩れた山の一角に腕うでを突っ込む。まるでくじでも引くような格好だ。だが、にやけた顔は数瞬しゆんして青ざめたものへと変わる。

「ルゥ……様？」

　硬こう直ちよくした彼女の様子をうかがうように恐る恐る近付くと――

「みぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　猫ねこの悲鳴にも似た声が良児の耳をつんざいた。彼女は慌ててゲームの山から手を引ひっこ抜き、赤く腫はれた指先にフーフーと息を吹ふきかける。

「良児！　なっ、なんか食い付きおった！」

「食い付いたって、こんな所に何がいるって……」




　――いた。




　ルゥが手を突っ込んだ辺りのゲームソフトを丁てい寧ねいにどかすとそこには、人がいたのだ。

「うわぁぁっ」

　良児は驚おどろいて腰こしを抜かした。

　そこには鳥の巣みたいなクッションがあって、その上に小学校中学年くらいの女の子が丸まって横たわっていたのだ。白いキャミソールドレスを着たその子は、整った顔立ちと非常に目立つ薄うす黄緑色の髪を持ち合わせていた。

「この子がルゥ様に……？」

　そう考えるのが順当だろう。まったく動く様子のない彼女を怖こわ々ごわと覗き込む。青白い肌は生気が感じられず、しかもその瞳は見開かれたままで眼球など一切動かなかった。

「しっ、し……死んでる!?」

「いぃっ!?」

　ルゥと良児は互いにくっついてその場で震え上がった。

「で、ででででででも、ここっ、こいつ食い付きおったぞ!?」

「そっ、それは、な、ななななっなにかの間違いですよきっと！」

　そんな怯おびえる二人に対して襖の傍そばに立っていたカナタが呟つぶやく。

「僅わずかな体温を感知」

「え？」

　そう言うカナタに一いつ旦たん目をやり、再び死体擬もどきに視線を戻した時には、クッションの上に半身を起こして眠い目をこすっている少女の姿があった。

「ひぃっ!?」

「ぎゃあああああっ！　ゾンビぃぃっ!!」

　恐きよう怖ふする良児達とは対照的に彼女は穏おだやかにそこにいた。未だ寝ぼけ眼まなこの彼女はぼんやりとした表情のまま頭をふらふらとさせている。とりあえず死体ではなさそうで安心したが、これから何が起ころうとしているのか？　不安が堪たまらなく押おし寄よせ始めたその時、彼女はおもむろに目の前のゲームの山を大おお雑ざつ把ぱに退かし、その中から出てきたコントローラーを拾い上げたのだ。同時に省電力モードになっていたモニターの画面に光がともって、某ぼうオンラインゲームのメニュー画面が現れる。

　思いっ切り無視されていた。

「あ、あの……もしもし？」

　良児が声をかけても彼女の視線はモニターの一点を見つめているだけで、他には何も入ってはこないようだった。

「な、なんなんだ？」

　そこでルゥもようやく落ち着きを取り戻し始めたようで、

「おい」

　と少しばかり強い口調で投げかけた。

　すると少女は首だけを動かし、その瞳ひとみにしっかりとルゥの画像を捉とらえた。途と端たんに彼女の中で何かが蘇よみがえ　ったかのようにその目が大きく見開かれる。持っていたコントローラーを取り落とし、その細い手でルゥのことを指差す。

「ルゥ！」

　それが少女の第一声だった。

「生まれてたのぉ？」




「は……？」




「フーちゃん」

　ルゥを含ふくめみんなが目を丸くする中、少女は自身を指差しのったりとした声で短くそう答える。

「「「「フーちゃん??」」」」

　全員でハモってしまった。

「う、生まれてた？　何のことだ？　ルゥ様はもちろんちゃんと生まれておるぞ。って、おいっ！　こら、やめろ！」

　ルゥは狼狽うろたえた。彼女の膝ひざ元もとにフーと名乗った少女が、懐なついた猫のようにゴロゴロと倒たおれ込んできたのだ。その横に良児が身をそっと寄せ耳打ちする。

「知り合いじゃないんですか？」

「誰の？」

「だからルゥ様ですよ」

「ルゥ様はこんな奴やつ知らん」

「だって彼女、ルゥ様の名前を知ってたじゃないですか」

「当たり前だろう」

「は？」

「ルゥ様は七大悪魔中最強と言われた悪魔だ。この世に我が名を知らぬ者などいるわけがない」

「……」

　ここは自分が聞いてみるしかない。

「ねえフーちゃん、ここはフーちゃんのお部屋ですか？」

　ルゥの膝ひざに伏ふしたままフーは顔だけ向ける。そして良児の顔を見るなり首を傾かしげた。

「そだよ」

　やっと会話らしい会話が成り立ってほっとする。この調子で進めてゆこう。

「フーちゃんはルゥ様のこと知ってるんですか？」

「知ってるよぉ」

　それを聞いて良児はルゥと顔を見合わせる。そんな中、膝にくっついていたフーはゆっくりと身を起こし、その場にちょこんと腰を下ろした。

「前のルゥにはとってもお世話になったのぉ」

「前のルゥ？」

「ありがとね」

「なんだかよく分からないが礼を言われて悪い気はしない」

「いいんですかそれで……」

　良児がジト目を向けるとルゥは誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをする。

「コホンッ、で、結局のところこいつは何者なのだ？」




「フーちゃんは悪魔だよ」




「…………」

　さらりととんでもない事を聞いたような気がする。

「フーちゃんは七大悪魔の一人『怠たい惰だのフー』なの」

　気のせいではなかった。フーはそう付け加えてニコニコしながら良児達のことを見ているのだから。

「七大悪魔？　こんな弱っちそうなのが？」

　ルゥはせせら笑った。直後、

　ぺち

「あてっ、なにをするっ！」

　その音はフーの小さな手がルゥの額を叩いた音だった。

「チビ」

「なぬっ!?」

　思いも寄らぬ反はん撃げきにルゥは口端はしを引きつらせる。

「どうみてもお前のほうがチビであろう！」

「チビはチビ。フーちゃんから比べたらみんなチビ」

「なぬおっ」

「そこのベルゼもチビ」

　良児達の背後にいた鈴世。突とつ然ぜん名指しされた彼女は何のことやらきょとんとしている。眼鏡を外し、早速持ってきたお菓か子しを広げて貪むさぼり付いているのだからその反応も解せる。

「このおっ、馬ば鹿かにしくさってからに」

「フーの言う通り」

「ぬぬっ、民蔵お前までっ！」

　憤ふん慨がいするルゥに追い打ちをかけたのは襖の影かげで静かにしていたカナタだった。しかしそのカナタの存在をフーが視認したところで事態が急変した。

　常時眠そうな目をしていたフーの瞳が大きく見開かれたのだ。眼球が小刻みに震える。それは明らかに恐怖の表れだった。

「あ……あうあ……」

「どうしました？」

　良児が尋ねてみても金魚のように口をパクパクとさせるだけ。どうやらカナタを恐れているらしいことだけは分かる。一応目の前にいるのは悪魔を狩かる終結者ターミネータなのだから当然といえば当然の反応だった。ここにいる他二名の悪魔の方が異常であるという認識をすっかり忘れていた。

「だ、大丈夫ですから」

「ど、どして？」

　言ってはみたものの上手く説明できない。フーは今も不安に駆かられ良児の袖そで下したをぎゅっと掴んでくる。

「と、とにかく、えーとその……あ、そうだ、ルゥ様がきっと守ってくれますから」

　困って隣となりに振ふってみた。

「ん？　ルゥ様か？　ルゥ様がいれば民蔵の一人や二人、いや三百人くらい一度に襲ってきても紙かみ吹雪ふぶきのようにぷぅ～っと散らしてくれるぞ」

「ほんと？」

「当たり前だ、ルゥ様は素敵だからな」

「それを言うなら無敵ですよ」

　突っ込みを入れたところでフーの顔に幾ばくかの緊張の緩ゆるみが見えた。ただそれで完全に怯えが収まるというものでもない。カナタが襖の所から室内に踏み入ってくると、フーは良児の陰かげへそそくさと身を隠かくした。

「ルゥをチビと呼こ称しようする『怠惰のフー』について、その根こん拠きよを調べるべく熾天院セラフイムセネテのデータベースにて照会してみた」

「あん？」

　ルゥは渋しぶい顔をした。良児の傍までやってきたカナタは、そんなルゥをよそに止め処なく言葉を続ける。

「恐らく現在の彼女は第五世代規格『怠惰のフー』。

　第一世代規格データ登録時の身長３１・５ｍ、体重６３０ｔ。最高走行速度、時速１７２㎞。最高飛行速度マッハ３・０。最大出力７５０万kw。

　髪かみの色・薄黄緑、目の色・黄。

　その他外見的特とく徴ちようは以下。顎あご髭ひげ、尻尾しつぽ、頭部角（確認数２）。

　挙げられる性格的特徴は以下。怠惰、非道徳、残ざん忍にん。

　最初期の接せつ触しよく記録は第一次神魔大戦。以後、第四世代までが第三次神魔大戦時までに終結者ターミネータによって抹まつ消しよう。

　以下は『怠惰のフー』が関係する戦せん況きよう記録の一部抜ばつ粋すい。年代順。

　ステュクス河流域に於おける天界側奇き襲しゆう攻こう撃げき、通つう称しよう『黒のポプラ作戦』に於ける戦果と被ひ害がい。消費された総ＡＰＰ数から算出される……


・

・

・

・

・



よって、ここ二千年の間に於ける終結者ターミネータによる『怠惰のフー』抹消の記録及および、その形けい跡せきなし。同年間内に於ける『怠惰のフー』による天界側への被害報告件数はゼロ件」

　ルゥはこっくりこっくりと頭をふらつかせながら寝ねに入ってしまっていた。良児も然りである。あまりにもカナタの説明が大きく外れているという理由もあったが、それ以上にやたらめったら長かったので猛もう烈れつな眠ねむ気けが襲ってきたのだ。鈴世ははなからお菓子に夢中で聞いていないし、フーも同じく……

　と思ったのだが、状じよう況きようは少し違ちがっていた。

「あー……フーちゃんはぁ……あ、あのね、その、あっ……」

　なんだか様子がおかしい。言葉に詰つまり、目を回している。

　大丈夫なのかと不安を感じた直後だった。

「あのね、あのね、あっあのね、あのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのね」

「どっ、どうしました!?」

「あのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのね」

「ぎゃー頭がおかしくなる!!」

　船を漕こいでいたルゥもその異常さに耳を塞いで飛び起きた。フーは尚なおも超ちよう音おん波ぱに等しい不快な言語を発し続ける。

「あのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのねあのね、あっあっあっあっ、あああああああああああああああああああああ」

「な、なんとかしろ良児！　酷ひどくなってきてるぞ！」

「そんなこと言っても、どうしたらいいのかっ」

「叩くなり、電池を抜ぬくなり色々あるだろ！」

「目覚まし時計じゃないんですよ!?」

　言い合っている内に次なる変化が訪れた。

「ああああああああ、あ、あ、あ……あ………………あ」

「「あ？」」

　ぷしゅぅぅぅぅぅぅ

　フーは一いつ生しよう懸けん命めい言葉を紡つむぎ出そうとしていたのだろう。だがそうなる前に電池が切れたロボット人形のように完全に動きを停止してしまったのだ。硬直した体は重力に従って倒れ込む。

「ちょっ、大丈夫ですか!?」

　良児は慌ててフーの体を支えた。その体はさして重くはないのだが、血流の流れる……そう、鼓こ動どうらしきものを感じない。

　そこへ素早くカナタが身を添そえてきて何かをし始めた。

「スキャン開始」

　彼女の瞳に横に引かれた赤色の線が浮かび、それがゆっくりと上から下へ移動してゆくのが見えた。その動作が終わると彼女は事を伝える。

「彼女を構成する思念データの混こん濁だくが見られる。長い期間、思念データのクリーンナップを行っていない為。恐おそらく誕生以来一度も」

「それでこんなふうに？」

「それもあるが、彼女自身の処理能力の問題もある。難解な質問や複数の事じ項こうを処理させた場合、このようにフリーズする可能性が高い。注意が必要」

「注意が必要って……それはカナタさんが」とは思ったが口には出さない。

「で、この場合どうすれば……このままにしておくわけにもいかないし」

「再起動させる」

　カナタは言いながら良児の腕の中で項うな垂だれているフーの頭に手をかざした。するとその掌てのひらに赤い光が薄うすく灯る。次の瞬しゆん間かん、「ピコッ」とフーの体から音がして、ウィィンという微かすかな震しん動どうが良児の手に伝わる。何かが動き始めた感覚だった。それは駆く動どう音おんに似た鼓動や、温もり。

　しばらくすると彼女はうっすらと目を開けた。

　しかしながら目の前にカナタがいることに気付いた彼女は目覚め際に飛び起きて、良児の腕にしがみつく。かざしていた手をゆっくりと引っ込めるカナタの瞳はそれでも相変わらずの無表情だった。

「あー酷い目にあった。で、結局どういうことなのだ」

「簡単に言うとあれですよ。ルゥ様よりフーちゃんの方がずっと先せん輩ぱいってことです」

　ルゥとフーは見つめ合った。

　妙みような沈ちん黙もくが過ぎる。

「ぬぅぁぁぁんだとぉ！　肩かたでもお揉もみしましょうか？」

「身み替がわり早すぎっ！」

「当たり前ではないか、長なが芋いもには巻かれろって言うだろ」

「なんか、かゆそうですね……」

「まあとにかく、ルゥ様より悪あく魔まとしての経験値が高いのは理解した。ということはだ……」

　ルゥは「すぅ～」っと大きく息を吸った。

「ルゥ様が進める世界征せい服ふくへの戦略が大きく進展するということだな！　この戦力増強はかなり大きいぞ」

「??」

　ルゥはフーの肩を痛いくらいにパンパン叩たたく。だが当の本人は目に「？」を浮うかべるだけで理解していない様子。

「まずはフーにとって土地勘のあるここら一帯では我々が優位に立ったも同然」

「……」

「なんといっても勝利への方程式に欠かせないのは一に地理情報、二に地理情報、三、四がおやつで五が地理情報だからな」

「……」

「地理情報が勝負の八割を決める。地理情報を制する者は世界を制すると、かの偉い人じんも言っておるからな」

「……」

「これで我が悪党稼か業ぎよう部の勝利は確固たるものになったわっはっはっはっ」

「……」

「なっ、フーよ」

　期待を胸に抱いだいたルゥは再度フーの背中を強く叩いた。だが、

「フーちゃん、それ、ちょっと、めんどくさい」

「なぬっ!?」

「征服はイヤ。そしてめどい」

「イヤって、悪魔なら人間共を蹂じゆう躙りんしてなんぼだぞ」

「これ」

　フーは話の途と中ちゆうであのクッションの上に飛び戻り、何の脈みやく絡らくもなく足下のそれを指差した。

「それがどうした？　ただのクッションだろ？」

「フーちゃんの髪」

「髪……!?」

　ルゥもそうだが良児もその事実を知って驚きよう愕がくした。その鳥の巣のようなものは、今までただのクッションだと思っていた。だがよくよく見るとフーの頭から伸のびた毛が渦うずを巻いてそこに繋がっている。恐らく一度も切っていないのだろう。

「す、すごい長いですね」

　良児がかなり驚いてみせるとフーは恥はずかしそうに頬ほおを赤らめた。そんな横でルゥは一人、その目をキラッキラさせていた。

「おおおっ！　これはルゥ様の髪よりも長いではないか」

「欲しい？」

「欲しくはない」

「ぷぅ」

　フーは頬を膨らませてみせた。

「二千年」

「え？」

「いや三千年だったかも」

　フーは遠い目をしながらそう言った。

「それくらいここにいれば伸びるよ」

「だからいらないと言っておるだろ！　それより話を逸そらすな」

「じゃあ一いつ緒しよに寝よ」

「なぜ寝なければならぬ!?　それにまだ明るいではないか！」

　それもそうだ。朝早く始発と同時に動き始めて、ここにやって来たのは昼前。それから海岸で一ひと悶もん着ちやくあったが、まだ時間的には夜とは言えない時分だった。

「もういい、埒らちがあかないからな。そのことについては後でじっくりと話すとしよう。それよりルゥ様は風ふ呂ろに行ってくる。体が冷えてしまったからな」

「あっあっ、私もいきます」

「私も」

「では、三人で行くとしよう。後は頼たのんだぞ良児」

「え？」

　ルゥ達女じよ性せい陣じんは良児だけを残して部屋から消えて行く。

「ちょ、ちょっと！」

　フーと二人きりでどうしていろというのだろうか？　それにこの部屋のことだってまだ解決していない。でもそんな良児の思いなど彼かの女じよにとってはどうでもよい事。聞いてもいない内から思い出でも語るように勝手にしゃべり始めた。

　この宿にはあの老夫婦がまだ若い頃ころ、ここに民宿を建てた時に娘むすめとして住まわせてもらったこととか、今は思念データを組くみ替かえて孫として暮らしていることとか。この部屋に置いてある水すい槽そうで亀かめを飼っていて、名前はアトランティスだとか、お気に入りのこのヘタれたぬいぐるみは山さん椒しよう魚うおのサンちゃんだとか、どうでもいい話まで聞いた。フーの口調だからそれこそゆっくり淡たん々たんとしていたのだが、それでもたくさん聞けたような気がした。

「良児、それルゥにもらった？」

　フーは良児の左手にはめられている黒い革かわ手て袋ぶくろを見てそう言った。良児自身も今気付いたようにその手袋を見て思い出す。

　そう、これはルゥの下げ僕ぼくとして契けい約やくした際に身に付いたものだった。

　この手には思念変換コンバートという力が宿っていて、触ふれたものを思念データ化し、構造を知ることでどんな対象物でも破は壊かいすることができる能力である。

「え、ああ、そうですよ」

「ふぅん」

　彼女は一見それには興味がないような態度だったのだが、

「その力、フーちゃん知ってる」

「え？」

「ここんところの中が分かる力」

　フーは自身の胸に手を当ててそう言った。最初は何のことやら分からなかったのだが、数瞬してそれが心のことだと気付いた。

　確かに思念データ化は思念だけにそこにある感情も捉えることができるのだが、それは変則的な使い方だ。

「良児はびくびくのきゅるきゅるだね」

「はい？」

　さすがにここまでくると解読不能だ。でもその話はそこできっぱり終わって、フーがゲームをしようと言うので対戦ゲームをいくつかやって遊んだ。そうしている内に、

「しくった、この宿の風呂は温泉が入っていなかったぞ」

　と憤慨しながら戻ってきたルゥ達がそこへ加わり、熱いトーナメント戦を繰くり広ひろげることになる。それが飽あきた頃には往年の名ゲーム機達を端から順じゆん繰ぐりに引っ張り出してきては、片かたっ端ぱしからルゥがチョイスしたクソゲーをプレイし続けた。

　散々遊び倒した時には日が暮れるどころか、どっぷりと夜が更ふけていた。





◇






「ああっ、また死んだ。やっぱりこの洞どう窟くつは白しろ魔まがいないと駄目ですよ」

　薄うす暗ぐらい部屋でモニターだけの光を浴びながら良児は嘆たん息そくした。画面に映っているのは発売後数年経っても未だ根強い人気のあるＭＭＯＲＰＧだ。隣にはフーがいて、彼女はサブモニターで別キャラクターを操っている。そこには死んで地に伏している良児のキャラクターも映っていた。ようするに二人でパーティを組んで、レアなアイテムがドロップするというこの洞窟で狩りをしていたのだ。しかし周囲には凶きよう悪あくな強さのモンスターがうようよしていてとても二人では太刀打ちできない。これで良児はこの狩り場ばに来てから十三度目の街への強制送そう還かんだった。

「おい、ルゥ様は飯を食ったか？」

「え、なんです？」

「飯を食ったのかと聞いている」

　座布団に座って画面に釘くぎ付づけの良児の袂たもと、といってもゲームやらゴミやらで姿はよく見えないのだが、その辺に寝そべっていると思われるルゥが気け怠だるそうな声で聞いてくる。

「食べたんじゃないんですか？」

　部屋を見み渡わたせば、壁かべ際ぎわにいつ食べたのか思い出せない御お膳ぜんが回収されずに放置されていた。

「しかし腹がへった」

「じゃあ、外に行ってなにか買ってきたらどうです？」

「それはめんどうだ」

「あー、私も空きましたぁ」

　壁かべにもたれかかっていた鈴世がこれまた気の抜けた声を上げる。彼女の周囲には持参した袋ふくろ菓が子しが並べられていて、それらは粗あら方かた食い尽つくされていた。

「だったら鈴世さんに頼んだらいかがです？」

　モニターに意識を囚とらわれたままの良児はそう適当に答えた。

「でも、私もなんだか眠ねむくて……ふぅああぁ……」

　彼女は目め尻じりに涙なみだを浮かべながら大きく口を開け、あくびをした。

「となると、あとはカナタさんしか」

　そんな彼女は部屋の片かた隅すみに置いてあったパソコンで延々と検けん索さく作業を繰り返かえし行っていた。

「取り込み中」

　そう言ってカナタは食い入るように流れる文字を見つめている。何か調べものなのか？　それともただ単に彼女の情報知識欲を刺し激げきしてしまっただけなのか？　どちらにせよ、ネットの海に飲まれてしまっていたのは事実だった。

「良児、お前が行けばよいではないか」

「嫌いやですよ、外寒いじゃないですか」

「ルゥ様だって寒いわ」

「じゃあそういうことで」

「ふんっ」

　いつもならそこで駄だ々だをこねて、買って来るまでずっとそうしているのが普ふ通つうだったのに、なぜか今日は諦あきらめが早い。ルゥは鼻を鳴らしてふて寝してしまった。

　それにしても、なぜこんなに面めん倒どう臭くさいと感じるのだろう。良児もそのくらいの御ご用よう聞ききはさして苦ではなかったはずだ。しかし今は、こうしてだらだらとしている事に心地良さすら感じている。良児だけでなく、ルゥも鈴世もカナタさえも、この場でぼーっと時だけが過ぎて行く事に何の疑問も持たずに、ただゴロゴロとしている。

　そういえばこの部屋もいつの間にか替えてもらうことすら忘れて居着いてしまっている。第一今は何時だろう？　部屋は一日中薄暗いし時間の感覚が狂くるってしまっている。ゲームに没ぼつ頭とうするあまりどれくらい時が経ったのかさえも不明だ。

　なぜこんな事になっているんだ？

　良児の思考が煮に詰つまりだしたその時だった。

「のうわぁぁぁぁっ！」

「なっ、なんですか!?　突然！」

　今の今までそこでふて寝していたルゥが、突とつ如じよ足を振り上あげ、勢いよく跳はね起おきたのだ。そのまま彼女は窓際まで走っていってモニターの載のっていたラックを力の限り押し退のける。そこに載っていたソフトの山や、ゲームセレクターの類がバラバラと崩くずれ落おちる。それには彼女は構わず、目の前にある障子戸を思い切り開け放った。

「ぐわっ!?」

　途端、そこから目映いばかりの陽の光が差し込み、室内が一気に照らし出される。怠惰の迷宮に迷い込んでいた者達を導くのはそれだけで十分だった。採光が行き届いた部屋の中で良児はコントローラーを落とし、カナタはマウスから手を離はなし、鈴世は顔を窓の外に向けた。

　そして光ひかり輝かがやく窓辺でルゥは叫さけぶ。

「お前達、このままでは腐くさってしまうぞっ!!」

　その言葉にハッとなる。

　そうだ、こんな事をしにここに来たわけではない。かといって特に目的があるわけではないのだが、それにしても地味な休日の過ごし方には違いない。せっかくこんな遠方の地まで来たのだから何か観光の一つでもして帰りたいと思うのが普通だ。

「ああーっ！　危うく大きな何かに飲み込まれるところであった」

「ルゥ様もそう感じました？」

「うむ、なぜかここにいると非常に心地良くてな、動きたくなくなってしまうのだ。何もしたくないというかそういう感じだな」

　ルゥはそのまま鈴世に視線を投げかけた。

「私もお腹は空いてるんですけど、それ以上に眠くて。カナタさんは？」

「私もスレのチェックが止まらない」

　皆みなが皆、同じような感覚に囚われているというのもおかしな話。しかも精神面でしっかりとしているはずのカナタまでとあれば色々と疑う。それは必然であるように意図的な何かが仕組まれているということ。しかもこの場で、この状況ときたら考えられる犯人はただの一人しかいない。そう、『怠惰』を司る悪魔。

「お前のせいかっ！」

　ルゥは僅かにある踏ふみ場を跳ちよう躍やくし、フーのもとへと詰め寄よる。

「フーちゃん知らない」

「そんなわけあるかっ！」

「知らないもーん、ぷぅ」

　ご立腹のフー。だがそんな彼女が座っている髪かみの毛けクッションの中に埋うもれて光るものがあった。それに気付いたルゥは素早く手を突っ込んで取り上げる。

「なんだこれは？」

「あっ、あっ、それフーちゃんの」

　それは小さな金属製のカスタネットだった。フーが嫌がれば嫌がるほどルゥの悪戯いたずら心に火が点く。彼女はいい気になって試しにそのカスタネットを打ち鳴らしてみせた。途端にそれを中心とした音の波は紋もんが部屋全体に広がる。

「あっ……あへ？」

　ルゥはカスタネットを持ったまま虚うつろな目でフラフラとしだす。それは良児達も例外ではない。キーンという高い音が耳の奥おくに響ひびくと、体から力が抜け、重くなってゆくのが分かった。何もしたくない、眠い。そんな感じだ。このままではまた――

　そう思った次の瞬間、

「ていっ」

　ルゥの手にあるカスタネットをカナタが床ゆかに叩き落としたのだ。同時に萎なえていた気力が蘇よみがえる。明らかにあの怠惰な気分の発生源はそれだった。

　畳たたみの上に転がったカスタネットをフーは慌あわてて拾い上げ大事そうに手の中にしまう。

「……っはぁ！　危なかった」

　ルゥは息を吹ふき返した人のように怠惰な世界から現実に戻もどってくる。

「って、やっぱりお前ではないか！」

「まあまあまあ」

　憤ふん怒ぬするルゥを良児はなだめる。そして調子を柔やわらかくし、今度はフーに尋たずねる。

「フーちゃん、どうしてこんな？」

「……フーちゃん、長生きしたいだけ」

「長生き??」

　思いも寄らぬ答えで頭の中が「??」になる。

「みんながお外に出ると、『びしゃあ』『ぐさぁっ』てのがくる」

　フーは一生懸命ジェスチャーを重ねて説明をしようとしているが、いまひとつ良児には伝わらない。

「多分、こう」

　見かねたカナタが分け入ってくるとフーは思わず仰のけ反ぞった。

「ルゥや鈴世が表に出るとＡＰＰを終結者ターミネータに感知され、フーを抹消しにやってくる。よって長生きができない」

「なるほど」

　数千年もの間、力を抑おさえて終結者ターミネータからの監かん視しの目を誤魔化してきたのだ、それは並なみ大たい抵ていのことではないし慎しん重ちようになるのも当然だった。データの混濁が見られるのに彼女が一度もデフラグもクリーンナップも行わないのは、それすらも感知されると恐れている為ためだろう。

「でも、このカナタさんも他の終結者ターミネータさんも今は悪魔を抹消しない方向で動いていますから安心して大だい丈じよう夫ぶですよ」

「そういうことだ」

　腕うでを組んでいたルゥは納得し、何度か頷うなずいた。

「だからそろそろ世界征服に向かうぞ。そもそもそれが目的でここにやってきたのだ。フー、お前も一緒に連れてゆくぞ。ちょっと頼たよりないが貴重な戦力だからな」

「めどい」

「そんなこと言っても駄だ目めだ」

「ぷぅ」

　フーは毎度のように膨ふくれた。

「さあ行くぞ」

　ルゥはそう言って座っていた彼女の細い腕を強引に掴つかみ上げる。だが彼女は玩具おもちやコーナーで駄々をこねて動かなくなってしまった子供のように全体重をかけてその場に居続けようとする。

「いやっ、いやっ」

「ぬっ、ぐっ……意外に重いなお前……」

　フーはあの小こ柄がらな体型だからそんなに体重はない。良児も一度抱かかえているから知っているのだが、口をへの字に曲げたルゥの表情からは本当に重たそうに見える。

「おい良児、そっちを持て！」

「えっ!?」

「そっちだ、足だ、足！」

　そう急かすので良児はフーの足下に回り込み彼女の両足を掴む。

「良児、やめてっ」

　そう言われると逡しゆん巡じゆんしてしまう。だがこのままというわけにもいかないだろう。

「あんまりお外に出ないでいると健康に良くないですよ。ね？」

　両りよう腕うでをルゥ、両足を良児という形でフーの体を持ち上げる。だが、意図に反して彼女の体は畳から離れない。おかしいと気付いたのはすぐだった。

　前とは違う。重すぎるのだ。

　ルゥよりも小さい背せ丈たけの少女を、しかも二人がかりで持ち上げられない。いくらなんでもそんなことはありえない。どうあってもフーの体重は同体型の少女のそれとは駆け離れている。しかも、今もその体重は良児達が引っ張り上げようとすればするほど増してゆくようにも感じられた。

「鈴世、こっちを」

「え、あ、はいっ！」

　ルゥに言われた鈴世はフーの体を背中から支える。だがさらに重みが増したようで彼女の体は畳の上にべったりと転がってしまった。

「民蔵！」

　もうこうなれば、とカナタを呼んだのだが、それが大変な結果を招いてしまった。彼女がフーの体に触れようとした瞬間、床がみしみしと軋きしみ始めたのだ。

「ひゃっ」

　危険を感じた鈴世はフーの背中に入れていた手を引っ込める。それとほぼ同時だっただろう、フーの下にあった畳がめくれ上がり、周囲にあったゲームソフトや漫まん画が本ぼんが破は裂れつしたように飛び散ったのだ。

「のわっ」

　ルゥは足を滑すべらせ尻しり餅もちを突つく。良児も同じだった。辺りには床ゆか板いたの中に潜ひそんでいた埃ほこりが舞まい、堪たまらず噎むせ返るしかなかった。

「ぶほっ、べほっ……おほっ……なんなんだこれは？」

　咳せき込むルゥの前に答えはあった。跳ね上がってしまった二枚の畳。その下から現れたひび割れた床板。その上に不ふ機き嫌げんそうな顔をしたフーが寝ころんでいたのだ。どうやら彼女は体重を自由に変化させられるらしい。辛かろうじて二階の床板は突き破やぶらないでいたが、そこまでしてこの場から離れたくないのだから相当嫌なのだろう。

「まったく頑がん固こな奴やつだ」

　呆あきれたルゥは上体を反らし嘆息する。良児もなんだか疲つかれてしまって、そのまま後ろに手をつき項垂れた。だがその手に何か触れるものがある。ん？　と思ってそれを掴み上げるとそれはただのチラシだった。どうやら一連の騒さわぎで埋もれていたものが舞い散ちったらしい。椰や子しの木や白い砂すな浜はまが映る、いかにも南国ともいうべき写真がそこには載っており、文面にはこう書かれていた。

『海水浴は夏だけじゃない！　オールシーズン楽しめる特とく徴ちようある四十のアトラクションプールと充じゆう実じつしたフードコートを併あわせ持もつ屋内型スパリゾートが北々海岸に堂々オープン！　全てのプールに温泉を引き込んでいるからお肌はだもスベスベ、身も心もリフレッシュ！　年内休まず営業中』と。

「へーこんなのができたんですか」

「ん、ちょっと見せてみろ」

　横からルゥにそのチラシをかっさらわれる。

「あっ、まだ見てたのに」

「ふむふむ」

　人のことなどお構いなしに彼女は隅すみ々ずみまでしっかりとそれを読み込んだ。読み終えたところでチラシを持った手を下ろし、にんまりとした笑みを浮かべる。

「これだ」

「え？」

「ルゥ様は最初からこれを狙ねらっていたのだ」

　聞き返した良児のことは捨て置き、彼女はめくれた床板でふて寝ねしているフーに詰め寄り、持っていたチラシを眼前に突き付つける。

「フー、ここに行くぞ」

「ふぇ？」

「見ろここを！　『プールに温泉を使用』とあるだろ？」

　指差し訴うつたえるルゥに対してフーは「それが？」といった顔をしている。

「この温泉の効能は何だと思う？　肩こり、リウマチ、神経痛、そして最後が――

　長ちよう寿じゆだ」

　長寿。長生き。その言葉を聞いた途と端たん、フーの目の色が変わった。様子の変化に気付いたルゥは捲まくし立たてる。

「ああ、ここに行ったらあと千年、いや一万年は長生きできるなー」

「いっ、いっちまん!?」

「ルゥ様も是ぜ非ひ行こう、今すぐ行こう。なにしろ長生きできるからなー」

「あっ、あっ、フーちゃんもっ、フーちゃんもっ」

　せがんでくる彼女を尻しり目めにルゥはしてやったりという顔を良児にしてみせる。ルゥにしては人を乗せるのが上手いなぁと思いつつ、それは日ひ頃ごろ、自分がルゥにしていることを無意識に学習してフーにしているんじゃないかとさえ思えてきた。

「では、支度が必要だな」

「フーちゃん、お洋服出せる？」

　鈴世が優しく問いかける。せっかく外に出るのだからお洒しや落れをするのもありだろう。お世辞にも綺き麗れいとは言い難いシワシワなキャミソールドレス。さすがにこんな着きたきり雀すずめのまま連れ出すわけにはいかない。

「あそこ」

　フーが指差したのは部屋の隅すみにある押おし入いれ。鈴世は言われるままに、

「ここ？」

　と言ってその戸を開ける。中はクローゼットになっていた。そこにはハンガーが十数本かかっており、その全てに今フーが着ているのと寸分違わない白いキャミソールドレスがかけられていた。

「味気ないな。お前、悪魔なのだから、構成変換すればよかろう？」

「いや」

「なんでだ」

「多分、力を使いたくないんですよ。ね、フーちゃん」

　良児が言うと彼女はうんうんと深く頷いた。

「じゃ、私がフーちゃんに似合いそうなの買ってきますぅ」

　そう言ってくれたのは鈴世だった。だが、

「フーちゃんそれでいい、それがいい、それ以外はイヤ、絶対イヤ」

　フーは自前のキャミソールドレスがいいと言って聞かない。こうなるとせっかく買ってきても無む駄だになりそうだった。

「じゃあ、水着だけでも買ってきましょうかぁ？　プールに行くのなら必要ですよね。私も買わないといけないし」

　良児はその言葉を聞いて不思議に思う。彼女は構成変換が使えないのかと。

「みんなみたいに『きらきらんっ♪』って出せると便利なんですけどねぇ」

　知らなかった。ルゥやカナタ、そして多分フーも構成変換という力を使えば衣服などは思念データを組み替えて自由に形を変化させられるのだが、半分人間である鈴世はその力が使えないらしいのだ。よって普通の人間のように服を着き替がえたりしなければならないわけだ。

「なら僕ぼくも自分の水着買ってこないといけないんで、鈴世さんと一緒に行ってきますよ」

「ではそれはそれで良しとしてだ、あとは……」

　ルゥの言こと葉ば尻じりに合わせて全員がフーのとある場所に視線をロックオンさせる。何か悪い予感がした彼女はビクッと体を震ふるわせた。その場所とは……

「さすがにこれは……」

「うむ、残念だが」

　皆が狙う場所、それはフーの長い髪かみだった。

「ここまで長くするのは大変だったと思うんですが、このままでは歩きにくいですし、引きずると汚よごれちゃいますしね」

「ハサミを用意しました」

　カナタがどこから持ってきたのか準備良く、散さん髪ぱつ用のハサミと梳すきバサミを持ってきた。その銀色の輝かがやきが目に入った途端、フーはその場から逃にげようと立ち上がる。ルゥは逃のがすまいと彼女の体を後ろから抱きかかえた。

「ぬふふふ、さあーどこからちょん切ってやろうか？」

「なんでそう、よけい怖こわがるような言い方するんですか……」

　胡座あぐらをかいて座ったルゥの膝ひざの上にフーの小さな体が乗っている光景は、なんとも可愛らしいものだったが、彼女の涙目だけが微び妙みように合っていなかった。

「ささ、ここはルゥ様と民蔵に任せてお前達は買い物に行ってくるがよい」

　本当に任せておいていいのだろうか？　という心配をしつつ良児と鈴世は二人して宿を出た。
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　鈴世と共にやってきたのはチェーン展開している衣料量りよう販はん店てん。色々調べたのだが、人口数万人の小さな町であるこの北々町には服が買える所といえばここくらいしかなかった。あまりお洒落とは言い難い場所だが、よく探してみると意外な掘ほり出だし物ものがあったりするからびっくりだ。値段も爆安だし、財布にも響かなくていい。

　というわけで良児は早々に無難な膝ひざ丈たけのショートパンツ水着を選んだ。それを手にしたまま服を見て回っている鈴世のもとへと向かう。

「何かいいのありました？」

「え、あ、ぶらっと見てただけで……」

　良児が近付くとなぜか途端に落ち着きをなくす。それに彼女は何か言いたいことがあるようで先程からずっとモジモジとしている。なんだろう？　と思ってそのまま待っていると、

「あ、あの……で、できたらでいんですけどぉ……あっ、ほんとに手持ちぶさたで絵しりとりをやってしまうくらい暇ひまだったらでいんですぅ……」

「どんだけ僕は暇なんですか……ていうか一人じゃできないし」

「え、あっ、そうなんですが、その……思い切って言ってしまうと……

　一緒に私の水着を選んでもらえますか？」

「えっ……」

　不意を突かれて一いつ瞬しゆん良児の思考が停止した。女子の水着なんか選んだ経験などあるわけないし、そもそもその場で自分は何をしていればいいのかも分からない。思し惟いが止まるのも当然だった。

「あっ、む、むむっ無理にとは言いません。迷めい惑わくじゃなかったら……」

「いっ、いや、迷惑とかそんな！」

「じゃ……あ？」

　鈴世は不安げに、そして上うわ目め遣づかいでおねだりするような顔で迫せまってくる。これは卑ひ怯きようすぎる。それが素だから尚なお更さらだ。

　良児はぎこちない素そ振ぶりで頷いた。それで鈴世の表情がぱあっと明るくなる。

「よかった、私、人の服は選ぶことができるんですけど、自分のこととなると途端に自信がなくなって結局何も選べなくなっちゃうんですよ」

「なに言ってるんですか、鈴世さんなら何を着ても似合うのに」

「またぁー、花はな井い君はいつもお世辞がお上手ですね」

　いや、お世辞じゃなくて本当にそう思ってるのだが……。

　そんなことを考えている内に鈴世は別のコーナーへと足を進めていた。

「こっちです」

　手招きする彼女に誘さそわれてそちらに向かう。そこから先の空間は男子が踏み入ってはいけないような別の空気が漂ただよっていた。目にも眩まぶしいカラフルな布地がハンガーにかかって所とこ狭ろせましと陳ちん列れつされている。これから向かう季節は冬だというのにこれだけの品を揃そろえているのはやはりスパリゾート効果だろう。様々な形の水着が並ぶ中で、さっそく鈴世はあれやこれやと手にとって品定めをしている。それらを自分の体に当ててみては設置されている鏡に向かって確かめていた。

　良児はその光景を見ながら思った。なぜにあなたは、よりにもよってこれだけある水着の中から、そんなに小さな布切れでしかないきわどいデザインのものばかり選ぶのですか？　と。

　今手にしている白色の三角ビキニなんか、布がほとんどなくて下着よりも過激だ。これを作った人は何を考えているんだろうか？　しかも彼女はそれを嬉うれしそうに良児のもとに持ってきて、

「これなんかどうです？」

　とか言ったりするのだから困ってしまう。

「あ、そ、そうですね……いいと思いますけど」

　内心ではこんなものを近くで着られたら正気ではいられないと思っていた。それに自分だけでなくて周囲の人間も鈴世のことを平然とは見ていられないだろう。そんな彼女が心配で、親心的なものから良児はもう一方の手に持っている水着を指差し言った。

「でも……僕はこっちの方が好みかな」

　それは薄ピンク色のこれまた三角ビキニ。これもこれで十分露ろ出しゆつ度どの高い水着だったが、肩かた紐ひもの付け根に同色のリボンが付いていたり、腰こし紐ひもの部分にも同形のものが付いていたりしてセクシーさよりも、可愛らしさを前面に出した作りになっていた。これの方が鈴世らしいと思ったのだ。

　当の本人はそちらはあまり気に入っていないのか一瞬だけ渋しぶい顔をする。だが、

「じゃ、これ試着してみますね」

「えっ、試着!?」

　まさかそんなことになるとは思ってもみなかったので声が裏返ってしまった。

「なにかまずいですか？」

「いっ、いえいえ、問題ないです」

　フィッティングルームの前まで行き、「そこで待ってて下さいね」と告げて鈴世はカーテンを閉める。すぐに中でごそごそと服を脱ぬいでいる音がし始めた。

　これは拷ごう問もんだ。

　布が擦すれる音が伝わってきてリアルに色んなものを想像してしまう。この場から今すぐにでも立ち去りたい気分を抑えて待っていると背後から声がかかった。

「お待たせしました」

　良児は声に反応して思わず振ふり向むく。

　視界に入ってきたのは先程の水着の中にすっぽりと体を入れた鈴世の姿だった。普ふ段だんは制服の下に隠かくれている肌が今、目の前にある。しっとりとしていて見るからに柔らかそうな白い肌が。

「どうです？」

　と言って一回りして見せるもんだから、小さな布に辛うじて支えられている大きな胸が揺ゆれた。綺麗な線を描えがく背中とそこから続く魅み惑わくのヒップライン。なにもかもが文句無しのプロポーション。

「花井君？」

「え？」

　気が付けば鈴世が恥ずかしそうに頬を染めながら首を傾かしげていた。どうやら意識がどこかへ飛んでいたらしい。

「あ……すっ、すごく似合ってますよ」

「ほんとですか!?」

「うん、鈴世さんらしいです」

「実は私、最初着てみるまではこれはどうかなって思ったんですよぉ。でも着てみたらなんか良さそうな気がしてきて……でもちょっと不安で……でも花井君にそう言ってもらえて自信が出ました。私、これにします！」

　後は二人でフーの水着を選んで、それらをまとめて購こう入にゆうした。その代金だが、

「フーの水着代は部費から出す。よってお前が払はらっておけ」

　と訳の分からない事をルゥから命じられ、なぜか良児が支し払はらう羽目になっていた。
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　買い物から帰ってきた良児達を出で迎むかえたのは、あまりにも変へん貌ぼうを遂とげすぎたフーの姿だった。

「ちょっ……これは一体どうなってるんですか!?」

　部屋に入るなり、良児は買かい物もの袋ぶくろを放り捨ててルゥに詰つめ寄る。

「いや、さっ、最初はカナタが切ろうということになったのだ。だがフーが嫌がるのでな、このルゥ様が自らそりゃあもう悪あく魔ま的てきカリスマ美容師に成り切ったつもりでやってみたら……いつの間にかあんなことに……」

「悪魔的なのは認めますが、誰だれがカリスマですって？」

「え、いや、その……」

　ルゥはたじろぎながらすごすごと畳の上をすって壁際に張り付く。そんな彼女を捨て置いて、良児は改めてフーの頭に目をやり、嘆たん息そくした。

「はぁ……」

　むくれた顔をしたフーの髪の毛はこうだった。

　まず、左右が非ひ対たい称しようだった。あっちを切りすぎては、こっちを合わせなければという悪あく循じゆん環かんにはまってしまった典型である。特にサイドなどはやけくそ気味に右半分だけが短くなってしまっていた。それで後からまずいと思ったのか妙みようにボリュームアップさせた形でスプレーかなんかで固めたりした痕こん跡せきが残っていた。酷ひどいのはその髪に施ほどこされたアクセサリーの数々である。大量のヘアピンや櫛くしなど盛り立てて、ゴムで縛しばったりなんかしてなんとか誤ご魔ま化かそうとしているグダグダ感が伝わってくる。

「どうやったらこんなふうになるんですか……」

　ついでに言うと辺りには何も引かないで切ったせいで薄黄緑色の髪の毛があちらこちらに散乱していた。

「これは後で大おお掃そう除じですね……」

　とりあえずアクセサリー類を外して、なんとか形を整えよう。人の髪の毛など切ったことはないがやってみるしかない。

「フーちゃんここへ座って」

　部屋に転がっていた適当な段ボール箱を目の前に据すえる。彼女は素直にそこへと腰こしかけた。頭に付いているものを外し始めると鈴世が寄ってきて「私も手伝います」と言ってくれた。







　それから二人で悪あく戦せん苦く闘とうしつつ、フーの頭はとりあえずまともなものに仕上がった。ただ一番短く切られている長さに合わせなくてはならず、もとの長い髪を生かした髪かみ型がたとは大分かけ離れてしまっていたが。

　肩かたまでのセミロング。そして形を繕つくろう為に両サイドを短く結んでいる。

　…………これはこれでありだと思う。

「かわいいと思いますよ」

　鈴世はフーの背中越ごしに鏡を覗のぞく。

「前の長い髪のフーちゃんも良かったけど、こっちもすごく似合ってますね」

　良児がさらにそこに加わると、フーの顔がほのかに色付いた。どうやら気に入ってくれたらしい。

「では、全ての準備が整ったところで早速出発だな」

　今の今まで暇そうに傍ぼう観かんしていたルゥが、こちらが終わったとみて元気よく立ち上がったのだ。

「いーえ、その前にこれを片付けないと」

　良児が示したのは部屋中に散らばった髪の毛。それに一連の騒そう動どうで捲れ上がった畳とか、崩れたゲームソフトの山とか……それにまた髪に毛が混ざったりなんかしてとんでもないことになっていた。

「この際だから全部まとめて綺麗にしちゃいましょ」

「えー」

「えー、とか言ってないでさっさとやりますよ」

「ふんっ、なぜルゥ様がそのような下々の者がするようなことをせねばならぬのだ」

　とかなんとか口を尖とがらせてぶつぶつと文句を言いつつも彼女は手を動かし始める。しかしハタキを持ったその手は適当に辺りを叩たたいているだけで、結局片付けにはまったく貢こう献けんしていなかったのだが……。







　すべての片付けが終わった時には外はいい感じの黄たそ昏がれ時どきになっていた。そういえば、まったく時計を見ていなかったことに気付いた。買い物に出たのも何時なのか分からない。だらだらとしていたら時間の感覚が狂くるってしまっていたようだ。ただ言えるのは今からプールに行っても仕方がないということぐらい。

「ほれみろ、良児がこんなことやらせるから日が暮れてしまったではないか」

　ルゥは「それみたことか」という表情でおでこの上にハタキを立たせてバランスを取っている。

「明日にすればいいじゃないですか。朝から一日中遊べますし」

　良児は片付いたことで日差しの戻った窓辺に寄り、外を眺ながめる。外は少し曇くもっていてはっきりとは夕日の姿はうかがえない。だが濃のう紺こんの水平線の向こうに確かに太陽があり、これから夜がやってくると告げている。

　そんな空と海との境界線から視線を戻し、障子戸を閉めようと思ってそこに手をかけた時、良児の視界の端はしに何かが映った。それは宿の前に走る通りの向かい側。そこにある電柱の陰かげからこちらをじっと見上げている人の姿があったのだ。

「あれは……」

　良児が目を凝こらすとそれに気付いた相手は慌てて陰へと隠れる。そして再びそーっと顔半分だけを覗かせる。人ひと影かげの服装には見覚えがあったが、そんなヒントがなくても良児にはその人物が誰だかすぐに分かった。ここのところ学校では毎日視界に入ってくるのだから。

「何してるんだ……あの人は……」

　それは神名ひかりだった。今まで気付かなかったが、いつからそこでそうしているのだろう？　そんな場所にいつまでもいたら風か邪ぜを引いてしまうし、声をかけて中に入ってくればいいのにとも思う。

「どうしたのだ？　何か面白いものでも見えるのか？」

　背後からルゥが近付いてきて良児の体を押し退のける。

「いや、そこに神名さんが……」

　彼かの女じよにそう告げて視線を戻すと――

「って、あれ？」

「いないではないか」

　もう一度電柱の陰をうかがってみるが彼女の姿はそこにはなかった。ルゥの姿を見た途端どこかへ走り去ってしまったのだろうか？

「いたところで、こちらとしては迎むかえ撃うつだけだがな」

　ルゥは拳こぶしを鳴らす。

「どうしてそう彼女だけ目の敵のようにしてるんです？」

「ん？　それはだな……」

　ルゥは言いかけて考え込んでしまった。なんでそうしているのか本人も分かっていないという様子。

「ルゥ様の中の悪魔的本能があいつを近付けちゃならんと警告しているのだ」

「なんですかそれは……」

「とにかく、嫌いやなものは嫌。それだけだ」

　彼女はそのまま戻って行き、広くなった部屋の中央で大の字になって寝ころんでしまった。良児はその姿を見て軽く溜ため息いきを吐つき、障子戸を閉めた。







ＦＩＬＥ．３　常夏の楽園







　そこは真夏だった。

　本物の椰子の木が覆おおい茂しげり、人工の砂浜が作られ、南国の野鳥や蝶ちよう達も飛び交う。まるで本物の南国がそこにはあった。

「おおおっ、ルゥ様が思った通りの場所だ」

　良児の隣となりでルゥが歓かん喜きの声を上げた。

　良児達は開園時間丁度を待って例のスパリゾートプールにやってきていた。高台に造られた東京ドーム何個分と呼ばれる広大な敷しき地ちは、とてつもなく大きなドームに囲われ、いつでも内部を常夏の温度に保ち、全天候、オールシーズン泳ぎを楽しめる場所となっていた。南国のイメージで作られた内部には定番のスライダーや流れるプール、波の出るプールなどの他に、広々としたメインプール真ん中に海かい賊ぞく船せんが浮うかんでいたり、人工の崖がけの上からは滝たきが流れ落ちていたり、フラダンスショーのステージがあったりとプールとしての枠わくを超こえたスケールの大きいものばかりだった。これら全てのプールに温泉が混ぜられているのだから少々入場料が高くても気にならない。現に閑かん散さんとした町の雰ふん囲い気きと打って変わって中は沢たく山さんの人々で賑にぎわっていた。

　一応、ルゥとしてはただ闇やみ雲くもに東北までやってきたのではなく最初からここに来るつもりだったのだ。そこをどこからか道を外れてここまでに大分遠回りをしてしまったという……。

「これは悪事のし甲が斐いがあるというもの。なあ良児」

　黒のゴスロリ水着を着たルゥがこちらを見上げて、にんまりとさも楽しそうに笑顔を向けてくる。思わずその姿に不覚にもドキッとさせられてしまった。多分それは、彼女が着ている水着が幾いくばくか荷担していることは間ま違ちがいない。

　上下セパレートタイプのそれには胸の周りや、腰の辺りにこれでもか、というくらいにフリルが沢山付いていた。そのボリュームは半はん端ぱない。その御お陰かげで小さな胸もかなりふっくらと見えるのだから。背中に至っては×印に肩紐がかけられていてざっくりと開いていた。羽を隠す気などさらさらないといった感じだが、それ以上にその背中の綺麗さに見惚れてしまう。形の良いヘソもフリルの間に見みえ隠れしたりして視線を釘くぎ付づけにさせる。どれもこれも普段の彼女とはまた違ちがった可愛らしさが滲にじみ出でていた。それを一番に感じさせるのがそのヘアースタイルだった。いつものロングヘアーを頭の横で結い、ツインテールにしているのだ。ただでさえ幼い容姿がその髪型のせいでさらに強調されてしまっているが、可愛らしさは倍増していた。

「どうかしたのか？　ぼーっとして」

「えっ!?　い、いやあ、ちょ、ちょっと疲れ気味で」

　良児は慌てて取とり繕った。なんとなく顔が紅潮してゆくのが分かる。なんでこうなるのかは自分でも分からない。

　そんな良児に向かって彼女は訝いぶかしげな目を向けた。

「さてはルゥ様の水着姿に魅み了りようされておったな？」

「うぇ!?　ち、違うっ、そっ、そそそ、そんなことあるわけないじゃないですか！　絶対違います、ありえないです！」

「そんな全力で否定せんでもよい」

「え……」

　それは意外な反応だった。少し寂さびしげな表情もうかがえたように思う。

「疲れておるなら、そこで休んでいたらどうだ？」

　そう言ってルゥは、木こ陰かげにあったビーチチェアを指差した。そのまま彼女は何も言わず、目の前の人工砂浜に足を進める。すでにそこではしゃいでいるみんなと合流する為だ。

「あ、そっ、その……」

　何か言おうとしたが言葉が思い付かない。そうしてる間にも水のかけ合いが始まってしまった。

「ほれっ、ほれっ」

「きゃっ」

　鈴世が愛らしい悲鳴を上げる。そんな彼女が着ているのは昨日、良児と共に選んだピンク色のビキニ。自然光そのままを取り入れたこのドームの下でこうしてその姿を見るとその水着も非常に健康的に映る。

　――とりあえず言われた通り少し休んでおくか。

　そう思った良児は近くのビーチチェアに腰こし掛かけた。ここからだったらみんなの様子も分かる。

　今も目の前の浅あさ瀬せでルゥと鈴世が水をかけ合っている。どうやら鈴世も反はん撃げきに出たようだったが……。その水みず飛沫しぶきが飛び交う間で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている者がいた。フーだ。

　彼女は何をどうしていいのか分からず、ただそこに立って飛び交う水に視線を合わせながらおろおろとしている。

　彼女が着ている水着は黄色を基調としたタンキニ。キャミソールタイプのトップにスカート付きのアンダー。あの後、鈴世と共に選んだものだが、彼女の緑色の髪かみの毛けと相あい俟まって良く似合っていた。

　せっかく可愛い水着を買って連れ出したのにこれでは意味がない。ルゥも気を利かせて輪の中に入れてあげればいいのに……そう思った矢先だった。

　茫ぼう漠ばくとしていたフーの顔に両側から水飛沫がビシャリとかかる。途端にフーの顔は梅干しを食べた時のような顔になっていた。それを見たルゥと鈴世は指を差して笑っていた。どうやらちゃんと考えていたようだ。

　良児の顔は自然と綻ほころんだ。と同時に疑問が湧わき上あがる。

「あれ……？」

　そういえばカナタの姿がない。水着に着替えたらこの砂浜で落ち合おうと入場前に伝えていたのに。広い敷地とはいえ迷うような人でもないし、一体どこへ行ってしまったのだろう？

　不安に駆かられながら辺りを見回してみると、良児の目はとある場所で止まった。それはこの半円形の波打ち際をずっと辿たどった一番端。人工の波を作り出している岩場のすぐ傍そばだった。誰もいない砂浜にぽつんと体育座りで座っているカナタがいたのだ。あの目立つ銀ぎん髪ぱつだから見み間ま違ちがうはずもない。

「なんであんな所に？」

　ビーチチェアから立ち上がった良児の足は迷わずそこへ向いていた。

「どうしたんです？　こんな所で」

　そう言いながら背後からそっと近付く。すると彼女はゆっくりと顔を上げた。

　彼女が着ているのは何の変へん哲てつもない紺こんのスクール水着。構成変へん換かんでどんな形の水着でも出せる力があるというのに、なぜにあえてそれなのかが理解できない。それでも妙に似合ってしまっているから困りものだ。

　そのまま良児は彼女の隣に腰掛ける。水に濡ぬれた砂地はしっとりとしていて冷たかった。

「みんなと一いつ緒しよに遊ばないんですか？」

「無理」

「??」

　カナタの視線は真っ直ぐ前に向けられていて、どこを見ているのか分からない。

「私の存在がフーの恐きよう怖ふを煽あおる」

「あ……」

　なるほど、そういうことか。

　髪の毛を切る際も触ふれさせてはくれなかったようだし、結局ルゥ一人で切ったもんだからあんなことになってしまったのだ。

　カナタは砂を掴み上あげては落とす動作を延々と繰くり返かえしている。その顔は相変わらずの無表情だった。

「じゃ、僕と一緒に泳ぎましょ」

「？」

　せっかく来たのに、ここでこうしていてももったいない。

　良児は促うながすように先に水の中へと足を踏ふみ入れた。

「あっ、結構見た目よりは温かいですよ。カナタさんもほら」

　誘われて彼女もゆっくりとではあったが波の中へと進み出る。その時だった。

「のわっ!?」

　大波が良児の背中を打ったのだ。それは数十回に一回発生するよう組まれたアトラクションプログラムの仕業。足を取られた良児はそのまま前まえ屈かがみになって正面からやってきたカナタの懐ふところへと倒たおれ込む。

　気付いた時には彼女の胸元に抱だき止とめられていたのだ。

「わわっ、すいません！」

　良児は慌あわてて身を起こした。

「不ふ可か抗こう力りよく、私は気にしていない。偶ぐう然ぜん、偶たま々たま、邂かい逅こう、僥ぎよう倖こう、いえ、仕方がない、仕様がない、避さけられない現実」

　カナタの口調は平然と、そして淡たん々たんとだったが、いつもより口数が多いようでもあった。良児も良児でこの後の気まずい状じよう況きようをどうしたらよいのか図りかねていた。

「あ、あの」

　それでもなんとか取り繕おうと彼女に歩み寄ろうとした。そんな時、

　バィィィン

　と音を立てて頭部が震しん動どうする。

「あてっ」

　良児の頭で跳はね返ったそれは袂たもとの波間の上で優ゆう雅がに浮かぶ。それはタコ焼き柄がらのビーチボールだった。しっかりとソース、鰹かつお節ぶし、青あお海の苔り、そしてマヨネーズまで再現している。よくもまあここまで……と作った人のことを考え感心する。

「何をすみっこの方で二人してこそこそやっておる！」

　振り向けばそこには腰に手を当てた膨れっ面つらのルゥがいた。彼女の後ろからは鈴世とフーもやってきている。

「えっ、いや、その、カナタさんが一人で寂しそうだったものですから」

「なんだ、まだ慣れぬのか？」

　見ればフーは鈴世の太ふと股ももの陰に隠れていた。

「それはそうと、そろそろ行くぞ。それで呼びにきたのだからな」

「行くって、どこにです？」

「悪事に決まっておろう。我が悪党稼か業ぎよう部はその為ためにわざわざ南国合宿を組んだのだ」

「はあ……」

「まずは勢い付けにメインプールにある海賊船を占せん拠きよする！　これが燎りよう原げんの火となるぞ！　皆みなの者、ルゥ様に続けぇーい！」

「続けぇーいって……ああっ、ちょっと待って下さいよ」

　答えなど聞かぬ内にルゥは声高に叫さけび波打ち際を走り出した。良児達は慌ててその後に続く。

　彼女が向かうのはこの施し設せつの中央に位置するメインプールである。そこがメインということもあってプールの面積も最大、広々としたプールの中心にはこのスパリゾートのシンボルともいうべき海賊船が浮かんでいる。もちろんそれは本物の海賊船ではないが、ちゃんと内部も精せい巧こうに作られており、デッキに上がって海かい賊ぞく気分を味わいながら遊ぶこともできるのだ。

　ルゥは走りながら告げる。

「このプールの象しよう徴ちようともいうべきあそこを陥かん落らくすれば、ここら一帯は我が手中に落ちたも同じ。鈴世とフーはルゥ様と一緒に操そう舵だ室しつを占拠、良児お前はとりあえず取り付いている人間共の排はい除じよを優先しろ」

「排除って……」

　無む邪じや気きに遊んでいる子供達をプールに叩き落おとせと言うのだろうか？　まあそんな無茶をさせない為にもここはその役目を自分が受けておいたほうがいいだろう。

　そうこうしている内に前方にドクロのマークを据えた帆ほが見えてきた。

「では突とつ撃げきーっ！」

　ルゥはプールサイドまでやってくるとスピードを緩ゆるめることもせず、そのままの勢いでメインプールの中へと飛び込んだ。水柱が上がる。

　飛沫しぶきを浴びた良児達は一歩手前で踏み止とどまっていた。顔に付いた水を拭ぬぐい目を開けると、前方の水面下にルゥと思われる黒い影かげが揺らいでいた。

「もう……ちょっとは前置きってものが……」

　そこまで言って良児は違い和わ感かんを覚えた。そう、勇んで飛び込んだルゥが潜せん水すいしたまま一向に上がってこないのである。

「まさか……」

　体内を止め処ない不安が駆け抜ぬける。

　良児はプールサイドの端に足をかけ、蹴けり付つけた。

　上がる水飛沫。潜水すると目の前でもがき苦しむルゥの姿が目に入る。

　混乱して暴れる体を掴つかみ上げるのは至難の技。良児はそれでもなんとか彼女の腕うでを取ったものの、物もの凄すごい力で体ごと引き込まれる。

（ちょっ!?　ルゥ様、落ち着いて！）

　そうはいってもこんな水中では伝わるはずもない。だがこのままでは一緒に溺おぼれてしまう。良児は思い切って強引に彼女の胴どうの辺りを抱き、思い切り水底を蹴った。







「ぶえっふぉっふぉっ！　うひぃあー死ぬかと思った」

　ルゥは噎むせ返りながらビーチチェアにもたれかかった。その傍で良児も咳せき込む。

「けほっ、ごほっ、死ぬかと思った、じゃないですよ！　こっちは心配したんですからね。泳げないなら泳げないって言ってくださいよ！」

「いやあそれがルゥ様もびっくりでな、今それを知った」

「は？」

「よくよく考えたら泳ぐという行こう為い自体初めてだったのだ」

　信じられない。そう思ったが、考えてもみればルゥは悪あく魔まとして生まれたばかり、そんなこともあるのかと納得せざるをえなかった。

「足着くんですよね？　だったらなんで溺れるんですか？」

「う、うるさいっ！　水に入るとなぜかそうなってしまうのだ、仕方がなかろう！」

「どんな特異体質ですか……」

　多分、水面に顔を付けただけで錯さく乱らんするタイプだということだけは分かった。

「カナヅチ」

　フーが面白がってルゥのことを指差す。

「なぬっ!?」

「とにかくまた溺れると危険ですから他の所で遊びましょ」

「なにを戯たわけたことを言っておるかっ!!」

「え」

「ここで引き下がっては七大悪魔の名が地に堕おちてしまうではないか。それに目標を目の前にしてむざむざと退散などできるはずもない」

「いや実際、ルゥ様は泳げないわけですし……そもそもあそこまでどうやって辿り着つく気なんですか？」

「ふっふっふっ、それには良い策を思い付いたのだ」

　ルゥは良児を見てにやりと微ほほ笑えんだ。

「良児、まずはお前が先に入れ」

「え、僕ですか？」

「何をまごまごしておる。ほれ」

「はあ」

　何か嫌な予感もしたが、断ってどうにかなるものでもないので素直に入水する。

「それで前を向く」

「こ、こうですか？　って、うわっ」

　言われるがままにプールサイドに背を向けた直後、良児の肩にのしかかるものがあった。

「ル、ルゥ様!?」

　良児の肩にのしかかり、そこからすらっと伸のびるもの。それはルゥの足だった。この状態……そう肩かたぐ車るまだ。

「さあ、今度こそ侵しん攻こう開始だ！」

「侵攻開始もなに……ぶほっ」

　ルゥの太股が良児の顔を両側から挟はさんできたり、首の後ろに柔やわらかいものを押し当あててきたり、そちらの方が心を動どう揺ようさせてしまってそれどころではない。

「何をやっておる、とっとと進まんか」

　そう言って頭をぺしぺしと叩いてくるが、良児としては「お願いだから動かないでくれ」と願うだけだった。

　困こん惑わくする思考。そしてそこにとどめを刺さすように彼女の太股が良児の首根っこを締しめ上げた。

「ぐえっ」

「おいっ!?」

　再び大きな水柱が上がった。







　ツインテールの先から水が滴したたり落ちる。ルゥは口を尖らせ、腕を組み、息を荒あらくしていた。

「もうこれで懲こりたでしょ？」

「ルゥ様の海かい賊ぞく船せん奪だつ取しゆへの熱い思いは変わらない」

「まだ諦あきらめないんですか？」

「そう、諦めたくはないのだが……うむむ」

　さすがのルゥも良い方法が思い付かないらしい。そんな彼女の瞳ひとみにプールサイドに設けられた売店の様子が映る。アイスやスナック菓が子しの他にゴムボートや水中眼鏡などの商品が並ぶ。その中で目に止まったものがあった。

「これだ！」

　ルゥは売店に駆け寄より、積んであった浮き輪わを取り上げる。

「なぜ今までこんな簡単なアイテムに気付かなかったのだろうか。良児、これを買うぞ！」

「買うぞ……って」

　一言言う前に彼女はそれをもってすでにプールの中に飛び込んでいた。売店のおばちゃんが険しい顔をしていたのでお代を払わないわけにもいかない。良児は泣く泣く、これまたどうしてこういう商品を考えるんだろうと思わせるドーナツ柄の浮き輪代を払い……満面の笑みでプールサイド付近の水面にふよふよと浮く彼女に耳打ちする。

「ルゥ様、いくら浮き輪があっても、もしもって事がありますよ？　たとえば穴が空いて空気が漏もれたりとか」

「大だい丈じよう夫ぶ、準備は万全だ」

　口元をにやりとさせて彼女が両手に掲かかげたのは、穴が空いた時の修理用パッチとよく見かける黄色い簡易空気入れ。

「いつのまに!?」

　慌てて売店に視線を戻もどすとおばちゃんがお代を求めて無言でこちらに手を向けている。

　追加でそれらの料金を払い終えた時には、彼女は鈴世を連れだって海賊船に向かおうとしていた。

「さあ行くぞ、良児」

「しょうがないですね……」

　嘆息しながら良児はゆっくりと水の中へと入った。それを見計らってルゥはバタ足で優雅に水面を進み始める。と、そこに、

　ピシュッ

　小さな飛沫が浮き輪の数センチ横をかすめたのだ。

「ん？」

　それは浮き輪を狙ねらった矢だった。矢といえばもちろん、カナタである。彼女はプールサイド上からこちらにむかって改竄弓クラツクボウを構えていた。

「カナタさん!?」

「一応、悪意を伴ともなった行動を制する義務が私にはある」

　そう言って彼女は引き金を素早く引く。連射された矢がルゥの周りにたくさんの水飛沫を上げさせた。

「のわっ！　こらっ民蔵！　せっかく買った浮き輪に穴が開くではないか!!」

　それほどやる気はないにせよ、天使としてはこれからルゥがしでかそうとしていることを見み逃のがすことはできないのだろう。

「フー！　お前はそこで民蔵を食い止めるのだ！　頼たのんだぞ！」

「えっ、えっ、フーちゃん??」

　プールサイドに残っていたフーは突とつ然ぜんの頼まれ事に泣きそうな顔する。ただぼんやりとしていただけだったのに、それが不幸にも（？）苦手な終結者ターミネータとの対たい峙じという状況を作り上げてしまっていた。

「い、いやっ、フーちゃんいやっ」

「期待しておるぞ、はっはー」

　バタ足を加速させたルゥはにこやかに、且かつ、無責任に叫んだ。

　どうにもならない状況でフーは涙なみ目だめで立たち尽くしている。対するカナタは攻こう撃げきの手を止め、今は目の前にいるフーのことをじっと見つめていた。

「あの二人、大だい丈じよう夫ぶですかね？」

　良児は前を行くルゥに続いて泳いでいた。

「なあに『仲良きことはニョッキことかな』とも言うではないか」

「なんでジャガイモのパスタ!?　分かりにくいし、その前に意味分かんないですし！」

「何はともあれ状況は我に味方した。今こそ攻こう勢せいに出る好機だ。ほれ、もう着いてしまったではないか、なんとも容易い」

「近くにくると結構おっきぃですねぇ」

　船底を撫なでながら鈴世が感心している。その船底からデッキに向かって何本もの梯はし子ごが伸びており自由に登って中で遊ぶことができるようになっているのだ。

　ルゥは登り難いだろうに浮き輪を付けたままその梯子を登り始める。肌はだ身み離はなさず持っているのは一度溺れかけた恐怖があってのことだろうか？

　デッキに降り立った良児達の前に現れたのは同じ中学生くらいの子供達だった。彼かれらはアトラクションとして、船上から定期的に噴ふき出だす噴ふん水すいに歓かん声せいを上げながら状況を楽しんでいる真っ最中だった。

「むむむっ、こ、こういうのは船長室か操舵室を占拠した者が所有権を主張できると決まっておるのだ」

「そ、そうなんですか……？」

　また無茶苦茶な理論を持ち出してきたなと思う。

「行くぞ者共」

「はい♪」

　清々しいほどにこやかに鈴世が柔らかな拳を振り上げる。この人が考えていることもいまひとつよく分からない良児だった。

「出あえ、出あえっ！」

　そんな掛かけ声ごえと共にルゥは操舵室に討ち入った。時代劇の見過ぎの影えい響きようなのだろうが、何か使い方を間違っている。で、そんなふうに勢い勇んで突とつ入にゆうしたのだが、中には誰もいなかった。

　内部は多少過か剰じよう演出的なものもあるが本物の船のようにしっかりとした造りだった。操そう舵だ輪もしっかりと付いていたし、海図を広げて見るような大きなテーブルもあった。このまま風を受けて今まさに走り出してもおかしくない、そんな感じさえ受けた。

「ぬふ、もぬけの殻からではないか。よし、このまま上の船長室もいただくぞ」

　ルゥは室内にあった階段を駆け上のぼった。それはこの操舵室の上階に位置する船長室へと続く階段だ。彼女の後を追ってるんるん気分で階段を上る鈴世に、やれやれと良児も続く。

　上階はとても見晴らしの良い場所だった。窓からはこのメインプールが一望できるし、気分も晴れ晴れとする。だが、そういう気持ちになれない者が良児のすぐ傍にいた。ルゥである。彼女はむくれた表情で窓辺に立つ人物を睨にらみ付けていた。先客が一人だけいたのだ。今まで誰もいなかったことの方が不思議なくらいなのだが。

「おのれ、神しん妙みようにしろ！　お縄なわを頂ちよう戴だいいたす！」

「ああっ、ルゥ様！」

　止めたが遅おそかった。ルゥはその人物に飛びかかっていたのだ。

「なぁに？　騒さわがしいわね」

　その騒そう々ぞうしさに飛びかかられた方の人間は不快な声を発しながら振り返った。その瞬しゆん間かん、両者の時が止まる。僅わずかな静せい寂じやくの後、ルゥも相手も驚きよう嘆たんして互たがいに飛び退いたのだ。

「ぬうああああっ、馬ば鹿か女！」

「なになになに!?　突然現れてびっくりさせないでよ！」

　それは神名ひかりだった。彼女とここで出会ったことも驚おどろいたが、それ以上に良児を驚かせたのはその水着だった。黒くろ髪かみに対比させるように純白のワンピースを身にまとった彼女。そのデザインはワンピースにもかかわらずビキニよりも少ない布地で構成されていた。脇わき腹ばらから腰にかけてが全て編み込みで粗あらく開いていたし、胸元も背中も同じようにヘソの辺りまで編み込みが侵しん食しよくしていた。外見だけでなく中身ももちろん完かん璧ぺきなスタイルだ。

「なんだそれは、穢けがれた肉を見せるな、目が潰つぶれる」

「相変わらずひどいわねっ、あんた」

「それはそうと、お前なぜこんな所にいるのだ？」

「あんたが入部させてくれないからでしょ」

「そんな理由でここまでついてきたのか？　暇ひまな奴やつだな」

「だから前々からそう言ってるでしょ」

　ルゥが言うそんな理由で、というのは良児もそう思った。入部というそれだけの理由でわざわざこんな東北くんだりまでついてきたり、宿の前で張ってたりしたのも自分達の行き先を把は握あくする為だろうし、ということは彼女自身もどこかに宿を取って泊とまっていたのだろう。普ふ通つうそこまでするだろうか？

「あんた達がここに入るのが分かったから、高い場所でこうして捜さがしてたわけ。そしたら突然後ろから現れるんだもん、そりゃあびっくりするわよ」

「なるほど、じゃ」

　ルゥは一人で納得して階段に足をかける。海かい賊ぞく船せん占せん拠きよへの熱い思いも冷さめてしまったという感じだ。

「ちょっ、納得してんじゃないわよ！」

「ルゥ様、それはあんまりじゃないですか」

「あいつは甘あまやかすと付け上がるぞ」

「もう……」

　ひかりのことになるとルゥはそうやっていつも真面目に向き合おうとしない。

「そこまでして入部したいって言うんですから十分じゃないですか」

　ルゥは数瞬しゆん考えたようだったが……

「勝手にすればいい。でも入部は絶対認めんぞ」

　強情だな、と思いつつも良児は苦笑いし、ひかりに告げる。

「神名さん」

「え？」

　突然良児に呼ばれ、ひかりは不意を突つかれたような顔した。

「何がしたいですか？」

「えっ……？　あ、その……あの……」

　いつもの勝ち気ではっきりと物を言う彼女が珍めずらしくモジモジとしている。しばらくの間そうしていた彼女は頬ほおを染め、恥はずかしそうにこう言い放った。

「一緒に……遊んだらいいと思うの」

「なにが、『一緒に遊んだらいいと思うの♪』だ。きもいっ、きもいっ」

　ルゥはクネクネと身を捩ねじらせてひかりの真似をして見せる。

「あんたっ！　あたしはそんなんじゃないわよっ！」

「何言ってる、そっくりじゃないか」

「むきーっ」

　二人は窓辺で取っ組み合ったかと思うと、互いの肩かたをド突き合あい始める。

「またもう、二人とも止めて下さいよー」

　間に入るが互いに良児のことは視界に入っていない様子で毎度の罵ののしり合いが始まるのだった。
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　船上でのバトルに止めに入った良児は、へとへとになってプールサイドへ辿り着いていた。もちろん他のみんなも、そしてひかりも一緒だ。

　疲つかれた体にむち打って、プールから上がるなり最初に目に入ってきたのはフーとカナタの状況だった。彼女らは良児達が海賊船に出発した時とまったく同じ状態でそこで対峙していたのだ。ヘタをすると一ミリも動いていないんじゃないかと思えるほどに手や首の角度も同じだ。

「あの……まだやってたんですか……」

「フーちゃん疲れた」

　フーは泣きそうな顔をしていた。だったら早く止めればいいのにとも思ったのだが、それも酷こくな話だろうか？

「ささ、もういいですから休みましょ」

　プールサイドにはビーチパラソルとそこに付属するようにテーブルと椅い子すがあった。良児はフーとカナタにそこへ座ることを勧すすめる。

「ふぅ……なんだか異常に体力を消しよう耗もうした気がするぞ。ルゥ様は腹がへってしまった」

　すでにルゥはどかっとそこに腰かけていた。

「そろそろお昼の時間ですしね。午後に備えてここらで燃料を補給しときましょうか」

「さんせーいでーす♪」

　鈴世が高らかに手を挙げる。他の面々もそれに同意といった顔をしていた。

「神名さんも、お腹空いてますよね？」

「あ……そ、そうね、うん」

　ひかりは未だモジモジとしていた。なぜだか輪の中に入った直後から、今までの気き丈じような性格がどこかに行ってしまったようでもある。それに変化が起きたのは彼女だけじゃなかった。

　ビーチパラソルの周りにみんな集まっていたのだが、そこにそうしてひかりが分け入ってきた途と端たん、彼女の姿を目にしたフーが、

「あっ、あっ………………ぷつん……ぷしゅぅぅぅぅぅ」

　と声を上げ、前の時のように頭から蒸気を発してフリーズしてしまったのだ。特に難しいことは言っていないのに、だ。

「フーちゃん!?」

　たまたま傍にいた鈴世が倒れる彼女の頭を支える。すかさずそこにカナタがやってきてフーの額に手を当て再起動を試みる。ピコッと音がしてフーはものの数秒で目を覚ました。

「……ありあと」

　フーはカナタに向かって照てれ臭くさそうにそう呟つぶやく。

「なに？　なに？　あたしのせい？」

　ひかりが心配そうにフーの様子を覗のぞいてくる。
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「いやもう大丈夫です。多分ちょっと疲れたんですよ。お昼ってのも丁度良い時間だったかもしれません。少し休みましょ」

「じゃあ、じゃあ私、みなさんの分のお昼ごはん買ってきますね」

「あ、すみませんお願いします」

　お昼ひる御ご飯はんという言葉に過剰反応する鈴世が元気良く買い出しに志願し、そのまま勢いですっ飛んでいった。

　良児はひかりに座るよう勧め、自分は周りから鈴世の分の椅子も集めてきてテーブルの周囲に置き、座る。

　フーも久しぶりの外の世界で目が回ってしまったのだろう。良児もメインプールでの一件で少し疲れてしまった。どうせまた午後になったらルゥの悪戯いたずらに付き合わさせられることになるのだろうし、ここら辺で一いつ旦たん充じゆう電でんしておかねば身が持たない。珍しくルゥとひかりも顔を合わせつつも静かにしているようだし、良児は軽く瞼まぶたを閉じて背もたれに身を任せた。
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「おい、良児」

「ぎふっ」

　脇腹を突くルゥの指で良児は飛び起きた。どうやらウトウトとしてしまったらしい。

「な、なんです？　いきなり」

「鈴世が帰ってこんのだが」

「え？」

　良児はプールサイドに設置された時計を見る。あれから一時間は経っていた。いくらなんでも遅すぎる。とてもとてもいやーな予感がしたが、ここにこうしていても仕方がない。

「ちょっと僕ぼく、捜してきますね」

「うむ、そろそろお腹の皮と背中の皮がくっつくでな。かなり急ぐと良いことがあるぞ」

「は、はあ」

　ルゥの不ふ機き嫌げんそうな視線を背中に受けながら良児はフードコートに走った。

　このリゾート施設には大規模なレストラン街が併へい設せつされている。もちろん、プールサイド上にも軽食を扱あつかう売店が所々にあるのだが、このレストラン街は水着のまま入れるとあってそちらに向かう客も多い。

　美味しい物に目がない彼女。多分、鈴世はそこだ。

　それはプール全体を取り囲むようにしてドームの内円に作られていた。端はしから施設をぐるっと一周して多様な飲食店が並んでいるのである。ファーストフードチェーンやカフェなどのように街でよく見かけるものから、フランス料理、イタリア料理、トルコ料理、ロシア料理、日本料理、中ちゆう華か料理などなど本格的なものまで東西南北、世界のありとあらゆる料理が楽しめる。中でも特に混雑していたのはこの施設の雰囲気にマッチしたトロピカルダイニングという名のビュッフェタイプの南国風レストランだった。

　ビュッフェ＝食べ放題　と聞いてあの鈴世が黙だまって見過ごすわけがない。必ずそこにいると踏んだ良児は店の外で行列を成している人の合間を縫ぬって店内に入り込む。

「お客様!?　すみません只ただ今いま順番にお並びいただいている状態で……」

　突然割り込んできた良児に対して慌ててウェイターらしき人が止めに入る。

「ごめんなさい、ちょっと人を捜してるだけなんで」

　そう断って店内を見み渡わたすと……

　いた。

　デザートコーナーでケーキを山のように皿の上に盛ってニコニコとしている鈴世の姿を発見。しかも鈴世が一度にほとんどのものをさらっていってしまっているのでデザートコーナーはすでに料理がすかすかだった。見ればデザートだけではない。他の料理もほとんど残っておらず、今も汗あせだくになったウェイターと厨ちゆう房ぼうから出てきたシェフまでが必死に補ほ充じゆうをしていた。多分、全部鈴世が食べてしまったのだろう。こんなことだから他の客はそこで皿を持って茫ぼう然ぜんとするしかなく、外の行列も納得だった。

「鈴世さん、なにやってんですか！」

「おう、良児はん、どないしはったん？」

　良児の姿に気付いた彼女はもちろんベルゼモードだった。

「ここの料理めっちゃうまいでー、しかもぎょーさん食ってもなんも文句言われへんし。ああ、このマンゴーのシブーストなんてアホみたいな旨うまさやで？　どや、良児はんも一つ」

　鈴世はオレンジ色が美しいそのケーキをフォークで無造作にグサッと刺して良児の鼻先に突き付ける。

「い、いや、いりませんて！　それよりみんなお腹空かせて待ってるんですよ？　買い出しはどうしたんですか？」

「はっ!?」

　息を飲んで山盛りの皿を取り落としそうになる。良児は慌ててそれを支えた。

「あ、そうでしたね。すみません、ついつい食べ放題に誘さそわれてしまって……」

「てへっ」と自身の頭を軽く叩たたき鈴世の口調に戻った彼女は、いそいそと席に置いてあった大量のビニール袋ぶくろを両手に抱かかえた。

「でも、ちゃんと忘れずに買ってあるんですよ。えへ」

　その袋には周辺のお店で買い集めたハンバーガーや焼きそば、お好み焼き、ホットドッグなどなどＢ級グルメが満まん載さいだった。六人分とはいえ、いくらなんでも多すぎではないかと思ったが、それはまあ鈴世なのだから仕方ないといえば仕方ない。いくつか袋を手分けして持ち良児達は店を後にした。その時ウェイターのみなさんがホッと胸を撫で下おろしていたのが印象的だった。
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「ごめんなさぁい、お待たせしましたぁぁ、ってあれ？」

　鈴世と良児が急いで戻ってくると今度はルゥとひかりがいなかった。残されていたのはカナタとフーだけ。いつの間にか二人は適度に打ち解けたようでフーは楽しそうに話をし、カナタはそれについて静かに頷うなずいていた。

「カナタさん、ルゥ様と神名さんは？」

「あっち」

　尋たずねると彼女は更こう衣い室しつがある方角を指し示した。

　なんでそんな所に？　二人きりで何の用事があるというのか？

「ちょっと行ってきますね。みんな先に食べてて下さい」

「はーい♪」

「あい」

「了りよう解かい」

　鈴世の声が一番元気良かったのはおいといて、今はルゥのことだ。あんなに腹を空かせて嘆なげいていたのだから早く知らせてあげなければ。そんな母心にも似た気持ちで良児は周辺を捜した。

　場所は女子更衣室前。あまり男がいつまでも突っ立っていると具合のよろしくない場所でもある。しかし、辺りには彼女らの姿はない。もしかして更衣室の中かもしれないと、首を伸ばしてみるも、中から出てきたお姉さんに変な目で見られたので自じ粛しゆくする。お手上げ状態のそんな時だった。

「ねえ、どういうつもりなの？」

　そんな声が良児の耳に入ってきたのだ。それは間ま違ちがいなくひかりの声だった。どうやら更衣室の裏手から聞こえてくるらしい。良児は迷わず声に引かれた。

「な、なにがだ？」

　壁かべ伝いに裏手に回るとルゥの声も聞こえてきた。やはりここにいたのだ。

「二人共、ごっ……」

　良児は言いかけて口を噤つぐんだ。同時に陰かげに身を隠かくす。そうしたのも二人の様子がいつもと違ちがっておかしかったからだ。壁かべ際ぎわで対峙していた二人は、なんというかとても真しん剣けんで、らしくない表情をしていた。ただならぬ雰ふん囲い気きというのが正しい表現だろう。

　丁度よく傍にラムネの空あき瓶びんが詰つまったケースの山があったので良児はそこに身を潜ひそめ、頭だけをそぉーっと陰から忍しのばせる。

　壁に背中を押おしつけているのはルゥ。ひかりはその彼女に詰め寄った形でそこにいた。

「あんた花はな井いくんのことどう思ってるの？」

（ぼ、僕のこと？　なぜ自分の話題が）

「ど、どうって良児はルゥ様の下げ僕ぼくだ」

　ルゥは困ったように俯うつむきながら答える。

「下僕って何よ？　それってどういう関係？」

「下僕は下僕だ！　それ以外の何者でもない」

「意味分かんないし。それって女王様ごっこみたいなもんじゃないの？　いつもいつもこき使って花井くんがかわいそうだと思わないの？」

「お、お前だって前は良児のことを上手く利用してたではないか」

「あれは昔のこーと。今は違うのよ、状況ってのは常に変化しているものなの」

「それに下僕に関してルゥ様はいつも労りを持って接しておる。なにしろ主と下僕は一心同体だからな」

（あれで労られてたんだ……）

「何が一心同体よ。ふざけないでよね！　あんたはね、主とか下僕とか言って変な理由を付けては逃にげているだけ」

「逃げている？　ルゥ様が？」

「そうよ、あんたはいつもそうやって強がってるけど、いつも逃げ腰ごし」

「なに！　無礼な！　ルゥ様が何から逃げているというのだ！」

「ほんとにお馬鹿さんみたいね。なら教えてあげるわ」

　二人が声を荒らげだし、何だか雲行きが怪あやしくなり始めた時だった。




「――あんた、花井くんのこと――好きでしょ」




「なっ……!?」

　ルゥは息が詰まったように動かなくなっていた。と、すぐさま頬が紅潮し、手足が震ふるえだす。

　それを聞いていた良児も同じように呼吸が上手くできなくなっていた。心臓がバクバクと打ち鳴らされているのが分かる。

（な、なんで、こんなに……？）

「ほら図星」

　ひかりが意地悪く微笑む。

「なっ、なななにを言っておるのだ？　お前はおかしいぞ？」

「あら？　まだしらばっくれるつもり？」

「良児はただの下僕で……好きとか、そんなん……じゃなくて」

　ただの下僕。

　その言葉だけが、なぜだか良児の胸に突き刺さる。その言葉だけが、なぜだかとても痛い。

「あーあ、あんたには失望したわ。あたしはね、意外と思うかもしれないけど卑ひ怯きような手とか大っ嫌きらいなの。だからせっかく正々堂々と戦えると思ったのに……残念だわ」

　戦う？　何のことだろう。

　ルゥも同じように感じたらしく、その言葉の意味が分からず茫ぼう漠ばくとしている。

「じゃあここで宣言させてもらうわ」

「え？」

　ひかりは誇ほこらしげに腰こしに手を当て長い髪かみを翻ひるがえす。




「あたしは花井くんのことが好き」




　良児の耳にその言葉が響ひびいた。

（え？　なんで？　そう……なの？）

　思いも寄らぬ出来事で混乱して正確な判断ができない。ルゥも何を言われたのか分からないといった感じでただ茫然としている。

「ちゃんと言ったわよ？　それにあんたはこの戦いを放ほう棄きした。それでいい？」

「ほ、ほほ、ほうきもなにも、なぜルゥ様はお前と戦わなければならぬのだ」

「ふん、いつまでもそう言ってなさいよ。でもあたしの邪じや魔まだけはしないでよね？　そんなこと言ってるくせに邪魔してくるっていうんなら……ただじゃおかないわよ！」

　ひかりから発せられる気き迫はくにルゥはたじろいだ。いつもの優位に立っていた彼かの女じよとは正反対の状態。そして同じようにその気迫に圧おされ、未だ心の整理がついていない良児は、手を添そえていたケースに不用意に力を入れてしまっていた。

　ガシャァァァン

　大だい音おん響きようを立ててケースが崩くずれ落ち、ラムネ瓶が辺りに散乱する。これだけ騒がしくすれば気付かれぬはずもない。

「あ、あの……」

「花井くん!?」

「良児!?」

　彼女らは思わぬ出来事に目を丸くしている。だが、ひかりだけはすぐに平静さを取とり戻し、笑みさえ浮うかべる。

「聞いてたの？　なら話は早いわ」

　と言って、軽く微笑みながら良児の傍そばまでやってきて腕に腕を絡からませてきた。

「ちょっ、神名さん!?」

「お昼御飯でも食べましょ。それで呼びにきたんでしょ？」

「え、ああ、まあ……」

「さあ、午後からは楽しくなるわよ」

　ぐいぐいと腕を引っ張られるがままに良児は足を進める。後うしろ髪を引かれるように振ふり返かえり、瞳の中に入ってきたルゥの姿はとても寂さびしそうに見えた。





◇






　その後の昼食は何を食べたのか全く覚えていない。覚えているのは自分の隣となりでやたらと身を寄せてくるひかりと彼女が着ている刺し激げき的てきな水着だけ。正面ではルゥがただ静かに俯いていた。好物のソース系食べ物があるというのに目もくれずに……。しかも彼女は良児と目が合うと慌てて視線を外してしまうのだ。

　ぼーっとしている内に昼食も終わり、午後からはどうしようかという時、ひかりが、

「あたし滝たきが見たい」

　と言い出したので今はみんなで施し設せつの最さい奥おうから流れ出ている滝たき壺つぼ前へと来ていた。

　鈴世達は滝壺の中に入り楽しくボール遊びをしていたが、良児はそんな気にもなれず作り物の岩場の上に腰こし掛かけてその様子を眺ながめていた。

　すると隣にひかりが座ってきた。

「花井くん、遊ばないの？」

　俯いている良児を下から覗き見みてくる彼女の顔はとても綺き麗れいだった。クラスでも彼女の人気の高さは知っていたし、その理由も頷ける。今はその身をすり寄せてきて、肩などはぴったりと肌はだと肌が触ふれ合っていた。そして彼女の気持ちもはっきりとこの耳で聞いた。

　それでも――

　そんな気にはまったくなれなかった。改めて考え直しても自分の意識は彼女へは向いていなかった。

　それよりも、もっと気になる存在がある。

　良児は流れ落ちる滝に目をやった。高低差二十メートルくらいのその人工滝は中腹の辺りが滝の裏側から通とおり抜けられるようになっている。その空くう洞どうで飛沫しぶきを飛ばす流れをじっと見つめている彼女がいたからだ。

　ルゥ。

　彼女は自分のことを「ただの下僕」と言った。本当にそうなのだろうか？　そうとしか思っていないのだろうか？　一いつ緒しよにいようと誓ちかい、寝しん食しよくを共にしてきた日々はたったそれだけの関係だったのだろうか？

　良児は今もはめたままでいる左手の手て袋ぶくろに視線を落とす。そして暗い思い出が蘇よみがえる。

　この手で自分はルゥを殺した。でも彼女はそんな自分と再さい契けい約やくをしてくれたのだ。




　――どうして？




　彼女の本当の気持ちが知りたい。その思いが激しく募つのる。

　再びルゥへと目を向ける――はずだった。

「ちょっと、花井くん!?　あたしの話、聞いてんの？」

　良児の頬は両手で挟まれ、グッと力強くひかりの方へと向けさせられたのだ。

「え……？」

「もう、やんなっちゃう。あたし馬鹿みたいじゃない？」

　視界一いつ杯ぱいに広がったひかりの顔はむくれていた。その顔を見ている内に良児の意思は固まった。

「あの……神名さん？」

　ひかりはきょとんとする。

「えーと……すみません、はっきり言いますけど、僕は神名さんとはあの……そういう……」

「ダメぇっ!!」

「え？　って、あわぁっ!?」

　真剣に話していたというのに、ひかりはその細い二にの腕のどこからそんな力が出てくるのかという勢いで良児の体をその場に押し倒たおしたのだ。

「ちょっと、今真剣に話を」

「ダメったら、ダメっ！」

　良児の体に覆おおい被かぶさった形になっているひかり。彼女の表情は悲痛に満ちていた。だがその顔もすぐに口端をもたげてにんまりとしたものに変化する。

「そんなこと言えないように、その口あたしがふさいであげる」

「な、何を!?」

　ひかりは瞼を閉じ、ピンク色に光る艶つややかな唇くちびるをそっと差し出す。いかにも柔らかそうなその唇は良児の口元目め掛がけて迷わず真っ直ぐに降下してくる。自分の腕は彼女にしっかりと押さえ付つけられていて一分たりとも動かない。尋じん常じようじゃない力だった。

　このままでは……！

　細い肢し体たいが良児の体に乗り上げ、ひかりの胸が良児の胸板に触れる。垂れ落ちた黒髪が鼻をくすぐり、もうどうにもならないと思った時だった。

　スパーンッ

　という軽快な音がして、ひかりの体が良児から離はなれたのだ。

「いったぁ～　なぁーに!?」

　彼女は顔をしかめながら側そく頭部をさすっている。痛がり横たわる彼女の袂たもとを見れば、そこにはフリフリがこれでもかと付いた黒いビーチサンダルが転がっていた。

「このエロ馬鹿女がーっ!!」

　そんな怒ど号ごうと共にもう一方のサンダルが音速を超こえて襲おそいかかる。

「ひっ!?」

「のわっ!?」

　それは寝ねている良児の頭上を越こえ、頭を抱えたひかりの傍を駆かけ抜ぬけゆく。たかがサンダルだが、見るからに先程より威い力りよくを増していた。当たったらカミソリくらいの威力はあるだろう。

「危ないじゃないのよ！」

　ひかりが怒ど鳴なり散ちらした相手、それはサンダルを投げつけたルゥだった。彼女はさっきまで滝の所にいたはずだったが、今は裸足はだしで良児のすぐ傍に立っていた。

「一射目は威い嚇かくだが、二射目は仕留めるつもりだったのだから当たり前だ」

「し……しとめるって、あたしは獣かっ!?」

「似たようなものであろう？」

「なんですって！」

　肩でハァハァと息を吐はくルゥは怒いかりの眼差しをひかりに向けている。それを受けたひかりは「ふんっ」と鼻で息を払はらい、強張った表情を崩してさも嬉うれしそうな顔で返した。

「復活するのだいぶ早かったじゃない。やっとやる気になったの？」

「ふん、なんのことだ」

「まあいいわ、それでも」

　自信ありげに言うルゥに対し、ひかりは不機嫌そうに受け答える。

「なにがどうなっても、あたしの気持ちが変わるわけじゃな……って、ちょっとぉ!?」

　ひかりは不意を突かれて目を丸くした。ルゥはつかつかと近付いてきて寝ている良児の腕うでを掴み上あげたからだった。

「ル、ルゥ様!?」

　良児は立たされるまま、引っ張られるままに彼女について行く。

「なに、どこ行くのよ！　花井くんは今あたしとしゃべってんの！」

「うるさい！　良児はルゥ様と遊ぶのだ」

　遊ぶ？

　それは良児にとって初めて聞く言葉だった。いつもなら下僕として悪事をしに行くというのが普通なのに。もしかしたら下僕として遊ぶということなのだろうか？

「者共！　ウォータースライダーへ行くぞ！」

　ルゥは滝壺で遊ぶ鈴世達に向かって叫さけんだ。その声は辺りに程良く反はん響きようしたのだった。
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　そこには長い長ーい行列が続いていた。ウォータースライダーを待つ列である。このプールには何十本ものスライダーがあるが、特に今並んでいるスライダーは全長も高低差も世界最大でこの施設の目玉である為ため、一番の人気を誇っているのだ。

　列にはルゥ、良児、フーの三人。そしてひかりの順で並んでいた。

「遠えん慮りよしておく」と言ったカナタと売店で買ったたこ焼きを食べるのが忙いそがしい鈴世は、スライダーの最終地点で四人が滑すべってくるのを待っていた。

「これが楽しみだったのだ、すっごいワクワクするのー。なあ、良児」

「え……ああ、ええ」

　浮き輪わを腰に据すえ、屈くつ託たくない笑みで言う彼女は良児の知るいつもの彼女だった。ほっとする反面、心の奥おく底そこに引っかかるものもある。

「なあ、ひかり」

「なっ……なによ」

　ルゥが初めてひかりの名をまともに呼んだような気がしたが、言葉を投げかけられた方は仏頂面で答えた。ルゥのニヤニヤも増す。

「お前は止めてもいいんだぞ？」

「う、うるさいわね。あたあたっ、あたしは滑りたくて並んでるの」

　そうは言うが彼女の膝ひざから下はガクガクと震えている。今知ったのだが彼女はこういった類のものが苦手らしい。今も目の前のプールに滑り落おちてきた人間が悲鳴を上げながら大きな水みず飛沫しぶきを上げていて、それを見る度、ひかりは「ぶるっ」と体全体を震わせていた。

「神名さん、無理しなくてもいいんですよ」

「あはは、大丈夫よ。あはは、あたしこーゆうの大好き、あはは……」

　妙みように乾かわいた笑いの数が増えているのは気のせいだろうか？　そんな中、

「ねぇ、まだぁ？」

　飽あきてきたのかフーが良児の足を突いてくる。

「もうちょっとですよ」

　とは言ってみたものの……列は中々進まない。

　前を見れば坂を駆け上がるように人の頭が続いている。あとどれくらい待ったら滑れるのか皆かい目もく見当がつかない。

　ルゥもいい加減待ちくたびれているようだったが、突とつ如じよ思い立ったように拳こぶしを掌てのひらの上で打ち鳴らし、それっきり何かを企たくらんだように押し黙ってしまった。

　それでも時間は自然に過ぎてゆく。そんなこんなでやっとルゥの順番がやってきた……のだが……

「よっ、ほっ、っほぉっ」

　スライダーの滑り口へ向かうルゥ。しかし彼女はなぜか大おお袈げ裟さで態とらしい大きなモーションをとって、イライラするほどゆっくりと足を進めていた。そこにいる監かん視し員いんも眉み間けんに皺しわを寄せるくらいに。

「なにやってんですか？　みんな待ってますよ」

「ぬふ」

　スライダーに手をかけ振り返ったルゥは策さく謀ぼうに満ちた笑みでいた。

「作戦に決まっておろう」

「作戦？」

「自らが待っているうちに思い付いたのだ。この苛いら立だちを利用できないものかとな。それを実行する時が来たというわけだ」

　さっきの行動はこれか……。

「こうやって焦じらすことで待っている人間の心に苛立ちが広がる。理性で押さえ付けた苛立ちはストレスとなって溜たまり、限界を超えた時――いずれ爆ばく発はつする。さすれば人間共は我々が手を煩わずらわすことなく己ら同士で争いを始める。こんなにも効率的な破は滅めつへの導きは他にはないだろう。ルゥ様は天才だなっはっはっはっ」

「あーはいはい、天才でいいですから早く滑って下さい」

　いつもの調子のルゥに戻もどったようで安心しつつも、やはり心労が溜まることには変わりない。今もまだ悪ふざけが続いており良児の心は休まらない。

「押すなよ？　押すなよ？」

　と言って未だ滑り口でもたもたとしているのだ。いい加減呆あきれ果はてていると、良児の足下からフーが無む邪じや気きな笑顔を湛たたえながら飛び出してきた。何をするのかと思えば、そのままふざけているルゥの背中を押したのだ。

「てい」

「わわわわわっ」

　バランスを崩し、倒れ込むルゥ。彼女はスライダーから滑り落ちる寸前に傍にいたフーの腕を咄とつ嗟さに掴つかんだ。一緒になって落ちて行くフーを助けようと良児はもう片方の手を握にぎる。だが、引かれる力は強く良児もまた、

「うわっ」

「花井くん!?」

　巻き込まれそうになっている良児に今度はひかりが掴まってきて――

「「「「ああああああっ」」」」

　挙げ句、四人がまとまってスライダーから真っ逆さまに滑り落ちる羽目になってしまった。

　滑る、というか落ちるに等しい中で、どこが天でどこが地なのかも分からず、加えて口の中には水が大量に入ってきて息もできず苦しいばかり。すべてがぐちゃぐちゃになってどうしようもなくなり、早く終わってくれと願うばかり。世界最長を恨うらんだ瞬間だった。

　ザッパァァァァァッ

　スライダー出口に大だい瀑ばく布ふのような巨きよ大だいな水飛沫が上がる。四人分の質量が一度に排はい出しゆつされたのだから当然だ。

　そこで上から滑ってくるみんなを待っていたカナタは頭から飛沫をかぶり、鈴世に至っては持っていたたこ焼きをどこかに流されてしまって慌あわてる始末。

「たこ焼きはん、いずこぉ？」

「ぶえっほっ、ごほっ、えほっ……」

　たこ焼きを探し回る鈴世の側で、滑り落ちてきた者達が各々に噎むせながら立ち上がる。

「けほっ、あれほど押すなと言っただろうに」

「僕じゃありませんよ」

「あんたバカなの？　そういうのはお約束のフリに決まってるでしょ？」

「お約束？　フリ？　なんのことだ？　お前が押したのか？」

「あたしじゃないわよ！　あの子が……」

「あれ？　そう言えばフーちゃんは？」

　ルゥを押した張本人、フーの姿が見当たらない。周囲を見回しても他に人ひと影かげはない。そこは膝ひざ下したまでのプールが広がるだけなので溺おぼれる心配もないのだが……。

「!?」

　と、その時、良児が少し離れた場所に目を移すと、浅あさ瀬せに打ち上げられたフーの姿を発見したのだ。

「フーちゃん!?」

　急いで駆け寄よると彼女は目を回して仰あお向むけに倒れていた。抱だき起おこしてみるが返答がない。特にどこかをぶつけたというわけではなさそうだったが、気が動転してあわあわとしていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　尋ねたが返事がない。良児の背後ではルゥとひかりが心配そうに彼女のことを見守っている。と、フーがようやく声を出した。

「フーちゃ……し……くない」

「え？」

　腕の中で何かボソボソと呟いているが聞き取りにくい。

「フーちゃん死にたくない……死ぬのヤ」

　今度はなんとか聞き取れた。朦もう朧ろうとする意識の中で呟かれたのはそんな言葉。突とつ然ぜんのことに混乱しているのだろう。

「もう大丈夫ですよ、ほら、ちょっとびっくりしちゃっただけです」

　落ち着かせる言葉を投げかけると、目を回していた瞳が定まり、ぼんやりと薄うす目めを湛えた。それで良児達もようやく安あん堵どした。

「んもう、驚かせないでよ。もとはと言えばあんたのせいなんだかねっ」

　未だ虚うつろなフーの瞳ひとみにそんなことを言うひかりの姿が映る。

　刹せつ那な――

　フーの瞳どう孔こうが驚きよう愕がくに震えた。




《ブートＯＫ、システムノーマル、タイプ・ベルフェゴール、ステンバイ》




　どこからともなくやってきたそんな音声が耳に入る。

「なんです!?」

　とても好ましくない予覚がした。今まで頑かたくなに力の使用を拒こばんできたフーが突然それを解放させたのだから。フーを中心として水面が波打ち始める。地面は小刻みに鳴動し、植えてある周囲の椰や子しの木は共鳴するように枝葉を揺ゆらす。

「なっ、これは!?」

「なになになに??　どうしたの？」

　ルゥとひかりも周囲の変化に動どう揺ようを隠せない。もちろん周りにいる客達にもそれは伝わり、あちこちでざわめきが起こっている。

　ピシッ

　良児の足下でそんな音が響いた。見ればプールの底に一筋の亀き裂れつが入っていた。それは瞬またたく間まにフーを中心として蜘く蛛もの巣のように放射状に伸のび、増ぞう殖しよくしてゆく。亀裂の隙すき間まからはプールの水が漏もれ始めていた。

「意識の混乱から暴走が始まっている。落ち着かせて」

　駆け寄ってきたカナタがそう言った。

「落ち着かせるって、どうやって!?」

「きゃっ」

　焦しよう燥そう感が良児を支配する中、少し離れた場所で悲鳴が上がった。こちらに向かっていた鈴世が突とつ如じよ陥かん没ぼつした地面に足を取られたのだ。

「鈴世さん！」

　彼女の心配をした直後、良児達は宙に浮いていた。正確には良児達の足下の地面がごっそり抜け落ちたのだ。

　その時、カスタネットの音が耳に届いたような気がした。

「え……？」

　予想だにしなかった出来事に何の対応もできなかった。大量の水と共にぽっかりと空いた暗黒の穴の中に吸い込まれ、落ちてゆく。大きな潮流の中で揉もまれ、何もできないまま流されている、そんな感じだ。先程のスライダーなど比ではない。咄嗟に肺の中に取り入れた空気も底を突き、体内の酸素が欠けつ乏ぼうしてゆくのが手に取るように分かる。悲鳴を上げた肢体に追い打ちをかけるように水流は渦うずを巻いて良児の体を絞しぼり上げる。

　何もかもが奪うばい取られ意識は闇やみへと消えた。







ＦＩＬＥ．４　光の道







　寒気がする。

　体が冷える感覚で良児は目を覚ました。水着のパンツ一枚なのだからそれもそうだ。しかしながら幸いにも体は寒さ以外異常はなく、痛みなど感じる箇か所しよもなかった。

　辺りには闇が広がり、まったく何も見えない状態。だがどこかに光源があるらしく次第に目が慣れてくる。

　ぼんやりとした視界の中に現れたのは剥むき出だしの岩いわ肌はだ。それが良児の周囲に六畳じよう間ほどの狭せまい空間を作っていた。どうやら地下に流され、洞どう窟くつに閉じ込められたらしい。良児がもたれかかる壁の向かいまで三メートルほど、左右は五メートルほどあったがそこは岩場が崩れた形けい跡せきがあった。多分大きなチューブのような空洞に流された際、たまたま水流の勢いによって外がい壁へきが崩れ、前後を塞ふさいでしまったのだろう。今はその間にできた僅かな空間に良児はいた。

　みんなは大丈夫だろうか？

　流される途と中ちゆうバラバラになってしまったようで行方が分からない。心配だがとにかくここを出ないことには始まらない。そう思ってどこか出口がないかと立ち上がると、同時に闇の中にできた淡あわい影かげが揺らめいた。良児の動きが止まると影も止まる。一いつ瞬しゆん疑問に思ったがすぐに光源が自分の左手から放たれているのだと気付いた。

　革かわ手て袋ぶくろをしている手首の隙間から僅わずかだがオレンジ色の光が漏れている。恐おそる恐るそれをめくると掌で鮮あざやかに幾き何か学がく模様が輝かがやいていた。

「助かった」

　こんな使い方もできるのかと感心しつつ、そのまま脱ぬぎ捨すて掌をかざしてみる。心許ない光量だが無いよりはずっとましだ。

　明るくなった周囲を改めて見回すと、今まで闇の中に隠れていたものが露あらわになる。そこで良児は驚おどろくべきものを目にした。

「ルゥ様!?」

　暗黒のカーテンが取り払われた隅すみっこの壁に彼女が横たわるようにして倒れていたのだ。すぐにその身の傍に寄って確認する。呼吸はちゃんとしていて、外傷も無い。ただ気絶しているだけのようだった。

　良児は彼女の体を抱きかかえ壁際の安定した場所に寄りかからせる。

「ルゥ様！　ルゥ様！」

　呼んだり、さすったりしたが意識は戻らない。だが見た限りでは意識が戻らないだけで問題はなさそうだった。目が覚めるまでしばらく様子を見ることにし、良児は彼女の隣で壁にもたれかかる。その間、どうやってここを抜け出そうか？　助けは来てくれるだろうか？　色々と思考を巡めぐらせた。

　それにしても静かだった。隣からは寝ね息いきと変わらぬ優しい息いき遣づかいが聞こえてくる。左手をかざし、彼女の顔を窺うかがう。

　オレンジの光が艶やかな赤髪に反射して綺麗な色味を作る。細く形の良い眉まゆ毛げと長い睫まつ毛げ、そしてすらっと通った白磁の鼻先、そして……瑞みず々みずしい桜色を湛える唇。精せい巧こうに作られたお人形が隣で眠ねむっていた。

　良児の心臓が高鳴る。

　なんだろう？　この気持ち。

　今までに感じたこともない気持ち。

　彼女に触れたくてたまらない気持ち。

　絶ぜつ妙みようなラインを引く顎あごから首筋を辿たどり、肩かたへと視線を移す。彼女はふんわりとしたゴスロリ水着を身につけていたが、今はこの騒そう動どうで着衣が乱れ、良児の側にある肩かた紐ひもなどは二の腕まで落ちてしまっていた。

　思わず喉のどが鳴る。

　触れたら壊こわれてしまいそうな白くて小さな肩がそこにあり、その下にはフリルに隠れた未熟な膨ふくらみがある。

　彼女は自分を『ただの下僕』と言った。でもそれだけの関係だとは思えない自分がいる。もしかしたら一人ぼっちの自分のわがままだったのかもしれない。

　良児はルゥの姿を透すかし、左手を確認した。

　――思念変換コンバート。

　この力は『人の心が分かる力』でもある。

　今だから知りたい。彼女が自分のことをどう思っているのかを。本当の気持ちを。

　それを知る力が今ここにある。

　良児は息を飲み、一呼吸置いた後、その手を露わになっている彼女の胸元へと近付ける。

　心臓が今までになく鼓こ動どうを早める。あまりの早さに破は裂れつしかねないほどに。

　知ってどうしようというのか？

　知ってしまってそれが自分にとって最悪な結果だったら？

　肌に触れようと伸びる手に反し、好こう奇き心しんの合間に迷いが生まれては消えて行く。

　そして――

　大きな罪悪感が良児の心を包んだ。

「ぶはぁぁぁぁぁっ」

　良児は緊きん張ちようの糸が解け、大きく息を吐いた。

「ダメだ、勝手にのぞくなんて僕にはできない」

「んん？　なにを覗くだと？」

「うわあっ!?」

　力が抜けていた所に不意にそんな声が上がったので良児は思わず飛とび跳はねてしまった。もしかしたら数メートルは浮いていたかもしれない。大袈裟だがそれくらいは驚いたということ。そこには寝ぼけ眼まなこのルゥが身を起こしていたのだった。

「きっ、気がついたんですか！」

「うーん……ここはどこだ？」

　彼女は虚ろな目のまま周囲を見渡した後、自分の体を確認する。すると、水着の肩紐が落ちていることに気付いて一時そこで視線を止めて固まっていた。

「ル、ルゥ……様？」

　良児が不安げに尋ねたのだが、ゆっくりと顔を上げてきた彼女の顔は今までに見たことがないくらいに、それはもう苺いちごのように紅潮していたのだ。

「の……のぞ、のぞっくて、あ……ああ」

「えっ、いや、ちっ、違いますよ！　誤解ですっ！　それにほらっ、ルゥ様は家でいつも同じような格好してるじゃないですかっ！」

「そ、それと、これとは違っ……!?」

「いや、それは……って、うわっ!?」

　動揺しまくっている彼女をなんとか落ち着かせようと身を乗り出した良児だったが、あろうことかバランスを崩してしまい、最悪な状じよう況きようを自ら作り出してしまっていた。

「あ……」

　ルゥは小さく声を漏らした。頬ほおを染めた彼女の顔が息遣いを感じられるほど間近にある。とんでもないことに倒れた彼女の上に良児が覆い被さる形になってしまっていたのだ。

「あ、あの……」

「えっ!?」

　いつもなら、ここで下半身の辺りを蹴けり上げられて、自分が吹ふっ飛ばされたりするのだろうが、今の彼女はなぜか抵てい抗こうしようとしない。それどころか目を丸くしている。そういう良児自身もこういう場面では慌てて身を退くのが当たり前だったが、そこから体が動かなかった。
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「あ、いや……その……」

　見つめ合ったまま沈ちん黙もくが続く。そのうち、そのこと自体に気き恥はずかしさを覚えてどちらからともなく視線を外す。

　なにをやっているんだろうか？　自分でもそう思う。

　聞きたいことがあったんじゃないのか？　それは今なんじゃないのか？

　頭の中で言い聞かせると、途端にあの記き憶おくが蘇ってきて邪魔をする。左手に残る彼女を壊したあの感覚。それが痛みとなってすべてを阻そ害がいする。

　でも――

　心を決めてもう一度彼女と向き合う、そうしようとしたその時だった。

「誰だれかそこにいるのぉー？　花井くーん？」

　良く通る高い声がこの洞窟に響いたのだ。良児達は慌てて互たがいに身を離し、少しばかり距きよ離りを取る。ルゥは狼狽うろたえながらも肩紐を直した。

　そしてこの声はどこから聞こえてきているのかと注意深く左手を掲かかげて探ると、頭の上を覆っている岩がん盤ばんの横に僅かな隙間があり、そこからひかりが顔を覗のぞかせていたのだ。そんな所に抜け道みちがあると気付かなかったのは失態だった。だがそんな良児の思いとは裏腹に彼女は二人の姿を確認するや否いなや怪け訝げんな表情を浮かべるのだった。





◇






　良児達は彼女の助けを借り、その隙間から外へと抜け出すことに成功していた。崩れた岩盤の向こう側に降り立つと直ぐにひかりが体ごと飛び付いてきた。

「花井くぅーん、怖こわかったよぉー」

「こらっ、くっつくな！」

　ルゥが間に分け入り、いつもの構図が出来上がる。

「それはそうと他のみんなは？」

「あたしは気付いたら一人だったから……そうそう、とぉーっても怖かったんだからね」

「お前のことは聞いておらん」

「いいじゃない」

「お前は地下でもどこでも生きていけるだろ」

「そこまで!?」

「そのくらいにして、とりあえず他のみんなを捜さがしましょ。フーちゃんのことも気になるし」

「うむ、それが先決だな」

　とりあえずのまとまりを得た三人は洞どう窟くつの中を進むことになった。

　まるでチューブのような一本道。地上側と思われる方向は完全に塞がれてしまっていたので、やや下り気味の奥へと進むしかない。だがこれが力を使ったフーが開けた穴だとすれば彼女はこの先にいるはずだ。多分彼女は混乱から命の危険を感じ、こうして地下に逃げ込んで殻からに閉とじ籠こもってしまったのだろう。ここにこうしてひかりもいるのだから、カナタや鈴世もこの先にいる可能性が高い。

　それにしても暗かった。左手の淡い光だけではまったくもって心許ない。転ばぬよう気を付けなければ大きな岩もゴロゴロしている下り坂だけに大事故につながりかねない。足下を重点的にと手を下の方に伸ばすと、その腕に興きよう味み津しん々しんとばかりにひかりが掌を這はわせてきた。

「ねえ、なあにそれ？　どんな仕組みなの？」

「え、いや、これは……それより、足下気を付けて下さい」

「そうだぞ、たまにこーんなでっかい岩が落ちてたりするからな」

　そう言いながら一番後ろを歩いていたルゥがボウリングの球大の岩をひかりに向かって投げつけてきたのだ。岩は地じ響ひびきを立ててそのまま転がってゆく。

「うっわっ！　殺す気!?」

「その気はないとは言い切れないが、不ふ慮りよの事故というのはよくあることだろう」

「聞き捨てならないわねぇ？」

「ちょっと待って」

　良児は罵ののしり合いを制止して辺りの音に注意を配る。すると、微かすかだが何か固い物がぶつかり合うような音が耳に届いた。しかもそれは次第に大きくなり、近付いてきている。

「これはもしかして……」

　その言葉を吐いた直後、三人の予感が一いつ致ちする。

「走ってぇっっ!!」

　良児の叫びと共にみんな一いつ斉せいに全力で駆け出した。走りながら後ろを振り返れば、碁ご石いし程度の小石から米俵大の大岩まで大小混ざった大量の土砂が土つち煙けむりを立てながら斜しや面めんを滑り落ちてきていたのだった。

「な、なんだこれはぁぁぁぁっ!!」

「あんたが石なんか放り投げるからでしょがっっ!!」

「地じ盤ばんがゆるそうだから、あれほど慎しん重ちようにって言ったじゃないですかぁぁっ!!」

「聞いてないぞ、ルゥ様は!!」

　土砂は周囲の岩を巻き込み、さらに大きく成長して速度も増す。それに対し良児達の足も斜面に合わせて自身の保てる運動能力を超えた回転数で回っていた。

「どっどうするのだ!?」

「とにかく走るしかないですっ!!」

　解決策や逃のがれる術など考えている暇ひまもないし、たとえそれがあってもこうも一本道では考えるだけ無む駄だだった。

　そんな絶望的な状況で良児は遥はるか前方にうっすらと開けた場所を捉とらえた。

　あそこがどうなっているのかは分からないが、一か八か賭かけてみるしかない。

「ルゥ様、神名さん、僕ぼくがハイッって言ったら左右に飛んで下さい」

「え、右、左どっちなのだっ？　ルゥ様は一人しかおらんぞ」

「バカっ、どっちかってことよ！　これだから……」

「うるさいっ、馬ば鹿かはお前の二つ名だろうが！」

「あああっ、もうそんなことしてる暇はないんです！　行きますよ、ハイッ！」

「「え、もう!?」」

　良児は左へと横っ飛び、ルゥとひかりも揉めながらも右へと飛んだ。次の瞬しゆん間かんに彼かれらの合間を圧あつ倒とう的てきな力で押し退のけるように土砂が轟ごう音おんを響ひびかせて流れ込む。しかしそれも、ものの数秒で落ち着き、ただの岩山となって動きを止めた。

「そっちは大丈夫ですか？」

　流れ込んだ土砂を乗のり越え向こう側へと渡わたる。そこにはルゥとひかりが地面に腰を下ろして息を切らせており、それを確認した良児はほっと胸を撫なで下おろした。

「はぁはぁ……生きた、心地がせんな」

「あんた……はぁ……のせいでしょが……はぁ」

「それにしてもここは……結構広そうですが……」

　良児は辺りを見み渡わたす。暗くら闇やみで端はしまでは見えないが結構な広さの空洞のようだった。頭上などは全くの闇で天てん井じようが見当たらない。これが自然にできたものなのか、一連の騒動でフーが作り上げたものかは分からない。

「あまりよく見えませんねえ」

「ならルゥ様に任せろ」

　息が整い始めた彼女は少し離れた場所に行き、おもむろに多具短剣タグダガーを取り出した。そしてその場で舞まいを舞うように右足を軸じくにして回転してみせる。

《ファイアーウォール起動》

「え、なになに、いまの？」

　突とつ然ぜん響ひびいた第三者の音声に、ひかりはおどおどとするが、良児にとっては聞き慣れたものだった。ファイアーウォール、それはルゥの周りを守護する不可視の障しよう壁へき。時にそれはかまいたちのような刃はと化して近付く者を切り刻むこともある。だが今はそれだけではなかった。

《視覚化情報を収得、視覚化します》

　その声と共に暗闇に明かりが灯った。ルゥの周りを円形に取り囲む炎ほのおの壁かべが現れたのだ。彼女が天に向かって短剣を振り上げると、それに合わせて炎の輪が天に駆け上のぼる。ある程度の高さまで上がった所で指揮者のようにもう一ひと振ふりすると炎の輪は中心に集まって一つの火球と化した。その瞬間、辺りの様子が光源を得て露わになる。

「どうだ、なかなかのものだろう？」

「どうだ、って……これができるなら最初からやって下さいよ。そうすれば暗い中で恐る恐る歩かなくて済んだのに」

「何を言っておる、こんなものをあの狭い所で使ったら焼け死んでしまうぞ」

「う、言われてみればそうですね……」

　誇ほこらしげにしているルゥとそれに対し納得している良児。そうやって平然と会話できるのも悪あく魔まの力を互いに知っているからこその反応。逆にひかりは目の前で起きた出来事に驚いて、今も頭上に浮かぶ火球を不思議そうに見つめている。だがその度合いはそれほど大きなものではなかった。彼女は前にも良児の力を見ているし、そういうこともあるだろう。なにより彼女にとってはそんなことより、ルゥと良児二人だけが共有している秘密めいたものが気になって仕方がないのだ。それは疎そ外がい感かん、そして嫉しつ妬とにも似た感情だった。

「ねえ、前々から気になってたんだけど、なんなの？　あなた達」

　ひかりは真しん剣けんな眼差しを向ける。あなた達とは言いながらも彼女の目にはルゥの姿しか映っていない。

「教えなさいよ」

　ひかりはルゥに掴みかかろうとした。だが、ルゥの方は人間離れした身の軽さで後方へ飛び退き、そこで後方宙返りも加えてみせる。

「こういうことだ。ルゥ様と良児はお前のような下げ賤せんの者とは違ちがうのだ」

「くっ、ちょろちょろと虫みたいにっ！」

　ひかりは何度もルゥに触れようと掴みかかった。だがそのどれもが空から振ぶりに終わる。本気を出した彼女のような並外れた運動神経の持ち主……というか悪魔に触れることができる人間などはいやしない。

「このっ」

「ほらほら、こっちだ、んべー」

　次第にむきになるひかりと、それを嘲あざ笑わらうルゥ。良児はそのやり取りを見ながら「そろそろやめてください」と言おうとしたところだった。あれほど簡単にあしらわれていたひかりの足が、ルゥに追いついてきているように見えたのだ。

　なにが？

　そう感じた直後だった。

　今度も大きく飛び退き余よ裕ゆうの表情を見せたルゥの懐ふところに、すでにひかりが入り込んでいたのだ。

「なに!?」

　それにはルゥも驚きを隠かくせなかった。ひかりはすかさずルゥの腕を掴み上げ、背中を彼女の懐へと入れる。一本背負いの形だった。

「ぬわあっ」

　ルゥの体は簡単に持ち上がり、投げ飛ばされる。何が起きたのか分からないといった表情で宙を舞っていた。だがそこは持ち前の運動神経でくるりと身を回転させて綺麗な形で地面に降り立つ。一方ひかりはというと「してやったり」といった顔でほくそ笑んでいた。

「ぬぅ～調子に乗りおって、ここは一つ格の違いというのを教えてやる必要があるな」

　舌打ちした直後、ルゥの姿が消えた。正確には人の目では捉えられない速さで跳ちよう躍やくしたのだ。当然、ひかりはルゥの姿を見失って唖あ然ぜんとしている。

　次の瞬間、ルゥの姿が幻げん影えいのようにひかりの真横に現れる。振り上げられたその手には多具短剣タグダガーを変化させたハリセンがあった。ちょっと驚かしてやろうといった魂こん胆たんだ。

「くらえっ！」

「えっ!?」

　突然目の前に現れた急きゆう襲しゆう者にひかりは目を見張る。そして振り下ろされるものを防ごうと咄嗟に手を出したのだ。

　パシィィィン

　という軽快な音が響くのかと思われていたのだが、現実には驚くべき結果が待っていた。

「ななっ!?」

　ルゥは驚愕しながら動きを止めていた。もちろん良児も驚いた。振り下ろされたハリセンはひかりには届かず、防ごうと差し出された彼女の腕、数センチ手前の空中で制止していたのだ。しかもそこには目に見えない障壁のようなものが微かに波は紋もんをちらつかせ、叩たたき付けられたハリセンは先の方から赤い粒りゆう子しを飛ばして放散し始めていたのだ。

　突如、波紋が弾はじける。

「どうわっ！」

　ルゥの体は後方に吹っ飛ばされ、ハリセンは元の多具短剣タグダガーに戻って、地に伏ふした彼女の傍かたわらに転がる。

「えっ、今あたしがやった？」

　自覚のないひかり。だがそれがルゥに火を点けてしまっていた。彼女は起き上がって多具短剣タグダガーを拾い上げる。

「おのれえぇ」

　それは瞬く間に良児の不安を越える代物へと変化を遂とげた。彼女がよく使うあの巨大ハンマーだ。身みの丈たけを優に越えるそれを軽々と両手で掲げる。

「ルゥ様、それやりすぎっ！」

　良児は叫んだ。ひかりの中で何かが起きたのは確かだが、相手は普ふ通つうの人間、しかもか弱い少女相手にそんなものを使ったらただじゃ済まない。そんな判断がちゃんとできているのか？　頭に血が上って我を忘れているんじゃないのか？　それが心配だった。

　心配はそのまま的中したようで――

「光になれぇぇぇぇっ」

　彼女は咆ほう哮こうを上げながらハンマーを担いで突とつ進しんする。

「なっ、あんた何考えてんのよ！　死んじゃうでしょ!!」

「うっさい！　黙れ！」

　ひかりは大おお慌あわてで逃にげ出した。だがそのスピードはすでに人間のそれを超えている。地面を震ふるわせながら叩き付けられるハンマーを尽ことごとく避さけているのだ。

「ひっ!?　やめなさいよ！」

「このくらいで死ぬたまではなかろう？　馬鹿にしおって、貴様何者だ！」

「し、知らないわよ！　あたしはあたしですぅ！」

　ひかりの運動能力が桁けた違ちがいに跳ね上がったのはどうしてだろうか？　あの障壁のような力と多具短剣タグダガーの構成変換能力を無力化したような力も一体……。

　疑問も多々残るがそんなことを悠ゆう長ちように考えている暇はない。それは事態が急変したからだった。

「んもうっ、いい加減にしなさいよねっ！」

　追い回されていたひかりは大きな一振りを辛かろうじて避けると、そこに出来た一時の間でそのままの感情を爆発させたのだ。

　脇わきを締しめ、額の辺りに怒りが集中する。

　刹那、突とつ風ぷうが巻き起こった。

　彼女の周囲に巻き付いていた風が塊かたまりとなってルゥの体に向かって飛ぶ。直ちよく撃げきを受けたルゥはハンマーと共に数メートルも吹っ飛ばされたのだ。

「あれ……？　もしかしていける？」

　ひかりの中でねじ伏せられるかもしれないという感情が沸わき起こる。その思いは彼女の足に乗った。

　韋い駄だ天てんのスピードで起き上がり際のルゥに詰つめ寄る。逆にルゥは卒然と眼前に現れた彼女に驚くばかりで対応が遅おくれた。彼女の拳がルゥの腹に突つき刺ささる。

　その一いち撃げきには一いつ瞬しゆん怯ひるんだルゥだったが、すぐに表情をきりりと固めた。

「なめんなぁっ!!」

　上段のハイキックで返した。だがそれは腕で受け止められる。立て続けにハンマーで殴なぐり付けるがそれも片手で簡単に弾かれた。

「なろうっ！」

　双そう方ほう共にいつの間にか頭に血が上り始め、そんな攻こう撃げきの応おう酬しゆうが行われるようになっていた。これはもう女同士の罵り合いや喧けん嘩かといったレベルではない。れっきとした戦せん闘とうだ。しかもルゥの方が少しばかり劣れつ勢せいになっている。

「あんたなんかっ、あんたなんかっ！」

「どうして、お前はっ！」

　とにかく止めさせなければ。

　力と力がぶつかり合うあの間に、自分が分け入って無事でいられる保証もない。

　でも今はそんな事を言ってる場合じゃない。

　ルゥは足を払われ、ハンマーを取り落としていた。体勢を崩くずした彼女に追い打ちとばかりにひかりの拳が迫せまる。

「やめてください！」

「!?」

　良児はひかりの前に両手を広げて立ちはだかっていた。

　良児の鼻先三寸で拳が止まる。

　突然割り込んできた乱入者にひかりは最初殺気だった顔を向けていたが、良児の顔を見るや否いなや寂さびしげな表情へと変わる。それは行き場のないまま彼女の中を行き交い、その瞳を揺らす。

「なにやってんですか」

「だって……」

　伏せた目は良児の背後にいるルゥへと向けられる。

「お願いだから仲良くして下さいよ」

「ルゥ様はそのつもりだが、そいつがその気がないみたいだからな」

「なに吹いてんのよ！　もとはと言えばあんたが！」

「今はそれよりもみんなの行方と出口を探す方が先でしょ！」

　その場を制するようにわざと強い口調で言い放つ。

　沈黙と共にしんみりとした空気が漂ただよう。

「僕はこっち側から壁伝いに探しますから、ルゥ様と神名さんは反対側をお願いします」

　二人は互いに「なんでこいつと」という顔をしたが、良児が強い視線を向けると仕方ないといった感じですごすごと動き出した。

「あんまり遠くに行くとはぐれてしまう危険がありますから、目の届く所でお願いしますよ」

　それに対して特には返事はなく、やれやれと良児は行動に移った。だが、

「彼女のことが気になるかい？」

「どわっ」

　真横で気配もなく、そんな声が囁ささやかれたので心臓が止まりそうになった。壁を背にして音もなくそこに立っていたのは良児も見知った人物だった。

「イレイス！」

「どうも、お久しぶり」

「お久しぶりって……この前会ったばかりじゃないですか」

　眩まぶしい笑顔でそこに立つ彼は相変わらずあのヒマワリ水着（女性物）に身を包んでいた。立ち位置にもこだわりがあるらしく変に角度を付けてポーズを決めてくる。格好付けてエレガントに振る舞っているつもりだろうが、見ればその灰色の髪かみはしっとりと濡ぬれていたので、多分プールにいて一緒に巻き込まれた口だろう。

「ふむ、ここは冷えるね」

「無視ですかっ！」

　やはりどうにも絡からみづらい。

「時に彼女のことだけど」

　反対側の壁かべ際ぎわで揉めながらも捜そう索さくを続ける二人の姿を横目で見ながら言う。その視線はひかりを捉えていたように思えた。

「え、神名さんのことですか？」

「あれは苦手だよ、僕」

「あ、それは……はぁ」

　個人的な感情を言われても……。

「なんかこう生理的に受け付けないというか、なんというか、とにかく拒きよ否ひ反応が起こる。ほら、もうここなんかじんましん出ちゃってるし」

　そう言って彼はトップの方の水着を少し捲って見せる。

「い、いいですよ！　み、みせなくていいですからっ！」

「ほんとだよ？」

「わ、分かりましたから、しまって下さい！」

　まったく何をやり出すか分からない。とにかく話を聞いてどっかに行ってもらおう。そう思った。

「で、何か用事ですか？」

「それなんだけど、彼女もしかしたら悪魔なんじゃない？」

「え」

「ほらっ、ちょっと前から感じてたんだけど、あの嫉妬っぷり。それに今もあのルゥと対等にやりあってたじゃない？」

　ちょっと前って、この人はずっとどこかで自分達を監かん視ししていたのだろうか？

「多分、最強最悪七大悪魔の一人『嫉妬のリィ』だと思うんだよね」

「嫉妬のリィ!?」

　にわかに信じがたかったが、今の状況を見るとそう思えてきてしまう。それに鈴世の時の事もある。意外に悪魔なんてほいほいそこら中にいるのかもしれない。

「でも、今まではそんな兆候はなかったし、今も本人は自覚がないみたいだし……」

「それはなんらかの理由で記憶を封ふう印いんしているんだと思うよ。まあそれで僕の出番なんだけどね」

　それはどういう意味だろうか？　尋たずねる前に彼は動き出していた。

「はーい、悪魔のみなさーん、こちらにちゅーもーく！」

　イレイスは一歩踏ふみだし、盛大に声を上げた。

「んっ？　なぜ貴様が！」

「あ、あの時の！」

　ルゥとひかりはぴたりと動きを止め、彼の言う通り注目した。

「はい、ここでみなさんに発表がありまーす」

「なんだなんだ？」

「なになに？」

　完全にイレイスのペースに乗せられている二人は前の方へ興味津々と近付いてくる。

「えー僕はこの度、休きゆう暇かと温泉療りよう養ようによって完全に封印が解け、本格的に全ての力を取とり戻すことができました。これもひとえに皆みな々みな様さまの御お陰かげです」

「わーパチパチ」

「なに？　封印？　よく分かんないけどおめでとーパチパチ」

「拍はく手しゆしてる場合ですかっ！」

　ひかりはともかく、ルゥはその場のノリで喜んでしまっていて、事の重大さにまったく気付いていない。彼は良児達にとって最大の敵であることを忘れている。彼が力を取り戻したということは――

「そういうわけなので君達をいただくよ」

　今の今までにこやかな顔をしていたイレイスだったが、その言葉を吐いた瞬間、瞳に凶きよう悪あくな鋭するどさが宿る。それはまるで別人のようだった。同時に彼の体を包むように赤い粒子が立たち籠めて衣服を形成し始める。それは瞬く間に彼の存在の証、灰色の天使服バトルスーツ、撲滅者エクスターミネータの姿へと変化させた。

　ひかりは意味も分からずおろおろとしていたが、さすがにルゥは反射的に身構えた。

「でも、その前に……」

　イレイスは彼が最も手に入れたいと望んでいる悪魔を目の前にして、わざわざ後方にいる良児に向かって不敵な笑みを見せたのだ。それが何を意味するものなのかはその時には分からなかった。

　クスッという笑い声をきっかけに良児の足下に光の線が交差する。それは良児に立っている場所を四角に刻む形で走った。

「なんですか!?」

　それも束の間、そこから光のベールが立ち上り頭上をも覆おおい尽つくす。それはまるで透とう明めいな箱の中に閉じ込められた形だった。だが事はそれだけではない。気が付けばイレイスが片手で何かをすくい上げるような動作をしていて、その手先がぎゅっと握にぎられた直後、良児の身に重圧がかかり始めたのだ。たとえるならそれは自分の体が突然何十倍にも膨れ上がり、重くて立っていられない状態。立方体の中だけが高重力の世界に変化したようだった。骨が軋きしんで音を立て、たまらず膝を突いて四よつん這ばいになる。その時にはほとんど声も出せなくなっていた。

「ぐうっ……」

「良児っ！」

「花井くん！」

　ルゥにとっては予想のつかない相手の出方だった。ひかりにとっては何が起きているのかさえ分からない。しかし、目の前で良児が苦しんでいることは確かな現実。だから彼かの女じよ達は走った。良児に向かって。

「おっと」

　イレイスは軽く人差し指で空中を払はらった。その動作方向に合わせてまず地面に縦筋が走る。

「ちっ」

　危険を察知したルゥは勢いに乗った体にブレーキをかけ、その腕うででひかりの体をも制止する。途と端たん、前のめりになった彼女らの鼻先数センチの所に縦筋を基線として岩盤が大きく捲れ上がったのだ。大だい音おん響きようを轟とどろかせたそれは彼女らの身長を優に越こえた高さで切り立った岩山を作り上げていた。無む闇やみに飛び出していればあの上で串くし刺ざしになっていたところだ。

　イレイスは指先一つでルゥ達の行く手を阻はばんでいた。それだけで力は以前相見えた時とは比べものにならないものになっているのが分かる。それが彼が全てを取り戻した証明でもあり、いつものふざけた彼ではないことを示していた。

「まったく油断ならないねえ」

　止まらない期待感を含ふくんだ瞳が、怒いかりに震えるルゥを捉える。

「良児に何をした！」

「何って、ほら、彼がいると君が覚かく醒せいする妨さまたげになるでしょ？　あの檻おりの中に入れておけばあらゆる能力の干かん渉しようと影えい響きようを封ふうじることができるしね。ただ領域内の思念データファイルを無限複製する仕組みになってるから、中に入ってる良児君はちょっと大変なんだけどね」

　ルゥはそれに対して返答などしなかった。すでに体が動いていたからだ。彼女は持ち前の跳ちよう躍やく力りよくで軽々と岩を乗り越える。

「良児！」

　呼ばれて言葉を返そうと思ったが肺が押おし潰つぶされていてかすれた声しか出ない。四つん這いでいることも難しく、今では地に伏しているしかない。

「まったく悪い子だね」

　イレイスがそう口にした時にはルゥの体は一ミリたりとも動かなくなっていた。見れば彼女の足下に、いつの間に忍しのばせたのだろうか。カナタが扱あつかうものの数倍はあろうかという厚みを持たない巨きよ大だいな矢印、自在遠ポインテイン隔体グデバイスが光の波紋を放っていた。

「光の呪縛ホーリードラツグ!?」

　彼も一応元天使だ。同じような能力を持っていても不思議ではない。

「勝手にちょろちょろと動かないでよ。こっちが困るんだからさ」

「な……ぜ……そこまで」

　良児は苦しみの中、喉から声を押し出す。

「ん？　今なぜって言った？　それって僕のことでしょ？　あれぇ、前にも言わなかったっけかな。まあいいや、僕はね、復ふく讐しゆうしたいんだよ。僕を冷たい牢ろう獄ごくに閉じ込めた神にね」

「神だと!?」

「すべては神の為ためと思ってやったことなのに、あいつは僕を……だから七大悪魔の力を借りて、あいつが守るこの地上もあいつ自身も滅ほろぼしてやるんだ」

「ただの逆さか恨うらみではないか」

　ルゥがなんとなく呟つぶやいた言葉でイレイスの眉み間けんに皺しわが寄る。明らかに過か剰じよう反応だった。

「お口が悪いようだね。とりあえずお仕置きしとこうかっ！」

　イレイスはその手で頭上に円を描えがいた。円えん弧こに合わせて光を放つ三日月刃が現れる。彼が得意とする技の一つだ。振ふり下ろされた腕と共にそれは容よう赦しやなく放たれる。

　ルゥは今、光の呪縛によって身動き一つとれない。このままでは障壁すら張れずにそれの直撃を受けるだけだ。たとえ悪魔とはいえ傷付かないわけではないのだから。

「ルゥ……さ……ま」

　良児はかすれ声で叫さけんだ。だがそうしたところでどうにかなるものでもない。為なす術すべもなく、鋭えい利りなギロチン刃がルゥの首もとを斬きりつけようとしたその時――

　金属の塊が激げき突とつし合い、弾ける音が辺りに鳴なり響いた。

「お前っ……」

　ルゥの顔は意外さで埋うめ尽くされていた。身動きできないルゥの前に分け入り、両手で三日月刃を受け止めていたのはひかりだった。いつの間にかあの瓦が礫れきを乗り越えていたのだ。

「さっき串刺しになるのを止めてくれたお返しよ。それに花井くんに前に助けてもらったのと同じことしただけ……って相手があんたなのはしゃくだけど」

「それよりお前、それっ」

　視線で示されてひかりは初めて状況を悟さとった。彼女の手の中で未だ三日月刃が唸うなりを上げている。

「きゃっ」

　はね除けるように手を払うと三日月刃は軌き道どうを明後日の方向に変えて飛んだ。イレイスの真横をかすめて背後の壁へとぶち当たる。舞い上あがった土煙が消えたあとには直径五メートルくらいのくぼみができていた。

「あーびっくりしたあ」

「大丈夫なのかほんとに……」

「いやあ、なんか夢中で。でも、なんとなくできるような気がしたのよ？」

　調子良く笑ってみせる彼女に、ルゥは冷れい淡たんな目を向ける。それでも良児はすごいと思った。なんとなくで割って入ることのできる勇気に。

「なるほど、やはり君も確実のようだね」

　一人冷静なイレイスがそんなことを呟く。それは彼女を最強最悪七大悪魔の一人『嫉妬のリィ』と認めた発言だった。

「何がやはりよ！　あんたちょっと綺き麗れいだからって調子にのってんじゃないわよ！　とっとと花井くんを解放しなさい！」

「解放するのは君の方だよ」

「はぁ？」

「悪魔としての力の解放をね」

　策略を察知したのはルゥだった。

「まずい、離はなれろ！」

「え？」

　叫んだが遅おそかった。ひかりの足下で波紋が弾ける。それはルゥを捕ほ縛ばくする光の呪縛の有効範はん囲いの真っ直中だったのだ。ひかりもまた同じようにして一切の行動を封じられてしまう。

「ちょっと、これ動かないわよ!?」

「馬鹿、だから離れろって言ったではないか！」

「言うのが遅いのよ」

「遅いのはお前の運動神経だ、ぼけっ」

「二人とも……けんか……してる場合じゃ……」

「そうそう、良児君の言うとおりだよ」

　イレイスはとうとうこの時がやってきたとばかりに満面の笑みを浮うかべている。動きを止めた悪魔二人に対して彼が行うことはもう決まっている。そう――

　強化アツプグレード

　まだ幼体である悪魔の成長を促そく進しんさせ、本来の力を覚醒させる能力。それがイレイスには備わっている。この前までは彼がまだ封印が解けた直後で本調子でなかった為、事無きを得たが、本格的に復活した今、その能力を使われたら大変なことになる。

　ルゥが覚醒した際、その翼つばさの一振りだけで街が破は壊かいされた。一人でさえその威い力りよくなのにそれが二人となってはもう絶望的だ。しかし今の自分にはそれを止める手立てがない、なにしろ指一本動かせないのだから。

「さあ、目覚めの時間だよ」

　非情にも良児の思いとは裏腹にイレイスの指が鳴る。彼を中心として幾き何か学がく模様の描かれた円サークルがその円周を大きく大きく広げてゆく。それは良児の足下を通とおり越し、身動きとれなくなっているルゥとひかりの足下を包み込む。

「やめ……ろ!!」

《アップデートプログラム起動。バージョンチェックＯＫ、アップグレード開始します》

　無機質な音声が地下空くう洞どうに鳴り響く。幾何学模様をなぞるように光が走ると、ルゥとひかりの体は硬こう直ちよくし、その瞳から光こう彩さいが消えた。ここまでくるともう呪縛は必要ない。イレイスは光の呪縛ホーリードラツグを解き、事の次第を見守った。

「最初に目覚めるのはどっちかなあ？」

　イレイスはわくわくしながら様子をうかがっている。その時、

「やあ、君が先か」

　並んで固まっている二人。その一人がゆっくりと一歩を踏み出したのだ。

　良児の心臓が一回だけ、強く鼓動を打ち鳴らす。

　項うな垂だれた赤い髪――

　ルゥだった。

　虚うつろな瞳。その背中から生えている白かった羽はすでに黒く染まっていた。髪かみの毛けは炎のような明るさを湛たたえだし、胸元や腰こし回まわりはその小さな水着の中で膨れ上がる。すらりと伸びた太ふと股ももから足先はすでに大人の女性が持つ妖よう艶えんさを放っていた。

　苦痛の中、良児は記憶を呼び覚まされる。

　覚醒体。

　街を破壊し、人々を恐きよう怖ふさせた存在。

　今の彼女はまだそこへ向かってゆっくりと変化を遂げている最中ではあるが、後はその羽が六枚に広がり、黒衣をなびかせて、狂きよう気きに満ちた鋭い瞳を光らせるだけ。それも時間の問題だった。

　なんとかしなくては。

　そう思って体を起こそうとしても、せいぜい地面に這いつくばっていた上半身を起こすことくらいしかできない。

「もうすぐだ、もうすぐだよ。君は君の望んだ本当の悪魔になれる。ふふ」

　必死に立ち上がろうとする良児の耳に、さも楽しそうなイレイスの言葉が入ってくる。　今、自分にできる事……。この左手が封術の壁へき面めんに触ふれさえすればそこで思念変換コンバートを発動させ、術を破壊できるやもしれない。それに望みをかける。

　良児は超ちよう重じゆう力りよくの中、渾こん身しんの力を振り絞しぼって左手を前へとかざす。途端にその腕にとてつもない過重がかかり、ピシピシと骨が軋み音を立てる。

　痛い。激痛が走り、冷ひや汗あせが額から頬に向かって垂れる。

「ぬぐぅっ」

　全ての力を左ひだり腕うでに込め、不可視の壁面へと押し当あてる。

　――とどいた。

　見えはしないが、掌に何かが触れた感かん触しよくが伝わる。後はここで思念変換コンバートを発動させるだけ。意識を左手に集中させた。

　不可視の檻とその中に充じゆう満まんする思念データは思念データそのものであり、素直に良児の中に入ってくる。だが……

　バチンッと火花のようなものが押し当てた掌から迸ほとばしり、体が弾はじき飛ばされた。身は地面に転がり、その体に再び重みがのしかかる。

「な……んで？」

「おかしな事を考えても無駄だよ？」

　イレイスの声が伏した良児のもとに投げかけられる。

「それは全く同一の思念データ集積体でしかないからね。特に理論立てて形成されているものでもないので、思念変換コンバートのように形を成すものの基幹を突いて破壊を試みるような能力では無意味な行動でしかない」

　良児は心の中で舌打ちした。望みをかけてやった事がこうもあっさりと……。ここから出なくては何も始まらないというのに、ただ指をくわえてルゥが変わってゆく姿を見ていなければならないのか。

　他に手立てはないのか？　良児は何度も思考する。そこで思い付いたのは思念変換コンバートで地面を破壊してそこから脱だつ出しゆつする方法。さすがに地面の中までは封術の範はん囲い外がいだと思われるので有効かと思われたが、イレイスが言ったような理論だと穴を掘ほった時点でその上に思念データ集積体がのしかかるだけで何も状況は変わらない。しかも容積が増えたことによって良児にかかる過重は倍増するだけだ。地下に隙間はできても、そこから這いずり出る力すら失われてしまうだろう。

　そうこうしてる間にもルゥの姿は黒衣に包まれ、羽は大きく六枚羽に広がり、彼女が彼女であった名残りと言えばツインテールと、まだ虚こ空くうを見つめたままでいる緑灰の瞳だけになっていた。

　口くち惜おしさが周囲の過重思念データと共に良児の体にのしかかる。そのまま押し潰されてしまう。そう思えた時だった。

　トライアングルを奏でたかのような高い音が鼓こ膜まくを震わせた。

《断片化されたファイルを連続コピーします》

　聞き慣れた音声が鳴り響くと、突如として今まで押さえ付つけられていた力から解放され身が軽くなる。どうやら封術が消失したらしい。

　でも、なんで？

「どういうことだ!?」

　それにはイレイスも困こん惑わくを隠せない。しかしその鋭利な瞳がこの状況を作り出した元げん凶きようをいち早く捉えた。それはゆっくりと立ち上がった良児の数メートル後方にある、何気ない小岩の陰かげ。

「もしかして……」

　そこで小さな体と緑色の髪がピクリと揺れた。

「フーちゃん!?」

　良児に呼ばれてひょっこりと顔半分だけ覗かせた少女は、間ま違ちがいなくフーだった。その小さな掌てのひらにはあの金属製のカスタネットがのっている。

「フーちゃんが？」

　尋ねると彼女は狼狽うろたえながら頭を縦に振った。

「フーちゃんの凸でこ凹ぼこなのをぴょーって移したの。そうすると『ぴしっ』としたのが『ぷにゃ』ってなるの」

　なんだか抽ちゆう象しよう的てきな説明だったが、何となく理解できたような気もする。ようするに数千年近く整せい頓とんしてこなかったフーの中にある断片化した思念データを流し込むことによって、均一さで形を保っていた封術を不安定化させたのだ。多分そう。

　それにしても彼女も無事でなによりだった。精神的にも元通りなようで、怯おびえながらもいつものぽやんとした表情でいる。そんな彼女に今度ははっきりと強い意志が向けられた。

「お前も悪魔か」

　イレイスは睨にらみ付けた。

「あっ、あっ、あっ……」

　フーは蛇へびに睨まれた蛙かえるのように体を硬直させ脂あぶら汗あせを流し始める。このままでは毎度のように状況に堪たえきれず精神をシャットダウンしてしまうだろう。

　しかしその隙すきを突いて、良児は自由になった体でルゥのもとへ走った。

　その行動に気付いたイレイスも、

「もう覚醒は始まっている。今さら君が何をしようとも状況は変わらないよ」

　といって強化アツプグレードへの集中を高める。

　だが、構いはしない。

　良児は自分よりも背が高くなった彼女の懐に飛び付いた。

　黒衣を通して温もりと……

　そして鼓こ動どうが伝わってくる。

　それは少女ルゥであった時となんら変わりない。




　――ルゥはちゃんとここにいる。




「ルゥ様……」

　無意識に呟いていた。

　それは彼女の中にいる本当の彼女に語りかけるように。

　そして――――

「ちょっ、良児っ!?　な、なにをやっておるか！　こんな公衆の面前で！　そ、こっ、こういうのは家に帰ってから……」

　慣れ親しんだ声で良児は伏せていた瞳ひとみを上げた。

　すると自分よりも少し低いくらいの高さに、頬を真っ赤に染めてこちらに視線を向けているいつものルゥがいたのだ。

「ルゥ様!?」

　良児は喜びのあまり、強く抱きしめる。ツインテールはそのままに、姿ももとの水着姿。羽も一対の白いもので、胸元も体付きもいつもと変わらぬ体型に戻もどっていた。

　彼女は視線を宙に泳がせていたが、すぐさま勢いよく良児の体を突き飛ばした。

「のわっ」

「う、ううっ、あう、あうう……」

「あ……」

　良児も良児で自分がしでかした事に今いま頃ごろ気付いて顔が熱くなる。しかし照れ合う二人とは対照的にイレイスは驚おどろきを隠せないでいた。

「なっ、まさかそんな!?　僕の力はちゃんと戻っているはずだ。それにあの段階から覚醒を止めることなど……」

「ふふふふふふ」

　ルゥは肩かたを震わせ笑う。

「ぬわっはっはっはっ」

「む!?」

　笑いは胸を張っての大笑いに変わった。

「馬鹿めっ！　ルゥ様にはそんなちゃちな技など効かぬわ！」

　高笑いする彼女は紛まごうことなきいつものルゥそのものだった。

「ルゥ様と良児は主と下僕という目には見えない強い絆で結ばれているのだ。この程度の力でいいようにされるわけがなかろう？」

「ひ、非常識すぎるっ！」

　周しゆう章しよう狼ろう狽ばいするイレイスを横目に、良児はまだ残る重い感覚を体に感じながらルゥの後ろ姿を見つめる。

　ちゃんとルゥがそこにいる。それだけで嬉うれしさが込み上げてくる。

　完全復活を遂げたイレイスの強化アツプグレードを奇き跡せき的てきにも抑おさえることができた。イレイスの力が正確に発動していないのではないか？　と最初は思ったがそれも間違いだった。なぜなら……

　その証しよう拠こが良児達の目の前にあったから。

「ふふふっ、でもまあいいさ。君のことは後でゆっくり考えるとして……とりあえず一人だけは成功したみたいだからね」

　確信を得た表情のイレイスは素早い動きで移動を終えていた。ひかりの背後に回り込んでいたのだ。

「神名さん！」

「ひかりっ！」

　彼の前に立つひかりには確実に変化が訪れていた。虚ろな目はそのままに、あの真っ直ぐで黒かった髪が、今では波打ちながら白い光を帯びて明めい滅めつを繰くり返かえしている。強化アツプグレードの力はちゃんと発動していた。そしてこれに反応するということは彼女はやはり悪魔で、もうすぐ覚醒を――

「いやっ……」

　そこで小さく声が漏もれた。それは間違いなくひかりの声。今まで虚空を見つめていた瞳に僅わずかだが意思が宿る。変へん貌ぼうを遂げようとしている体に恐怖を感じ抵てい抗こうしようとしている。もしこのまま力を受け入れてしまえば自分は何もかも忘れてただ暴走するだけの悪魔になってしまう。そうどこかで感じ、確信しているのだろう。だからこそそうはなりたくないと……。

「神名さんっ!!」

　良児はもう一度その名を呼んだ。そしてその後に耳に届いたひかりの言葉に良児は胸を貫つらぬかれた。

「なんで……あたし……だけ……」

　失うことに必死に逆らい、瞳が明滅を繰り返す。その目め尻じりには涙なみだが滲にじみ――流れた。

「ダメっ……！」

　刹せつ那な――――

　大きな光が彼女の体を包んだ。目映い光は近くにいたイレイスを飲み込み、ルゥや良児までをも包み込む。それは曙しよ光こうを全身に浴びたかのような感覚だった。
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　――――ひかりは光の中にいた。




　状じよう況きようを理解しようとする前に周囲の方から自分に合わせるように風景が鮮せん明めいに浮かび上がってきた。光から色が漏れ出し場が形成される。

「ここは……」

　暗雲が空で渦うずを巻いている。

　真っ直ぐに伸のびる道路。その両側に軒のきを連ねるアーケード付きの商店街。目の前には通りの名を掲げたアーチがある。気付けばいつの間にか、そんな店が建ち並ぶ通りの真ん中で立ち尽くしていた。

　黒い雲を透して。無数に引かれた電線が突風に唸りを上げている。商店の看板はそんな風に煽あおられ金具から外れ飛んでゆくものもある。大きなガラスのショーウインドウは風圧で割れ、鉄製のゴミ箱や店先に積まれていた商品が倒たおれ転がってゆく。制せい御ぎよを失った車が近くの壁にボンネットを激突させた所で悲鳴が上がった。

　惨さん事じに追い立てられるように恐怖を顔に浮かべた人の波がひかりを避けるように流れてゆく。茫ぼう然ぜんとしている自身の肩に幾いく度どとなく人の体が当たる。そんな周囲の喧けん騒そうが粗あら方かた遠退いた時だった。

　突とつ如じよ、正面からすくい上げるような強きよう烈れつな暴風が吹ふき付けたのだ。

　ひかりの体は一いつ瞬しゆん浮ういて、そのまま地面に叩き付けられる。

　すぐに妙みような圧あつ迫ぱく感を頭上に覚え、ハッとなって見上げる。そこには強風に根元を折られ、自分に向かって倒れてくる鉄骨の商店街アーチがあった。

　足が竦すくんで動かない。何もできない。分かるのはあの鉄骨の下した敷じきになって押し潰されるビジュアルだけ。

　へし折られた鉄骨が嫌いやな音を立てて軋む。

　空を食い破った黒い影かげが、ひかりの体を包み込む。

　激突と破は砕さいの轟ごう音おん。

　飛び散った無数の破片が起こす、万ばん雷らいの如ごとき残ざん響きよう――




　しかし、哀あわれな肉片と化した者がその音を聞くはずもない。

　顔を上げればそこには倒れかかってきたはずの鉄骨の姿は跡あと形かたもなく、ただキラキラと砂さ塵じんのような燦きらめきを見せる赤い粒子だけが辺りに霧む散さんしていた。その様子を腰こしを抜ぬかしたまま茫ぼう漠ばくと見つめていると、大きく漂う赤き霧きりの中から黒い影が立ち上がる。

　それは、学生服姿の少年だった。

　彼の顔には無数の摺すり傷があった。上着もズボンもそこかしこが切きり裂さかれ、そこから見える肌はだからは血も滲んでいた。そんな彼はひかりに向かって手を差さし伸べる。

　しっかりと握り締めたられた手。

　ひかりの体はぐっと引き上げられる……

　はずだった。

「え……」

　彼の手がするりと抜け落おちる。

　意想外の出来事に現実を捉えきれなかった。

　我が慢まんできず泣なき叫んだ時には彼の姿は遠く離れた場所にあった。こちらに背中を向け、光の中に消えて行く。途端に周囲の風景はぼやけだし、ひかりの横を光の粒つぶが高速で駆かけ抜ける。

「待って!!」

　言ってはみるがそれが通るはずもない。




　すべてが薄うすれてゆくのを感じる。幻まぼろしだったように消される。もしかしたら夢だったのかもしれない。今までが深い深い眠ねむりの世界だったのだ。目覚めの時――




　なぜ、あたしだけが……

　彼女にあって、あたしには無いもの、それは――




　――――――――――――――――…




　思い当たって、微睡まどろみから覚醒する。
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　そこにいた全員がその眩しさに目を伏せた。

　目映い光の放射と、とてつもない力の発現に周囲に地鳴りが響ひびく。そのいずれもがひかり自身から発せられているものだった。

　覚醒を止められなかった……。

　悔くやむ思いが募つのる中、光が落ち着き始める。視界を奪うばっていた発光が収まり、次第に彼女の姿が露あらわになる。

　地面から数センチだけ浮き上がり、両手を静かに体の横に広げた彼女の姿は神々しかった。中でも大きく変化を遂げたのはその髪色だった。黒かった髪は今では白――というよりも常に光を発している。あえて言葉を当てはめるのなら、それは光色。ぼんやりと開いた瞳は鮮あざやかな金色を放っていた。着ていた水着は長い布を巻き付けたような白い衣に形を変えていた。

　これが『嫉しつ妬とのリィ』覚醒体……。

　その気高く厳かな容姿に圧あつ倒とうされる。だが、圧倒されていたのは良児達だけではなかった。

「おっ、お、お前はっ……あっ、ああああっ」

　どんな時もクールでいたあのイレイスが腰を抜かし、覚醒したひかりを前に畏い怖ふしながら後退っていたのだ。

　一体どうしたというのだろうか？　彼が求めていた力が目の前にあるというのに。

「なっ、なんで……お前がここにっ!?」

「おーまぁーえぇー??」

　ひかりが初めて反応し、声を発した。

「いつからあんたそんな口の利きき方できるようになったわけぇ？」

「え、いや、それは、そのっ……」

　イレイスはさらに萎い縮しゆくし、ひかりはひかりだった時と何も変わらない口調で彼に向かって強い口調を向けている。もしかしたら見た目は多少変わったが、彼女は彼女のままではないのか？

「あ、あの……神名さん？」

　恐おそる恐る尋ねてみたのだが……。

「ん？　なぁに？」

　彼女はいつもと変わらぬ笑顔で振り向むいた。その髪の色だけは見慣れなかったが、やはり彼女は……そう思えたその時だった。

「ぐっ……」

　突とつ如じよ突とつ風ぷうが辺りに巻き起こる。砂すな埃ぼこりが舞い、良児の体に吹き付ける。

　それは大きな羽ばたきが起こした出来事だった。

　ひかりの背中からその身長の三倍はあろうかという白羽の翼が天に向かって伸びていたのだ。

「ぬあっ、お、お前っ、なんだそれは!?」

　ルゥは指差しながら驚きよう愕がくの色を隠せないでいる。

「何って、これはあたしの自じ慢まんの翼よ？　あ、それと花井くん」

「え？」

「思わずクセで返事しちゃったけど、今のあたしは神名じゃ　なー　くー　てー、







『　神　』　だから。ね？」







「…………………………………………」




「……………………」




「…………」










「「え……ええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」」




　良児とルゥは同時に叫びを上げ、イレイスと同じように腰を抜かした。

　とんでもない事を言い出したひかりに思考が止まりかけたが、イレイスがあれだけの反応を示しているのだから無視はできない。

「だって、神名さん悪魔じゃなかったんですか？」

「悪魔？　なんであたしが？」

　それもそうだった。勝手に悪魔と決めつけていたのはイレイスで、それを信じてしまっていたのは自分だった。だからといって神だなんて……。

「ではなにか？　今までこのルゥ様をだましておったというのか？」

「そんなことはないわよ。あたしも忘れてただけ」

「忘れてた？」

「そうそう、最近あんたを始めとして、しょっぼい悪魔しか生まれてこないじゃない？」

「しょ、しょぼいだと！」

「まあまあまあ」

　良児はいきり立つルゥを落ち着かせる。

「なぁんでそうなのかなぁと思って調査の為、人間界に降りてたわけ。でもね神のまんまだと天使にも悪魔にもばれちゃうじゃない？　あたしってゴージャスな翼もあるし、超ちよう強いし、調査になんないのよ。だから力を封印して人間になりすまして生活してたの。そしたら忘れちゃった」

「忘れちゃった……って」

「まあね、力を封印した際にそれっぽくする為に記き憶おくにも細工したんだけど、一番の原因は人間界での生活が異常に楽しかったってことかな？　あんまり楽しくて本来の目的忘れてた。これも花井くんのせいなんだけどね」

「僕ですかっ!?」

「まあそれも彼かれの強化アツプグレードのおかげでこうして封印が解けて、思い出させてもらったんだから別にいいんだけどね」

　ひかりはチラッとイレイスの方を意地悪そうに見やる。

「ぼ、僕はまさか、あなたが、こっ、ここ、こんな所にいらっしゃるなんてこれっぽっちも、おおお、思わなかったので……」

「あぁら、あたしはお礼を言っているのよ？　まーあたしが玉座を離れたことであなたがここに出てきてしまったってのもあるけど、それは不問ってことで」

　良児は思った。こんなのが本当に神でいいのかと……。そしてイレイスも神への復讐に燃えていたくせに、いざ本人を目の前にすると何もできないようで……。

「で、その調査結果はどうなったんです？」

「それはね、花井くんも含めて人間界はいい人が増えてるってことが分かったの。だから排はい出しゆつされる思念データも悪いものが少なくて、こんなふうにしょっぼいのが……」

「まだ言うか、このっ！」

「ふふん、他の悪魔もそうだけど、今のところ問題ないって感じ。だから終結者ターミネータは一時引き上げてもいいかな？　って思ってるの。ああ、カナタは一応念ねんの為に残しておくわよ？　そっれっから、熾天院セラフイムセネテの方にも話をしておかないといけないし……あああああっもう、やることいっぱい！　また仕事に戻んなきゃと思うと面めん倒どう臭くさいわー」

　彼女は光色の髪の毛を掻かきむしり、悶もだえる。

「とにかく、あたし帰るわ」

「え……」

　さり気なくそう言われて、良児とルゥは唖然とした。帰る、といったらやはり天界だろう。彼女は神であっても、良児達にとってはさっきまで一いつ緒しよにいた神名ひかりだ。そんなことを急に言われてもすぐには飲み込むことはできない。現にその台詞を吐はいた本人もその瞬しゆん間かんだけは神名ひかりとしての寂しげな表情をしていた。

「やらなきゃいけないこといっぱいあるし、それにこいつも連れて帰らないとね」

　ひかりはイレイスの背後に回り込み、女々しく横たわっている彼の襟えり首くびを掴つかみ上げた。それこそ猫ねこでも摘つまみ上げるように。

「もう一度封印かなあ？」

「ひっ!?」

　イレイスの顔は冷たく、空気の淀よどむ牢獄を思い出し恐怖に歪ゆがむ。

　ひかりはその顔を見てフッと小さく息を吐いた。

「まずはあんたが壊こわした富士山を元通りにしてもらおうかしら？　後は帰ってから、話はそれからね？」

「は、はいぃっ！」

　首根っこを掴まれているイレイスはそのまんまの格好で背筋をピンと伸ばした。

「さて、長居しちゃったわ」

　そんな他愛もない台詞と共にひかりはその豪ごう奢しやな翼を羽ばたかせた。彼女とそしてイレイスの体が大きく宙に浮く。これでお別れだなんて唐とう突とつすぎて現実味が湧わかない。

「あの……いつでも遊びに来て下さい！」

　見上げて言うが、彼女の反応はない。そこにあるのはいつものひかりと違った『神』としての精せい悍かんな面持ちだった。

　胸がズキンと痛んだ。

　その時だった。

「もう降りてくるなよ！」

　隣となりでルゥがとんでもないことを口走ったのだ。そして、それに答えるようにひかりもひかりの表情を取り戻す。

「当たり前よ！　あんたの顔なんて二度と見たくないわっ！」

「ふん、お前が降りてくればすぐに分かるんだからな」

「なんでよ？」

「馬ば鹿か女の臭においがするからだ」

「なにそれ??」

「ふんっ」

「へんっ」

　互たがいにそっぽを向き合う姿を見るのはこれが初めてじゃない。しかし、その後に見せた微ほほ笑えみは初めてのことだった。

「主と下僕。あなた達がいればこの世はもうしばらく安あん泰たいかもね」

「え……??」

　不意にそう言われた時には彼女らは光に包まれていた。光は細く収縮し、細長くなって天へ伸びて行く。

「じゃ……」

《ネットワークの接続を確立。データ転送を開始します》

　微かすかにそんな声が聞こえたと思った瞬間、伸びていた光はゴムのように天に向かって弾はじかれた。細かく散った粒子が洞どう窟くつ内の天てん井じようを照らし出す。まるで一粒一粒が光を発する雪のように良児とルゥの頭上に舞まい落ちた。

　触れればそれらは光を失う。全ての雪粒が光を失った時、目の前からひかり達の姿は完全に消えていた。







ＦＩＬＥ．５　絆は海へと還かえる







　良児とルゥはしばらくひかり達が消えていった地下洞どう窟くつの天井を見上げていた。放心した状態でどちらからともなく顔を見合わせると、互いに頬ほおに血が上ってくるのを感じて顔を背けた。

「あいつも気がきかんな」

「え？」

　突とつ然ぜん彼かの女じよがそう切り出したが、なんのことか理解が及およばなかった。

「戻るならルゥ様達も一緒に助けていけばよかろうに」

「あ、ああ」

　そういえば自分達は未だ地下空洞を彷徨さまよっている最中だということを忘れていた。

「ルゥ様はああいうのは出来ないんですか？」

「使えたら苦労はせん」

　聞くまでもなかった。

「でもあれですよ？　みんなを置いて行くわけにもいかないですし」

「うむ、とりあえず捜そう索さくが先決だな。だが、どこをどう捜さがしたらいいものか……」

「あれ？　そういえばフーちゃんは？」

　彼女があの時なんとかしてくれなかったら今頃どうなっていたことか……。

　恩人を求め、あの岩場の陰を探す。だがそこには何もない。一体、どこに行ってしまったのだろうかと心配していると……

「しっ」

「なんだ？　どうし……ふごっほごっ」

「ちょっと静かに」

　良児は何かを察知してルゥの口を押さえた。最初はむくれた表情をしていた彼女も様子に気付いておとなしくする。

　耳を澄すますとどこからか水の流れる音が聞こえてくる。本当に細い、頼たよりない音だ。

「近いですね」

　すでに良児の足は動いていた。音を頼りに洞どう窟くつを壁かべ伝いに歩くとしばらくして横穴が見つかった。そこへ足を踏み入いれると目の前にちょろちょろと緩ゆるやかな流れを作り出している小川が見つかったのだ。

「やった、助かりますよ」

「どうしてだ？」

「川の流れがあるってことは、流れに沿って行けばいづれはどこかへ出るってことです」

　足首までの深さしかない小川に手を入れてみる。ほのかに温かく、硫い黄おうの臭いもする。温泉も少し混じっている感じだった。高台にあったあのリゾートプール。あの近くに源泉があるとすれば、これはそこから流れてきているものだろうし、脱出経路として賭かけてみる価値はある。

「あとはみんなを捜すだけですね……って、おわっ!?」

　流れを調べに小川に入り、戻りかけた所で良児の視界に奇き妙みような物が映った。それは暗くら闇やみの中にぼんやりと浮かぶ淡あわい光。緑光を放つ蛍けい光こう色しよくのそれはまるで……

「こ、こんな所に……ヒカリゴケっ!?」

　訝いぶかしみながらもそーっと近付いて左手の明かりをかざすと、次第に謎なぞの光の正体が形を伴ともなって露わになる。それはコケではなく緑色の髪だった。こんな色しき彩さいを放つ髪は良児が知っている中でただ一人しかいない。

「フーちゃん!?」

　それは間違いなくフーだった。浅あさ瀬せの中で身を小さく丸めて座っている。

「もう、やなんだもん……ずっとみんなでいたいんだもん……」

　それは独り言なのか寝ね言ごとなのか、彼女は虚ろな眼でこちらを見上げた。

「あ、良児」

　寝ねぼけながらも彼女は安心したように笑った。どうやら怖こわくてこの横穴に咄とつ嗟さに逃げ込んだらしい。

「そういえば、もとはといえばお前のせいでこんな所にまで来てしまったのだ。まったく、えらい大変だったんだからな」

　彼女はルゥの姿を見つけると、大おお粒つぶの涙を浮かべてその足に飛び付いた。

「ルゥ」

「な、なんだ突とつ然ぜん」

「もう死なないでね」

「なにを言っている？　ルゥ様はちゃんと生きてるぞ」

「フーちゃんは長生きしたいの。でもみんなと長生きしないと意味ないの」

「わ、わかったから、長生きするから離せ」

「へへ」

　フーは洟はなをすすって笑った。

　そこには数千年生きてきた彼女だからこその何かがあったのだろうが、今の良児には深くは理解できなかった。それよりもとりあえずそこから起こそうとそう思った。

「立てますか？」

　脇わきの下に腕を入れて抱かかえ上げる。すると、彼女が抱えていたものだろうか？　ぽとりと白い球体が水辺に落ちたのだ。

「ん？　これはどこかで見たことがあるな……」

　落っこちたそれを拾い上げたルゥは顔の前で興きよう味み津しん々しんに見回す。良児もフーを一いつ旦たん畔あぜに上げてその物体の様子をうかがう。それは良児にとっても記憶のどこかに引っかかるものだった。

　そう、これは……。

　良児達が北々海岸にやってきた時、ルゥがひかりに投げつけたアレにそっくり。

「これは、あれですよ！　海岸で見たでっかい真しん珠じゆ」

「おおっ」

　ルゥも納得いったようで手を叩いた。

「でも……なんでこんな所に？」

「いっぱいあるよ」

「はい？」

　フーが小川の上流を指差し言った。目を凝こらすと暗がりの中に無数に輝かがやくものがある。それは間違いなくルゥの手の中にあるものと同じものだった。

　あれがもし全部ひかりの言った通り特大の真珠だったりしたら……。

　不徳な気持ちが否応なしに持ち上がってくる。だが、

　パリッ

　という音で目が覚めた。ルゥの手の中にあった真珠に突如ひびが走ったのだ。

「なぬっ!?」

　ひびはさらに深く亀き裂れつを走らせ、最後には綺麗にパカッと二つに割れたのだ。ただ割れただけではない。中から飛び出すものがある。それは最初小魚か何かかと思ったのだが……ぴょんと跳はねた灰色の肌を持つそれはルゥの長い前まえ髪がみにがぶりと食らい付いたのだった。

「ぎゃーっ！　なんだこれはっ!?」

　良児は急いでそれを叩たたき落とす。水辺に帰ったそれは尖とがった背びれを水面に立たせて優ゆう雅がに泳いでいる。

「これってまさか……鮫さめ!?」

　確信に至ったところで不ふ穏おんな音が背後で連れん鎖さした。

　パリッ、パリパリッ、パリリッ、パリパリパリパリッ

　認めたくはないが現実は受け止めなくてはならない。

「生まれたぁ？」

　フーのとぼけた声が辺りにこだまする。察知した良児が彼女の体を抱え上げた時、背後の真珠……もとい卵から一いつ斉せいに鮫の赤ちゃんが孵ふ化かしたのだ。

「逃にげてぇぇぇぇっ!!」

　ルゥと良児は川の流れに沿って駆けだした。それはもう一心不乱に。

「なっ、なんでこんな所に鮫がいるんですかぁぁっ！」

「し、知るかっ、ルゥ様に聞くな！　地底鮫じゃないのかっ!!」

「そんな鮫いましたっけ!?」

「今ここにいるんだから、いるんだろ！」

　そんな無茶苦茶な会話になっていない会話を交わしながら全力で走る。後ろからは何百匹ひきもの鮫が川を埋め尽くす勢いで迫ってきている。それら一匹一匹は小さなものだが、そのどれにもしっかりとした歯が生えていた。あの鋭するどい歯で食いつかれたらと思うと身の毛が弥よ立だつ。生まれたばかりとはいえ、いや、生まれたばかりだからこそ、餌えさを求める本能には凄すさまじいものがある。飛とび跳ねた数すう匹ひきがルゥのフリフリのフリルやツインテールの先っちょに噛かみ付いてくる。

「ぬあああっ、なんか食いついたっ！　良児、食いついたぁぁっ!!」

「今取りますから！　ってあわぁっ!?」

　錯さく乱らんして体を振るもんだから小こ鮫ざめがこっちに飛んでくるわ、鮫付きのツインテールの先が良児の顔面にぶち当たるわで、そんなことを走りながらやるもんだから収拾が付かない。

　右手に抱えたフーは重く、思うようには動けない。このままでは地底に三人分の白骨が転がるだけだ。最悪のビジュアルが脳裏を過ったその時、川の流れを取り巻く洞穴を震しん動どうが襲おそった。

「なんだ!?」

　ルゥはその轟ごう震しんに誘さそわれるように足を止めた。そうなれば良児も足を止めないわけにはいかない。振り返ればそこには小鮫が迫っている。

「ルゥ様!?」

　焦あせる思いで彼女に訴うつたえかけた直後、洞穴の壁に亀裂が走った。それはそのまま砕くだけ散ちり、大きな岩や岩がん盤ばんを辺りに散乱させる。震動が落ち着いた時には川の流れを分断するように瓦が礫れきが洞穴を塞ふさいでいたのだ。それが運良く小鮫の侵しん攻こうをも抑えていた。

「これは……」

　突とつ如じよ破は砕さいした壁からは横穴が続いていた。そしてまだパラパラと小石が落ちる穴から出てきたのは右手に破砕クラツシユガ手甲ントレツトをはめた鈴世と、後ろから続くカナタだった。

「よかった、二人とも無事だったんですね」

「あら？　花井君、ルゥちゃん」

　偶ぐう然ぜんとばかりに鈴世は目を丸くする。カナタはその後ろで計算通りだという感じで良児に向かって軽く頷うなずいた。

「お前ら、いいタイミングだ。でかしたぞ」

「ありがとうございますぅ」

　救ってもらったにもかかわらず偉えらそうな態度のルゥになぜか嬉しそうにお礼を言う鈴世。立場があべこべだが……。

「とにかくこれで全員ですね。あとはここから出るだけ……」

　ピシッ

　良児はその小さな音を聞きき逃のがさなかった。音は洞穴を塞いでいた瓦礫の山からで、そこを見ると小石がいくつも岩いわ肌はだを転がり落ちてゆくのがうかがえた。これはいつ崩壊してもおかしくない状態。

「みんな、走って！」

　良児が言い放ったと同時、瓦礫が粉ふん砕さいされる。無論そこからは小鮫の大群が押し寄よせてくるのかと思っていたのだが、そこから現れたのは予想を遥はるかに超こえる大物だった。

「ななななっ、なんあ!?」

「に、逃げますよっ！」

　驚愕して固まるルゥの背中を押して走らせる。

　良児達が退いた後に十数メートルはあろうかという巨きよ体たいを打ち付けて現れたのは、どうみても親鮫だった。

「やはりあれは地底鮫だ！」

「どっちでもいいですからっ！　とにかく走って！」

　鈴世達を加えて再び川を下り、ひた走る。背後からは先程とは比べものにならない、一本一本がナイフのような歯を持った鮫が物もの凄すごい勢いで追いかけてくる。

　フーは相変わらず良児の腕の中。そして、僅かずつだが足下の傾けい斜しやがきつくなってきているようにも思えた。

「なんだか下ってないか？　流れも急になってきてるし！」

「そりゃ流れてるんですから少しは……っほっほっほっ」

　自分の意思に反して足が前へと出始めた。あまりの傾斜に足が付いてこなくなってきているのだ。それに加えて背後から鋭い歯が火花を散らして噛み付こうとしてくるのでさらに加速を促うながす。

「っはっあっ！」

　前を行く鈴世達をいつの間にか追おい越こしていた。彼女らも良児達を目で追ったあと、背後に迫せまるものを見て再加速する。

「ひぃぃぃっ！」

「良児、今こそ特訓の成果を試す時だ！」

「特訓？」

「人食い鮫になりきる特訓をしただろ！」

「だってあれ、背ビレ折れちゃったじゃないですか！　それにそんな事で通用するとは思えませんよ！」

「なりきればなんとかなる！　仲間と思って茶の一いつ杯ぱいも出してくれるやもしれないぞ！」

「んなわけないでしょ!!」

　喚わめきながら全員が全員、超ちよう人じん的てきな足の速さで逃げていた。

　これだけ己が持つ身体能力を越えた事を持続し続けると自ずと無理が生じ始める。フーを抱えていた腕がすでに限界に達していたのだ。乳酸の溜たまった腕をなんとか持もち堪こたえさせる為、抱えやすく持ち替かえようとした時だった。

　完全にミスった。

　するりと、フーの小さな体が小こ脇わきをすり抜けたのだ。

「ああっ!?」

　良児は後方を見やる。宙を舞うフーの顔は何が起きたのか分からないといった表情でいたが、すぐに恐怖と悲痛に歪む。今にも泣き出しそうなそんな顔だ。

　咄嗟に手を伸ばしたが届かない。加速仕切った足も止まらない。

　フーの体は空中を舞いながら無情にも小さくなってゆく。その先には大きく口を開けて、エサが飛び込んでくるのを待つ鮫の牙きばがあった。

「フーちゃん!!」

　叫んだが同時、疾しつ風ぷうが駆け抜ける。

　良児達が進む方向と逆に向かって。

「な!?」

　尾おを引いた突とつ風ぷうが良児の体を仰のけ反ぞらせる。その風の中に一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見みえたのは、なびく白銀の髪かみ。

　そう、カナタだった。

　鮫の舌の上にナイスキャッチでのったフーの体は瞬しゆん時じにして消失した。そこへガチンと噛み合あわせの火花が散る。

　再びカナタの姿を捉とらえた時には彼女の姿は良児のすぐ隣にあり、その腕うでの中にはぐったりとしたフーがいた。

　とてつもない身体能力だと思った。この瞬間にあそこまで飛び、フーを救出して舞い戻ってきたのだから。それはそうとカナタの懐ふところでフーが頬を染めて彼女のことを見上げていた。その時小さく「カナタん♪」と聞こえたような気がした。

　安あん堵どしたのも束の間、未だ後方の脅きよう威いは消えていないのだ。小鮫達も無論のこと、エサを取とり逃にがした親鮫が血相を変えて追ってきている。もう足が壊れた絡から繰くりのようになっていて、そろそろ死線が近付いてきた頃ころだった。

　激走する良児達の前に明かりが現れた。

　多分それは地上のものに間違いない。その場の全員が声で確認しあうことなくその光を信じた。しかし乗りに乗った足の回転はいまさら止めようがない。このままのスピードで光に向かって駆け抜ける。

　それしかなかった。

　もう光は目の前に。

　加速したまま五人はそこへ突っ込む。

　思い切り飛び出したら――――




　そこはちゃんと外だった。




　だがそのままの勢いで五人はもつれ合いながら宙を飛ぶ。放物線を描えがいて着地した場所は水辺。

　水柱が立ち、大粒の雨が降る。全身に浴びたその水はしょっぱかった。

　しょっぱい？

　良児はずぶ濡ぬれになりながら辺りを見み渡わたす。そこには黄たそ昏がれ時どきの太陽と穏おだやかな波を打ち寄せる砂すな浜はまがあった。

　もしや……ここは……。

　すぐにその風景が刻まれた記憶に思い当たった。そう、そこは良児達が最初にやってきたあの海岸。その海へと流れ込む川の畔あぜ。

　するとそこにある排はい水すい溝こう、そこから自分達は飛び出したのだと気付いた。それが証拠に地底鮫は排水溝の筒つつに頭を詰つまらせていた。前にそこへあの卵を放り込んだことがあるが、フーの力の発動で地底深くにまで吸引されたのだろう。

「みんな無事ですか？」

「なんとかな」

「大だい丈じよう夫ぶですー」

「緊きん急きゆうを要する外傷なし」

「フーちゃん、へいきー」

　とりあえずは一段落（？）なのだろうか。五人はよたよたと立ち上がり川辺を離れる。

「ふぅ……一時はどうなるかと思いましたよ」

「うむ、海には恐ろしい生き物がいるのだな。これではなかなか征せい服ふくも容易ではないな」

　正確には海のものなのか地底のものなのかよく分からない生き物だったが……。

「それにしても、こうしてちゃんとみんなで戻れてよかった」

　それぞれに安堵の笑みを湛えながら互いを確認し合う。そんな喜びとは別に不穏な影が良児達の気付かないところで忍しのび寄る。それはすぐにやってきた。良児達五人の足下に。

「さーて、帰りましょうかっびゃぶほｇｙばｔぁっｈ☆あっ!?」

　突然真っ暗になる視界。己の身に一体何が起きたのか？

「いつつつつ……」

　痛みと共に思い出す。この感覚、前にも味わった気がするからだ。周りを見渡せば砂の中でみんなの体が折り重なって倒れていた。上を見上げるとぽっかりと円形にくり抜かれたオレンジ色の空があった。

「そういえば、まだ埋うめてなかったですね……」

　良児が隣にいるルゥにそう言うと、彼女は逆さまになった体勢で何も言わず溜ため息いきだけを吐いた。







　小波の音が耳に心地良い。太陽は水平線に下半分を沈めて紅あかく体を染めている。茜あかね色いろの砂浜で良児とルゥは隣となり合って座り、鮮やかな燦きらめきを眺ながめていた。

　今日はどっと疲つかれた一日だった。良児、ルゥ、フーの三人での穴あな埋うめ作業というトドメの重労働も終わり、項うな垂だれているだけで自然と眠ねむ気けが襲ってくる。現にフーなどは良児達の背後で横になって爆ばく睡すいしている。こんな季節に、しかも濡れた体でいつまでもそうしていたら風か邪ぜを引いてしまうだろう。陽の光も弱くなり気温もぐっと低くなってきている。

「寒くないですか？」

　良児は隣で小刻みに震ふるえているルゥを心配した。

「寒くない」

「無理しないで先に着き替がえて下さいよ。構成変へん換かんで簡単でしょ？」

　良児とフーの着替えは今、カナタと鈴世がプールまで取りに行ってくれていた。だが彼女はその気があれば多具短剣タグダガーを使っていつものドレスに着替えることも可能なのだ。なのにそれをしようともせずガタガタと震えている。

「うるさいなっ、寒くないと言っておろう」

「だって震えてるじゃないですか」

「こ、これは武む者しや震ぶるいだ」

「何に対してですか!?」

　意味の分からない言い訳をして着替えることを断固拒きよ否ひする。

「それより良児の方が寒いのではないか？」

「え、まあそうですけど僕ぼくのは今、鈴世さん達が取りに行ってくれてますから」

「だったらルゥ様もそれまで待つ」

「はぁ？」

　確かにこの寒空で海パン一枚でいるのだから凍こごえてしまいそうになる。だが、わざわざそれに付き合う道理もない。

「変な意地張らないで着替えて下さいよ」

「意地ではない！　主と下僕は一心同体なのだからルゥ様だけぬくぬくとするわけにはいかんのだ！」

「いつもはそんなことは言わないくせに」

「そんなことはない」

　そこで互いに押し黙だまってしまった。冷たい風だけが二人の間を駆け抜ける。

　波の音だけのしばらくの静せい寂じやく――

　沈ちん黙もくを破ったのは良児だった。

「主と下僕って……それだけの理由でルゥ様は付き合ってくれてるんですか？」

　真しん剣けんな眼差しを向けた良児に対してルゥは戸と惑まどいの表情を見せる。

「だから先程から一心同体だと言っておろう」

「誤ご魔ま化かさないで下さい」

　目を逸そらしたルゥの腕を掴んでこちらに向き直させた。触れた肌は芯しんまで冷たく、顔は驚きで固まっていた。

　濡れた赤髪が夕日に映えて輝く。

　良児は今こそと思い、ずっと自分の中で引っかかっていたことを口に出す。

「どうして……僕をもう一度下僕にしたんですか！　僕はルゥ様を……」

　ルゥの腕から手を離はなし、項垂れた視線を剥むき出だしになっている左手へと向ける。そこで胸に手を当てたフーの言葉を思い出した。

『ここんところの中が分かる力』

　そして以前言っていたルゥの言葉が重なる。

『発現する力の種類は下僕自身が持っている資質に依い存ぞんする』

　それで答えが分かった。僕は自分以外のみんなのことが知りたかったのだと。

　だけど過去の傷がそれを邪じや魔まする。

「僕はルゥ様を一度ころ……」

　その口は塞がれた。顔を上げた良児の唇くちびるに押し当あてられた彼女の人差し指。

「ルゥ様はただ下僕が欲しかったわけじゃない。良児を下僕にしたかったのだ。そして下僕だから大切に思うのではない。それが――良児だから

　…………それだけだ」

　体の中に熱く流れるものを感じる。それが胸の辺りでまとまり、形容し難い力で締しめ付けてくる。それは嬉しいという気持ち。

「だから、その……過去のことなど気にするなっ」

　ルゥは自分で言ったことの恥はずかしさに堪たえ切れず、頬を紅潮させて明後日の方向を向いてしまう。だが良児はつかえていたものがようやく取れたといった感じでほっとしていた。

　そんなやり取りをしている最中だった。

　寝ぼけ眼まなこで立ち上がったフーが、ふらつく足で良児の背後から近付いてきていることなど気付きもしなかった。

　覚束ない足取りの彼女が良児の背中に倒れ込んできたのだ。

「うわっ!?」

　無論何が起きたのか分からなかった。押おされた勢いで良児の体は前のめりになり、それに気付いたルゥがこちらに向く。気付いた時には二人は体を重ね合わせ、その場に倒れていた。

　砂浜に転がって乱れるツインテール。

　掌に添そえられた掌。

　そこへ打ち寄せる僅かな波。

　感じるのは痛みでも、彼女の体の柔やわらかさでもない。それ以上に痺しびれさせる感覚がある一カ所に走った。

　――唇。

　ふんわりとした柔らかさと、そこから漏れるほのかな息いき遣づかい。心臓の鼓こ動どうさえもそこを通して伝わってくる。冷静さは何処かへ飛んで行ってしまっていたが、これだけは分かった。




　二人はキスをしていた。




　互いの体が上気してゆくのが分かる。このままでは機械のようにショートしてしまいそうだった。だから少しだけ体を浮かし、離れた。

「あ……」

　目の前にいつもの傲ごう慢まんな態度とは違ちがう、か弱い女の子の顔があった。それはもう一度抱だきしめたいくらいに可愛かったのだが――

　――――――。

　そんな時、遠くの方から呼び声が上がったのだ。

「花井くーん、ルゥちゃーん、お待たせぇー」

　それは着替えを持って現れた鈴世とカナタだった。

「!?」

　良児とルゥは慌あわてて起き上がり、急いで身なりを整える。

「なにかありましたぁ？」

「べっ、べべべべ、べつにっ」

「だぁっ、いっ、いえ、なにもっ！」

　砂浜に降りてきた鈴世が不思議そうな顔で二人を見ていたが、何事もなかったように振ふる舞うのだった。

　傍かたわらではフーが静かに寝ね息いきを立てていた。





◇






　その後のお話。

　三連休を使っての悪党稼か業ぎよう部悪事強化合宿（？）だったはずなのだが……。

　帰ってから大変なことが判明した。良児達が旅立ってから、まるまる一週間の時間が経っていたのだ。宿に泊とまっていた時から時間の経過と記憶があやふやになっている事にもっと気を配ればよかったと後こう悔かいする。それはフーの怠たい惰だな力の影えい響きようだった。彼女はみんなにそこに留まって欲しい一心でしでかした改竄クラツク行こう為いだったのだが……それが原因で学校は無断欠席になり、加えて生徒達だけで無断の合宿行為もバレ、城ヶ島先生にこっぴどく怒おこられる羽目になってしまったのだった。
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　でも、そんなことがあっても良児達の生活は変わらない。

　今日も彼女はそこにいる。

　黒板にチョークの音が静かに響く中、隣の席に目を向ける。

　視線に気付いた赤髪の彼女は「ふふっ」と小こ悪あく魔ま的な笑みを返してくる。

　いつまでもこの時を共有していたい。

　その時が続く限り――――




　僕は彼女の『下僕』だ。







あとがき







　目玉焼きは醤油派です！

　どうも、これで三度目のご挨拶となります。藤谷あるです。




　さて、早速本編のお話ですが、今回登場する悪魔の中に『怠惰』を司る者が出てきます。

　実生活の中で人を怠惰に誘う四天王といえば皆さんは何を思い浮かべるでしょうか？

　自分の中で一番最初に名乗りを上げるのは奴です。




「怠惰四天王が一人！　穏やかなる魔窟エナジー・ドレイン、布団！」




　彼はやばいです。彼じゃないかもしれませんが。二度寝を誘う何か途轍もない力が放たれています。そして体からなんか吸われてます、きっと（笑）

　後に続くのは誰かといいますと、




「取り込んだものを逃さない！　死の包囲網デツド・スクエア、炬燵！」

「指先が勝手に動く！　操り人マリオネツト形箱・ハンドラー、芸夢ゲーム！」




　の、お二人。炬燵は布団にも通ずるものがありますが、彼は自身で発熱できる所が優れている所でしょう。ゲームはもう電源入れたが最後ですね。自分自身ＦＰＳを好きでやりますが、体におかしな反射反応が植え付けられてます。外で小走りに急ぐ時は無意識にＬ３ボタン押し込みたくなる衝動にかられます（汗）。そして最後のおおとり、四天王中最強とうたわれるのが、




「止まらない連鎖！　翻弄のシエイク・ザ呪文・ブレイン、情報網インターネツト　！」




　しかもインターネットはたまにゲームと共に複合技を狙ってきますからね。強すぎます。

　精神力で断ち切らなければ、知らぬ間に一日が終わっています。




　そんな至福の時間を満喫している悪魔『怠惰のフー』をうらやましく思うのでした。







　それでは最後に謝辞であります。

　イラストの葵さん、今回は制服の場面がほとんど無く、水着やら私服やらで新たな衣装の描き起こしにご苦労をかけてしまったのではないかと思います。好き勝手書いてしまってすみません（汗）。心から感謝申し上げます。

　担当さん、ストーリーがたまにとんでもなく間違った方向に行っちゃったりする未熟者ですが、今後とも見放さずにして頂ければ幸いです。

　編集部の皆様、そして装丁様、校正様、そしてこの本の出版に関わって下さった全ての方々にお礼申し上げます。

　それではまた、読者様にお会いできることを願って。





平成二十一年十二月　吉日


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


藤谷ある先生／葵久美子先生
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